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土浦市は霞ケ浦や桜川に恵まれ、太古から人々が生活するのに適したところでありま

した。そのため市内には貝塚、古墳、集落跡など数多くの遺跡が存在しております。こ

れらの遺跡は当時の様子を知る手掛かりとなることはもちろんのこと、現代の私たちが

豊かに生活できる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えることは私達の大切な任務であり、

郷上の発展のためにも重要なことと思われます。

この度の調査は、大松企画管理株式会社の宅地造成工事に伴い、周知の遺跡である扇

ノ台遺跡発掘調査による記録保存を目的として行なわれたものであります。

遺跡内からは、市内でも有数の縄文時代の集落跡が確認され、おびただしい数の縄文

土器などが発見されております。また平安時代の遺構 。遺物に特筆すべきものがありま

す。遺跡の中からは大規模な掘立柱建物跡群が出土し、それを取り巻くように竪穴住居

跡群が確認されました。このような遺跡内での建物の配置関係を示す出土例は、当地域

を代表するものとして貴重なものと思われます。

この調査によって、中地区の古代文化の究明にいささかなりとも役立てていただけれ

ば幸甚であります。

最後になりましたが、調査から報告書の発刊にあたり、大松企画管理株式会社をはじ

め、関係者の皆様方のご協力とご支援に姑し、心から厚く御ネしを申し上げます。

平成11年 10月

土浦市教育委員会

教育長  尾 見 彰 一
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1,本書は、大松企画管理株式会社の宅地造成工事に伴う土浦市扇ノ台遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書で

ある。

2.発掘調査は土浦市教育委員会が主体となり、教育委員会内に土浦市遺跡調査会を組織し、山武考古学研

究所の協力のもとに実施した。

3.発掘調査は、土浦市教育委員会の指導のもとに山武考古学研究所の平岡和夫、桐谷優、高野浩之、斉藤

洋が担当した。

4.遺跡の所在地 。面積及び調査期間は以下の通りである。

扇ノ台遺隊  所 在 地 茨城県土浦市大字中1141-1番地ほか

面  積 21,000m2

調査期間 平成 8年H月 15日 ～平成 9年 3月 25日

5.整理調査は、山武考古学研究所において、遺跡より検出された遺構 。遺物の内、主に古代 (奈良・平安

時代)を 中心に行なった。

6.本書の編集は、平岡和夫 。桐谷優が行い、執筆の分担は以下の通りである。

第 1章 。第 3章     関口満 (土浦市教育委員会)

第 2章 。第 4章・第 5章 平岡和夫 桐谷優 高野浩之 斎藤洋

第 6章         平岡和夫 桐谷優 土生朗治

7.調査に係わる図面・写真・遺物等の資料は土浦市教育委員会が一括して保管している。

8.発掘調査から本書の刊行に至るまで下記の諸氏 。諸機関にご指導、ご協力を賜った。記して感謝の意を

表すものである。 (rJk称略・順不同)

松原次男 吉原玲子 佐藤慎太郎 木下良 平川南 金井塚良一 久信田喜一 塩谷修 折原繁

伊藤知子 芦田和義 大松企画管理株式会社 三友測量設計株式会社 株式会社協栄工務店

株式会社高田正務店 開成測量株式会社 有限会社新成田総合社 前橋文化財研究所

例

1.第 1図は国土地理院発行25,000分の 1『土浦』を、第 2図は明治16年測量20,000分の 1「土浦」を、第

3図は土浦市都市計画図の10,000分の 1を それぞれ使用した。

2.位置図・地形図及び遺構実測図中の方位はすべて座標北を示す。

3.本書の挿図縮尺は下記の通りである。

遺 構  全体図 縄文 (1/400) 古代 (1/400)

竪穴住居跡 (1/80) 掘立柱建物跡 (1/100) 溝 (1/80) 井戸 (1/30)

遺 物  土器 (1/4) 土製品 (1/4) 石製品 (1/4) 鉄製品 (1/2) 古銭 (1/1)
4.遺物番号は、本文・挿図・表 。写真共一致している。

5.本書の挿図に使用した記号、スクリントーンは下記の通りである。

遺 構    地山 杉多移  カマド袖部 群:轟I  火床部 ::キ華
遺 物    黒色処理 :華難華:  。土器  ▲石製品  ■鉄製品
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第 1章 調査に至る経緯と調査組織
第 1節 調査 に至 る経緯

平成 7年 4月 13日 に大松企画管理株式会社代表取締役松原次男氏から、土浦市教育委員会に埋蔵文化財の

有無の照会があった。その内容は、土浦市大字中地内での土取り工事に伴うものであった。教育委員会では

開発予定地と埋蔵文化財遺跡地図との照合を行ない、事業主から照会のあった土地は「周知の遺跡」の扇ノ

台遺跡 (市番号A-69)に全面的にかかることを説明した。

土浦市教育委員会は4月 14日 に現地の確認及び現地踏査を行なった。開発予定地の一部が畑となっている

のみでほとんどは山林となっていた。畑や山林の中を通じる農道で土師器 。縄文土器を表採した。先の状況

を元に、土取り工事を実施する場合には事前に埋蔵文化財の試掘調査を行ない、遺跡の内容 。範囲等を確認

し、その後の協議の為に埋蔵文化財の状況把握をする必要性を伝えた。加えて試掘調査後、埋蔵文化財の現

状保存が不可能な場合は本調査の必要性があることを説明した。

その後、事業主と教育委員会との間で協議がなされ、地主・事業者の協力を得て試掘調査を実施すること

になった。試掘調査は教育委員会の立会のもと開発予定面積18,355m2の うち7,137m2を 4・l象にしたもので、

平成 7年 6月 29日 から6月 30日 までトレンチ調査により行なった。その結果、縄文時代から平安時代にわた

る多数の遺物 。遺構が確認され、当遺跡が規模・密度ともに大規模なものであることが想定できた。この結

果報告については7月 10日付けで事業者宛てに通知した。

このことを受け7月 13日 に今後の埋蔵文化財の取り扱いについての協議がもたれ、事業主からは土取り計

画は断念する旨の申し出があった。

平成 8年 2月 に入り、事業主から当初の土取り工事計画が宅地造成工事に変更になったことが教育委員会

に提示された。そして事業主から前回の試掘調査で姑象外の部分についても試掘調査実施との依頼があった。

このことを受け平成 8年 2月 8日 から2月 9日 にかけてH,218m2の調査姑象面積に対し前回同様の調査方

法により試掘調査が行なわれた。この調査においても前回同様多量の遺物・遺構が確認された。

土浦市教育委員会では平成 8年 3月 2日付けで、確認調査の状況をまとめ事業主宛に「開発予定地で今後

現状変更を行なう場合は、埋蔵文化財の発掘調査が必要となる」旨を報告した。

この後事業主と土浦市教育委員会との間で、埋蔵文化財の取り扱いについての協議を重ねた。その結果、

現状の工事計画では埋蔵文化財の現状保存が困難であることから、発掘調査により埋蔵文化財の記録保存を

行なうことで合意した。

発掘調査にあたっては土浦市教育委員会が土浦市遺跡調査会に依頼し、緊急な開発事業のため、山武考古

学研究所の協力の基に実施するはこびとなった。

調査会の実施にあたっては、これまでのさまざまな合意事項を協定書としてまとめ、事業者・教育委員会

・土浦市遺跡調査会の三者で取り交わした。その後、事業者と土浦市遺跡調査会との間で契約書をかわし平

成 8年H月 15日 から発掘調査に至った。



第 2節 調査組織

1 調査会組織
平成 8年度の土浦市遺跡調査会組織は下記の通りである。

会 長  須 田 直 之  土浦市文化財保護審議会会長
副会長  青 木 利 次  土浦市教育委員会教育長 (平成 8年 9月 31日 まで)
副会長  尾 見 彰 一  土浦市教育委員会教育長 (平成 8年 10月 1日 から)
理 事  大 塚   博  土浦市文化財保護審議会委員
ク   廣 田 宣 治  土浦市参事兼企画課長
ク   内海崎 保 生  土浦市区画整理課長
ク   坂 入   勇  土浦市建築指導課長
ク   野 口 幹 雄  土浦市都市計画課長
ク   金 塚 文 雄  土浦市耕地課長
ク   大 塚 重 治  土浦市土木課長
ク   平 岡 和 夫  山武考古学研究所長
監 事  飯 田 章 二  土浦市教育委員会教育次長
ク   小 野 政 夫  土浦市監査事務局長
幹事長  宮 本   昭  土浦市教育委員会文化課長
幹 事  矢 口 俊 則  上高津貝塚ふるさと歴史の広場副館長
ク   小 貫 俊 男  土浦市教育委員会主査兼文化財係長
ク   塩 谷   修  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主幹
ク   石 川   功  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主幹
ク   黒 澤 春 彦  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主事
ク   中 澤 達 也  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主事
ク   関 口   満  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主事
ク   橋 場 君 男  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主事
ク   宮 本 礼 子  上高津貝塚ふるさと歴史の広場主事
2 調査担当
現地発掘調査から整理・報告書作成に至るまで山武考古学研究所が担当した。

主任調査員  平岡和夫 桐谷優
調 査 員  高野浩之 斉藤洋 土生朗治 (整理調査)
調査員参加者 湯原勝美 間宮正光 近藤晋一郎
調査補助員  秋山和 安達浩二 飯田志満子 石神洋 石黒よし子 磯前順一 磯前大地 磯前和己

市村けい 市村東子 浦野博之 海野二三子 大林貢 小野寺奈央 河合淳子 金田志帆
川中四郎 川村俊夫 河原井秋彦 倉持幸子 小角みや子 小松伊久子 小柳道雄
斉藤英子 坂本のぶ子 桜井隆夫 沢田すみ江 高久忠義 塚原なお子 寺島邦助
中川恭子 中島とみ子 中島よしい 長嶺道子 中村勝也 西宮芳江 西山歩弥
長谷川秀久 蛭田英子 松井久子 宮本義雄 目黒貞志 望月典昭 矢口弘子 山崎亜紀子
吉原玲子

整理補助員  朝生タカ 池田とし子 上野尚美 折舘伸二 片岡美和子 加藤庸子 平岡亜也子
藤崎徳江 松戸芳子 三浦京子



第 2章 遺跡の位置と環境

扇ノ台遺跡はJR常磐線荒川沖駅の北1.5kmの茨城県土浦市中1141-1番地籍ほかに所在している。土浦市

付近では、霞ケ浦に注ぐ大小の河川が形成した低地と洪積台地とが帯状に並行する地形となっている。河川

は北より桜川、花室川、清明川、乙戸川、小野川の 5条が北西から南東方向に流下して、台地を方形に区画

している。また、各河川に直行するように小谷が洪積台地の縁辺部を浸食して樹枝状の深い谷を形成してい

る。本遺跡は花室川の右岸にあたり、霞ケ浦の河日から3,6km遡 った字永国の塚田橋付近から南西方向に

入った小谷の奥に位置している。遺跡の所在する台地の標高は約20mで、周囲は急峻な斜面となり、下の水

田面との比高は約 5mを計る。

遺跡の周辺では多くの遺跡が確認されているが、時代的には旧石器、縄文、弥生、古墳、奈良 。平安、中

・近世の各時代にわたっている。第 1図 と表 1に示したように、本遺跡周辺に所在している主な遺跡は91か

所である。このなかには時代的に重複した複合遺跡も含まれているので、これらを個別に数えあtデた総計は

約120遺跡となる。

旧石器時代遺跡は62向原遺跡、87摩利山貝塚、91宮前遺跡の 3か所が確認されている。宮前遺跡ではナイ

フ形石器、スクレーパーなどの石器群が発見されている。昭和60年代に市域の北にあたる原出口遺跡が調査

され、尖頭器多数が出土している。今後、本市域内でもこの時期の遺跡が増加してくるものと思われる。

縄文時代遺跡は34か所が確認されており、花室川を挟んだ台地上に多く分布している。特に右岸の台地上

には大遺跡が集中している。なかでも53石橋台遺跡をはじめとする字中村西根付近の 7遺跡、本遺跡周辺に

あたる字摩利山新田付近の12遺跡、74堂地塚遺跡周辺の字右籾付近の 5遺跡の集中度は強く、特徴的である。

本遺跡と同時期の遺跡の分布を「土浦市内の縄文時代中期の主な遺跡」図によって知ることができる。これ

によれば、花室川右岸の縄文中期の遺跡は字上高津付近、字中村西根付近、字麻利山新田付近の 3地点に遺

跡が集中しており、大集落が形成されていたことが判明する。後述するように、本遺跡でも中期の大集落遺

跡が営まれていたことが確認されている。

弥生時代の遺跡は30和台遺跡、85木ノ宮南遺跡 Aの 2遺跡であり、詳細については不明な点が多い。

古墳時代の遺跡は 2吉久保遺跡ほかの48か所が確認されていて、そのうち11か所が古墳ないし古墳群であ

る。古墳は桜川右岸に沿つた台地縁辺部と花室川右岸の台地縁辺部に多く築造されている。特に字中村西根

付近に多く、一部は中村町 I区付近にまで広がっている。古墳時代集落は花室川からやや南に寄った台地上

に広く分布している。

奈良・平安時代の遺跡は13か所が確認されていて、花室川右岸、左岸の台地上に広く分布が認められる。

なかでも本遺跡の東2.6kmの北平・官ノ鈴に所在する烏山遺跡は昭和47年以降第 3次にわたる調査が実施

され、101軒の住居跡と土坑10基、古墳 9基、貝塚 2か所が確認されている。住居跡の全部が同時期のものと

は考えられていないが、かなりの大規模集落であったものと思われる。41西根遺跡はかつて製鉄遺跡とされ

てきたが、現在消滅しており、詳細については不明である。

立 地

本遺跡は花室川右岸の洪積台地上に立地している。字永国の塚田橋付近から南西方向に進入した谷は途中

竹岸学園の南で西側に支谷を分岐し、さらに南進して字麻利山新田付近に至り西側、中央、東側の 3支谷を

分岐して谷頭部を形成している。西側の支谷は 3指に再分岐しているが、この中央部分に残された大舌状台

地上が本遺跡の営まれた地点である。台地の北から東にかけては、標高約15mの低湿地が巡り、東から南に



第 1図 扇ノ台遺跡の位置と主な遺跡
国土地理院「土浦」1:25,000



明治16年大日本帝国測量部迅速図『土浦』 1:20,000
第 2図 扇ノ台遺跡周辺地形と古代遺跡
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表 1 扇ノ台周辺遺跡一覧表

番う 遺 跡 名 所 在 地 種 房U 時  代

l 扇 ノ台遺跡 中字扇ノ台 集落跡 縄文・平安

吉久保遺跡 宍塚町字吉久保 集落跡 古墳

3 上高津貝塚 上高津町字貝塚 貝 塚

4 幕下女騎古墳 上高津町字幕下女騎 古 墳 古墳

5 栗 崎 追 跡 宍塚町栗崎 包蔵地 縄文 古墳

6 諏訪窪A遺跡 上高津町宇諏訪窪 集落跡 縄 文

7 諏訪窪B遺跡 集落跡 縄文・古墳

天神山古墳 常名町字西根 古 墳 古墳

9 天王山古墳群 上高津字古館 古墳辞 古墳

10 出 シ山遺跡 上高津町字出シ山 包蔵地 奈良・平安

11 密 居 遺 跡 上高津町 集落跡 古墳～平安

下高津小学校遺lll 下高津町 包蔵地 古墳

3 弁天社遺跡 下高津三丁目 包蔵地 古墳

4 うぐいす平追跡 上高津新町 集落跡 古墳～平安

5 宮脇 B遣 跡 上高津町字宮脇 包蔵地 縄文～中世

6 宮脇 A遺 跡 包蔵地 古墳

7 新 町 遺 跡 上高津新町 包蔵地 古墳

8 西 原 這 跡 中高津町宇西原 包蔵地 古墳

9 宮脇庚 申塚 上高津町字宮脇 塚 鎌倉・室町

中高津古墳 中高津町字天川 古 墳 古墳

国 分 追 跡 国分町 包蔵地 縄文

六十原A遺 跡 桜ヶ丘町 集落跡 縄文

六十原遺跡 桜ケ丘町 集落跡 縄 文

十三塚A遺 跡 永国町字十三塚 塚 中近世

十三塚B遺跡 塚集拓跡 古墳

永国十三塚 永国町字十三塚 塚 中近世

寺家ノ後古墳辞 永国町字家ノ後 古墳群 古墳

寺家ノ後遺跡 天川町字寺家ノ後 包蔵地 古墳

亀 井 追 跡 永国町字亀井 包蔵地

和 台 遺 跡 永国字和台 ,天神 集落跡 縄文弥生I古墳

ビカ首遺跡 小岩田町字ビヤ首 包蔵地 縄文

阿 ら地遺跡 小岩団西二丁目字阿ら地 包蔵地 古墳

永 国 遺 跡 永国町字東田 集落跡 縄文

宮久保遺跡 永国町字宮久保 包蔵地 古墳

桜 ヶ丘遺跡 小岩田町字桜ケ丘 包蔵地 古墳

油麦田遺跡 小岩団西二丁目字油麦田 集落跡

い さろ追跡 小岩田西二丁目字いさろ 包蔵地 古墳

二 又 遺 跡 西根町一区字二又 集落跡 縄文古墳平安

後 稲 遺 跡 西根町字後遺跡 包蔵地 縄文 。古墳

不動堂古墳群 西根町字不動堂 古墳辞 古墳

西 根 遺 跡 中村西根町字宮前 製鉄跡 奈良・平安

宮 脇 遣 跡 西根字宮ノ脇 包蔵地 古墳～中世

平 遺 跡 西根町字平 包蔵地 古墳

中新台遣跡 西根町字中新台 集落跡 古墳

諏 訪 遺 跡 西根町字諏訪 包蔵地 古墳

堂場台遺跡 西根町字堂場台 包蔵地 古墳

争号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 時  代

平代地遣跡 西根町字平代地 包蔵地 縄文・古墳

南達中遺跡B 中村町一区字南達中 包蔵地 古墳

馬 道 遺 跡 中村町一区字馬道 包蔵地 古墳

馬道古墳群 古墳群 古墳

笹 崎 遺 跡 中村西根宇笹崎 包蔵地 縄文

長 峰 遺 跡 中村西根字長峰 包蔵地 縄文

石橋台遺跡 中村西根字石橋台 包蔵地 縄文

西 所 在 塚 中村西根宇西 塚 古墳

大 日 古 墳 西根町白楽 古 墳 古墳

白楽所在塚 西根町字白楽 塚 古墳

浅 間 古 墳 西根町自楽 古 墳 古墳

南達中A遺 跡 中村町一区宇南達中 古墳跡 古墳・奈良

竹ノ入遺跡 中村西根字竹ノ入 包蔵地 縄文

谷原門遺跡B 中村町一区字谷原門 包蔵地 古墳

谷原門遺跡C 集落跡 平安

向 原 遺 跡 中字向原 集落跡 旧石器・古墳

向原古墳 群 大字中字向原 古墳群 古墳

嵩久保一里塚 中村町字嵩久保一里塚 一里塚 江戸

天 神 遺 跡 中村六区字天神前 包蔵地 古墳

谷原門遺跡A 中村町一区字谷原問 包蔵地 縄文 古墳

ともえ塚古墳辞 中村町字池向 古墳群 古墳

右籾十三塚 右籾町字行部 塚 奈良 平安

牧の内遺跡 右籾町一区字牧の内 包蔵地 吉墳奈良平安

倉 代 遺 跡 右籾町一区字念代 集落跡 古墳平安中世

平 坪 遺 跡 右籾町一区字平坪 包蔵地 縄・古・奈 平

沖ノ台遺跡 右籾町一区字沖ノ台 包蔵地 古墳

内路地台遺跡 右籾町一区字内路地台 包蔵地 縄 文

堂 地塚 遺跡 右籾町字堂地塚 包蔵地 縄文

右籾三区庚申塚 右籾町三区 塚 近世

松 原 遺 跡 右籾町字松原 包蔵地 縄文・古墳

77 小 谷 遺 跡 右籾一区字小谷 包蔵地 古墳

宮 塚 遺 跡 右籾町 包蔵地

数 光 遺 跡 右籾町 包蔵地 縄文

烏山A遺跡 烏山町二区 包蔵地 古墳

木の宮南遺跡C 中村町字木の官 包蔵地 縄 文

木の宮南遺跡B 中村町字木の宮 包蔵地 縄文・古墳

峰崎遺跡 A 磨利山新田字峰崎 包蔵地 縄 文

宮 塚 遺 跡 右籾町字宮塚 包蔵地 縄 文

木の宮南遺跡A 中村町字木の宮 包蔵地 縄文・弥生

山・fk山奇貿豊屁小c 摩利山新田字峰崎 包蔵地 縄文・古墳

摩利山貝塚 右籾町字障崎 貝 塚 旧石器

権現前遺跡 摩利山新田字権現前 包蔵地 縄文

右籾只塚東遺跡 右籾町 包蔵地 糸亀文

峰崎遺跡B東 ,B西 摩利山新田字峰崎 包蔵地 縄文

宮 前 遺 跡 摩利山新田字宮前 包蔵地 旧石器・縄文
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かけては浅い溺れ谷が回りこんでいて北、東、南の 3方向が開けた良好な環境となっている。かつては台地

の南西縁辺部に湧水があったとの伝承も残されている。本遺跡のある谷頭周辺は縄文中期の集落遺跡が集中

する特異な地点である。浸食された細長い舌状台地上には西から木の宮南遺跡 C・ B・ A働 日曽利 E)、 峰崎

遺跡 A(加曽利 EI)、 C(力日曽利 E)、 B西・東 (加曽利 EⅢ・Ⅳ)、 そして中央に麻利山貝塚が位置してい

る。東に向かい権現前遺跡、宮前遺跡 (加曽利 EI)、 右籾貝塚東遺跡が、やや離れて谷原門遺跡 A、 内路

地台遺跡の計13遺跡が確認されている。

第 3図 扇ノ台遺跡周辺遺跡位置図
隠嗽NN縄 文時代中期の集落跡
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トレンチ 第 4図 確認調査 トレンチ設定図

第 5図 本調査範囲図
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第 3章 確認調査の概要

本調査に先立ち、当遺跡の性格やその規模を把握するため確認調査を実施した。確認調査は開発計画の都

合により2回 に分けて行なうことになった。これらの調査では遺跡をA・ Bエリアに分け、 1回 目の調査対

象範囲をA地点とし、 2回 目の調査対象範囲をB地点とした。以下はその状況について述べる。

扇ノ台遺体 A地点の調査前の状況は、人の背丈を超える篠が繁茂する山林となっており、山林内の地肌

が露出する道で遺物が採集された。確認調査は遺跡のほぼ南側にあたる約7,137�
2の
範囲を対象に、平成 7

年 6月 29日 から同年 6月 30日 まで行なった。調査はトレンチ調査により行ない、 トレンチの幅は約 2mで計
5本を設定した。これらのトレンチは北側から南側へ第 1・ 2。 3,4・ 5ト レンチと呼称した。第 1・ 2

・ 3ト レンチは台地上に南北方向で設定し、第 4・ 5ト レンチは台地緩斜面に東西方向で設定した。 トレン

チ内の表土は重機を使用して教育委員会担当者立会のもとに行ない、遺構確認面は地表面から約30～ 40cm

の表土を取り去ったローム層上面とし、部分的にローム層よりも上層の暗褐色土層上面とした。この暗褐色

土層は縄文時代の遺物を包合する包含層でもある。

その結果、第 1・ 2・ 3ト レンチでは竪穴住居跡等の遺構の密集する状況が窺われ、明確に遺構と認識で

きたものは古代のものと縄文時代のものであった。縄文時代の遺構は竪穴住居跡と土坑が確認され、覆土が

暗褐色を呈し、周辺の包含層も同様な色調を持つことから遺構確認が困難な状況であった。古代に位置付け

られるものは、竪穴住居跡と掘立柱建物跡であった。第 4・ 5ト レンチでは先のトレンチほど密な状況では

ないが、同様な時期の遺構が確認されていた。

出土した遺物のほとんどは縄文土器であるが、古代の土師器や須恵器も出土している。縄文土器は阿玉台

式・加曽利 E式土器が主体を占め、後期前半の上器も出土している。土師器・須恵器は平安時代の 9世紀

代のものが確認されている。

扇ノ台遺跡 B地点の調査前の状況は山林であった。同地点の東には畑や栗畑が所在し、遺物が採集され

た。確認調査は、遺跡のほぼ北側にあたる約11,218m2の範囲を対象に、平成 8年 2月 8日 から同年 2月 9

日まで行った。調査はトレンチ調査により行ない、 トレンチの幅は約 2mで計 8本を設定した。これらのト
レンチは東狽1か ら西側へ A・ BoC・ ……トレンチと呼称した。Eト レンチ以外は南北方向を軸に設定し、E

トレンチは東西方向を向く。 トレンチ内の表土は重機を使用して教育委員会担当者立会のもとに行い、遺構

確認面は地表面から約30～ 50cmの表上を取り去ったローム層上面とした。 トレンチによっては縄文時代の
包含層が存在するが、明瞭な状態で遺構を把握するため、 トレンチ内はすべてローム層上面まで掘り下げた。
確認調査の結果、A・ B・ C・ DoEト レンチの遺構の密度が濃く、特にCト レンチでは遺構の重複関係が

不明瞭な箇所が長さ約10mに わたり確認され、遺構が密に重複する可能性が考えられた。

立地的には台地縁辺部よりも平坦面の方に多く遺構が確認された。確認された遺構の時期は、A地点の調

査結果同様に、縄文時代と古代のものが確認され、遺構の種類についても同様であった。

遺物 。遺構の時期は縄文時代中期の阿玉台式・加曽利 E式のものが多数を占め、奈良時代末から平安時

代初の土師器 。須恵器も出土していた。

今回は合計 2回の確認調査により予想以上の遺構 。遺物が確認された。調査面積は開発予定面積の 6%で

あったが多数の竪穴住居跡や土坑が確認された。よって本遺跡が大規模な集落を構成していることが想定さ

れた。
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3.A地点第 1ト レンチ (北→南) 4.A地 点第 2ト レンチ (北→南 )

1.伐開前の遺跡違景 (南より) 2.伐開後の遺跡遠景 (西より)

5.B地 点 Aト レンチ (南→北 ) 6.B地 点 Eト レンチ (西→東 )



第 4章 調査の方法と経過
第 1節 調査の方法

調査の範囲は、確認調査の成果に基づき、面積21,000m2に ついて本調査を実施した。

調査区は日本平面直角座標Ⅸ座標を用いて区画し、X軸 (南北)+5000、 Y軸 (東西)+30700を 支点基

準として10m× 10mの グリッド方眼を設定した。調査区の名称はアルファベットと算用数字を用い、西から

東へ A・ B・ C・―・・T、 北から南へ 0。 1・ 2・ 3……19と 呼称した。表土は調査前に事業者が大部分除去し

ていたので、遺構確認作業から開始し

た。各遺構の調査については、住居跡

は基本的に4分割法を用い、主軸線を

基準に土層観察用ベルトを設定し、遺

物は、覆土の上 。中・下・床直上 。床

着に分けて出土地点・高さを記録し、

取り上げを行った。掘立柱建物跡 。柵

列は、柱痕を確認し、柱間を通す形で

柱痕を2分割して土層の観察を行った。

井戸・土坑・炉跡は、主軸を基準に 2

分害Jあるいは4分割し、溝は全長に合

わせて数か所土層を観察した。実測図

は平板実測と遣り方実測を併用して行

い、全体波1量 1/100、 各遺構は平面図

・土層図・断面図ともに1/20を 基本に、 第 6図  グリッド設定図

炉・カマドは1/10、 掘立柱建物跡・溝1/40で作成した。写真撮影は35mm白黒及びカラーリバーサルフイル

ム、 6× 7判 白黒フィルムを用いて適時行った。遺構掘り下げを終了後、調査の進捗に合わせてバルーンと

ラジコンヘリコプターにより2度の空中撮影を行つた。

整理調査は、山武考古学研究所において発掘調査により得られた資料・遺物を対象に古代に伴う遺構 。遺

物を主に行なった。遺物は細片に至るまですべて水洗いをし、注記は下記の略号を用いた。

土坑…… SKH

ピット……・PH 溝・・・・・。SDH

出土遺物の写真は白黒35mm、 白黒 6× 7判 で撮影し、墨書土器については赤外線写真を撮影した。

第 2節 調査の経過

発掘調査は当初平成 8年 11月 15日 より開始し、平成 9年 3月 25日 までの間、調査面積12,000m2を対象と

して行なうこととなった。その後、遺構の広がりによって最終的には調査面積21,000m2に ついて実施した。

以下は、本遺跡における調査経過の内容である。

平成 8年 11月   調査に先立って事業者である大松企画管理株式会社より、提供頂いたテント・トイレ等
の施設の設置を行なう。15日 より調査を開始する。調査区域は、大部分が市教育委員会

の指導のもとに事業者によって表土除去作業 (第 7図)が行なわれている為、遺構確認

掘立柱建物跡… SB

柵列…… SA

‐

Ｎ

†

X=5000

X=4950

X=4900
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作業を西狽Jか ら南側にかけて進めた。遺構確認作業と並行して調査区域内に水準点と

10m× 10mの グリッド (座標杭)の設定を行なう。確認された遺構は縄文時代中期から

後期の住居跡・屋外炉跡・土坑と古代の住居跡・lFH立柱建物跡 。井戸・溝等で、縄文時

代と古代集落跡の遺構は調査区域全体に分布していることが判明した。

12月 上旬 古代に伴う遺構の確認図を作成し、南側より遺構呑号を付して、住居跡より遺構調査を

進めた。遺構の分布は南側で住居跡24軒・溝 2条、北側で住居跡19軒・井戸等を確認す

る。掘立柱建物跡は、調

査区域の西・中央 。東に

中旬

規則的に多数検出された。

遺構が調査区域外に広が

る為に、事業者 。市教育

委員会と協議を行い、南

西側の雑林部分の拡張と

中央付近の残り部分の表

土除去作業を行なった。

掘立柱建物跡の南側の溝

・住居跡・柱痕の調査を

継続する。住居跡は掘り

込みの浅いものが多く見

られる。 8号住居跡内よ

り小鍛冶を確認。出土遺

物は 5・ 8。 9号住居跡よ

り鉄製紡錘車 。刀子・鎌、

3・ 6・ 9号住居跡より墨

下旬

書土器片が出土する。27日 に年内の調査を終了する。

7日 より調査を再開する。調査区域東側の住居跡・掘立柱建物跡の調査作業を進める。

東側の住居の29・ 30・ 31。 33号住居跡内より刀子・鎌 。鉄鏃等の鉄製品が多く出土する。

特に33号住居跡内より鉄鏃 5点が出土する。

東側の住居跡 。掘立柱建物跡の調査作業の継続と縄文時代に伴う遺構調査を始める。古

代に伴う遺構は住居跡の軒数45軒を数え、掘立柱建物跡において棟数は30棟強を数える。

分布は中央部から西側に集中する傾向があり、主軸方向にも一定の規則性のあることが

解ってきた。

23日 、第 1回 目の航空写真撮影を行なった。南北に延びるベルト状の表土除去作業を行

ない、住居跡 6軒、掘立柱建物跡20棟以上、井戸等の遺構を確認する。

調査区域中央部から西側の住居跡、掘立柱建物跡の調査作業を行なう。調査の終了した

南側から東にかけて全体浪1量を開始する。縄文時代遺構調査は北側を行なう。

調査区域古代の遺構調査は中央部分から、縄文時代の遺構は北側から東に調査を進めた。

中央部分では41,45号住居跡の覆土中より上師器・須恵器が多く出土する。また、23号

／
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第 7図 調査区域表土排土図
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住居跡より古銭 (神功開賓)が 1点出土する。掘立柱建物跡は4間 ×2間・ 3間 ×2間

。2間 ×2間の偵1柱で、片庇のものと両妻に庇を有するものが検出された。

下旬 調査区域内の古代に伴う遺構調査を終了する。検出された遺構は住居跡51軒・掘立柱建

物跡57棟・柵列 1条・溝 2条・井戸 3基である。28日 、第 2回 目の航空写真撮影を行な

う。縄文時代の遺構の調査は東狽Jか ら南側に向かって作業を進める。遺構の時期は中期

阿玉台期から加曽利E期、後期称名寺期、堀之内期と確認された。また縄文時代の遺構

は古代の集落を構築する際に大規模な整地作業が行なわれた可能性が高いため、大規模

に破壊されており、遺物は原位置から移動している。土器片は多量に散布している。

3月   南側から中央部西側地区の縄文時代の遺構調査を行なう。24日 に縄文時代の遺構調査を

終了する。縄文時代の遺構は住居跡23軒、埋甕と石組みを含む屋外炉跡16基・土坑398

基を検出する。住居跡は平面形態が楕円形を呈するものと円形を呈するものがあり、規

模は楕円形が長軸約 7m、 円形が 5mを計る。土坑は平面形態が円形のものと隅丸方形

を呈したものがあり、規模は長径2.5～ 4m、 短径1.4～ 2.5mで深さは0.3～ 1.6mを計る。

断面形はフラスコ状と袋状の2タ イプがあり。フラスコ状の土坑は基底に1～ 4の小ピ

ットを有するものがある。25日 、調査区域内での調査を終了する。

第 3節 基本堆積 土層

本遺跡の基本層序調査を北西端の G-6グ リッドで行った。層序は第 8図のとおりで各層の概要は以下の

とおりである。

I 表土層   黒褐色を主体として、台地東側斜面部では堆積が厚い。土厚15～ 25cm。

H 暗褐色土層 土厚は一定ではない。10～ 25cm。

Ⅲ 責褐色土層 軟質ローム・ソフトロームである。土厚30cm前後。

Ⅳ 褐色土層  硬質ローム・ハードロームである。

遺構確認面は第Ⅱ層からⅢ層上面である。遺構の覆土の特徴として古代に伴う住居跡等の遺構は黒褐色を

しており、縄文時代のものは暗褐色を呈している。

2450m

2400m

第 8図 基本堆積土層図

基本堆積土層
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第 5章 検出された遺構と遺物
第 1節 縄文時代 の概要 (第 10図 図版3・ 0

本遺跡の発掘調査において検出した縄文時代の遺構は、中期前半から後期初頭にわたる23軒の竪穴住居跡

と土坑群、単独の炉跡である。この遺構群は阿玉台Ⅲ式ないしⅣ式期から構築され始め、称名寺式、堀之内

正式期に終焉を迎えたものである。本報告書では各遺構の年代の記述に際し、別表の様に型式名を直接使用

する場合もあるが、通常始期 (阿玉台式)、 初期 (中峠式、加曽利 EI式 )、 盛期 (加曽利 EⅡ ～Ⅲ式)、 末期

(称名寺、堀之内 I式)の 4期 にわけて記述していくことにする。これは、先述したように縄文時代の遺構

が奈良・平安時代の遺構群によって大規模な攪乱を受けていたためであり、これによる遺物の移動、転移が

甚だしく時期を確定する資料を欠いているためである。

1.竪穴住居跡 (第11図 付図 1 表 2 図版 3)

発見された竪穴住居跡は23軒である。このうち阿玉台式土器を出土したもの 1軒、加曽利E式土器を出土

したもの 5軒である。残りは明確な時期の決定を欠くが、住居跡の形態的な特徴に着目した分類を加味する

と、始期 3軒、初期から盛期にか

けて16軒、不明 4軒 という結果に

なる。後期の住居跡は確認されて

いないため、末期は 0軒である。

また、竪穴住居跡の平面形から

見た特徴としては、方形 1軒 (1

号竪穴住居跡)、 円形 7軒 (2・ 3・

4・ 7・ H・ 13・ 14号竪穴住居跡 )、 長

楕円形 3軒 (8,16・ 17号竪穴住居

跡)、 不整形12軒 (5・ 6・ 9・ 10・ 15・

18・ 19・ 20・ 21・ 22・ 23・ 24号竪穴住居

跡)である。不整形とした竪穴住

居跡は掘 り込みも浅 く、炉跡と柱

穴の配置状況から復元したもので

あり、本来は円形の平面形をとっ

ていたと考えられるものである。

長楕円形を呈する 3軒について

は、いずれも阿玉台Ⅲ式からⅣ式

の時期に属するものと考えられ、

特に 8号竪穴住居跡では 2段掘 り

込み住居跡の構造をもち、内側の

段ぎわに 4本 と推定される柱穴を

配置するなど、該期の典型的な様

相を示 している。同様に16号竪穴

住居跡では長軸に沿つて 6本の柱

□ 加曽利E]
初期・盛期

第11図 縄文時代住居跡時期別分布図

始期

―- 17 -―



穴と炉跡が設置されている。斜面部に構築した小規模な17号住居跡では東壁が失われているものの、長楕円

形の平面形と4本の柱穴が確認されている。

表 2 縄文時代住居跡一覧表

2.土坑 (付図 1 図版3・ 4)

発見された土坑は総数398基である。このうち阿玉台式上器を出土するもの69基、同じく中峠～加曽利 E

I式 を出土するもの59基、加曽利 EⅡ 式を出土するもの219基、加曽利 EⅢ 式を出土するもの 4基、称名寺

・堀之内 I式を出土するもの20基である。このほか、小破片のみの出上で加曽利 E式 としか判明しないも

の19基、中期とのみ判明したもの 8基が加わる。したがって、先の区分に従えば始期69基、初期59基、盛期

219基、末期24基 という数値になる。

土坑は集落内を環状にめぐるように分布していて、中央部と南西部は空白地帯となっている。また、土坑

は同一地点に複数相次いで構築される傾向があり、土坑どうしが複数回重複を繰り返している。この為、土

坑の原形を把握することや、構築時期を決定することが難しい状況であった。しかし、集落の南側部分では

比較的単独所在の土坑も多く、重複関係も少なかったため、形態や時期の把握は容易であった。

発見された土坑の形態は、浅い円筒状のたらい形と壁部が裾広がりになるフラスコ状形の 2形態が観察さ

れた。両形態の土坑とも底部は平坦で中央ないし、壁際に小ピットが穿たれることが多い。フラスコ状形態

の土坑は300・ 309,328,469・ 538・ 553・ 571・ 586号 に認められるが比較的少数である。この形態の土坑は集落内

の特定地点に偏在することもなく、特定時期に偏って構築されることもないようである。

3.炉跡 (付図 1 表 3 図版 3)

発見された炉跡のうち、縄文時代に属する炉跡は16基である。この炉跡のなかには 4・ 12号のように埋甕

炉の形態をとり、竪穴住居跡に含めたほうが良いと思われるものもあるが、大半は単独の炉跡と考えられる

ものである。炉の周囲には大小のピット群や硬化した床面などが確認されていない。調査された阿玉台式期

の竪穴住居跡には炉が附属していないものもあり、特に始期の段階ではその傾向が顕著であるといわれてい

遺構番号 形  態 規模長×短×深 (m) 炉 柱   穴 時  期 備  考
1号住 方形 4.6× 4.4× 0.18 な し 4本不整形配置 中期
2号住 円形 8.7× 6.0× 0.08 地床炉 12/1kF]研多酉己手勇 加曽利EE式 住居拡張あり
3号住 円形 ? 5.6× 一 ×0.10 石囲い炉 9本不整形配置 加曽利 EⅡ 式
4号住 円形 4.4× 3.9× 0.05 地床炉 6本円形配置 加曽利 EⅡ 式
5号住 不整形 4.9× ― × 地床炉 4本不整形配置 加曽利 EⅡ 式
6号住 不整形 8.0× 6.3× 0.25 石囲い炉 9本円形配置 加曽利 EⅡ 式
7号住 円形 7.1× 5.2× 0.35 埋甕炉 11本円形配置 加曽利EE式
8号住 長楕円形 9,1× 5。 8× 0.28 不 明 4本方形配置 ? 阿玉台式 段掘 り面硬化あり
9号住 不整形 8.5× 7.3× 地床炉 14本以上円形 ? 加曽利EI式 炉は重複あり
10号住 不整形 7.0× 5.5× 015 地床炉 12本円形配置 加曽利 E式
11号住 円形 7.1× 5.3× 0.18 埋甕炉 11本円形配置 加曽利 EⅡ 式
12号住 欠番

13号住 円形 4.9× 5.1× 0。 17 地床炉 10本円形配置 加曽利 E式
14号住 円形 5.1× 4.6× 0.15 地床炉 5本円形配置 力日曽不りEⅡ 式 炉 に土師器の捨乱
住 不整形 6.1× 60× 不 明 9本以上 加曽利 E式
住 長楕円形 7.1× 41× 0.30 地床炉 6本方形配置 阿玉台式

17号住 長精円形 ? 4.8× 2.8× 0.10 不 明 4本方形配置 阿玉台式
18号住 不整形 地床炉 5本以上 加曽利 E式
19号住 不整形 地床炉 9本以上 不 明

20号住 不整形 炉石のみ 12本以上 不 明 磨石出土
21号住 不整形 地床炉 5本以上 不 明

22号住 不整形 埋甕石囲い炉 4本以上 加曽利 E式
23号住 不整形 埋甕炉 7本以上 加曽利 E式
24号住 不整形 地床炉 14本以上円形 ? 不 明
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るので、竪穴住居跡と対になる屋タト炉もこのなかに含まれている可能性が高い。しかし、これ以外にも何ら

かの目的により、集落内で単独に火を焚いた遺構も存在していたものと思われる。炉跡は楕円形を呈した地

床炉の形態をとるものが14基 と多く、残り2基が埋甕炉の形態をとっている。このうちの 1基では片岩製の

炉石も併用された形態をとっている。いずれの炉跡も焼土は厚く堆積していて、長期間の使用を窺わせるも

のである。土器、炭化物はあまり含まれていない。炉は土坑群と同じく、ほぼ環状に集落内を巡っている。

土坑群の構築されない広場の部分と南西側の開口部分には同じように構築されず、空白地帯となっている。

また、炉跡には土坑群の内周部分に所在しているものと、土坑群のタト周部分に所在するものとがみられ 2重

に巡っていた可能性もうかがえる。炉跡 1・ 2号は外周部分に属し、土坑群から距離を隔てた北隅に独立し

て所在している。

表 3 炉跡一覧表

4.土製品 (表 4)

本遺跡からは土器片錘37点が出土している。いずれも中期阿玉台式から加曽利 E式の破片を転用したも

ので、後期の土器は 1片 も含まれていない。形態的には方形のものが大部分を占め、円形のものがこれに次

ぎ、三角形、五角形のものが少数存在する。規模的には小形が多く、中形 。大形は少ない。紐掛け部は長軸

方向に2カ 所切ったものがほとんどを占め、短軸方向のもの 4点、長短両方向に設けたものが 2点ある。

表 4 出土土錘一覧表 (1)

遺構番号 形  態 構  造 時  期 備 考
1号炉 楕円形 地床炉 時期不明 焼土基部のみ遺存
2号炉 長楕円形 地床炉 時期不明 焼土基部のみ遺存
3号炉 円形 地床炉 時期不明
4号炉 円形 埋甕炉 中期 焼石混入

5号炉 円形 地床炉 時期不明 土坑に切られる

6号炉 円形 地床炉 時期不明 周囲に 6本小ピット
7号炉 円形 地床炉 時期不明
8号炉 楕円形 地床炉 加曽利 EⅡ 式 9号炉と重複
9号炉 楕円形 地床炉 加曽利 EⅡ 式 ピットに切られる

10号炉 円形 地床炉 時期不明
11号炉 円形 地床炉 時期不明
12号炉 円形 埋甕炉 中期 ピットに切 られる

13号炉 円形 地床炉 時期不明
14号炉 楕円形 地床炉 時期不明 ピット内蔵

15号炉 楕円形 地床炉 時期不明 ピット内蔵

16号炉 楕円形 地床炉 時期不明

遺構番号 時 期 利用部位 規 格 形 態 切目部位 切目数
7号住 中期 ? 胴部 小形 円形 長軸

11号住 中期 口縁部 中形 円形 長軸 2

55号土坑 中期 ? 胴部 小形 円形 短軸 2

03号土坑 加曽利 E式 立
ロ 大形 方形 長軸 2

19号土坑 中期 小形 方形 長軸 2

30号土坑 摩耗 月同吉隅 小 形 5角形 匁豆草由 l

56号土坑 加曽利 E式 月同吉Б /1ヽ 形 方形 長軸短軸 3

205号土坑 加曽利E式 立
ロ 大形 円形 長軸

205号土坑 加曽利 E式 口縁部 大形 三角形 2辺
205号土坑 加曽利 E式 口縁部 大形 方形 長軸

205号土坑 加曽利 E式 口縁部 大形 方形 長軸 2

217号土坑 加曽利 E式 口縁部 大形 方形 長軸 2

289号土坑 加曽利 E式 月同音Б /1ヽ 形 方形 長軸 2

308号土坑 中期 口縁部 /1ヽ形 方形 長軸

311号土坑 中期 月日吉Б 小形 円形 長軸 2

313号土坑 中期 月同著Б 中形 方形 短軸 1

341号土坑 中期 月同吉隅 小形 方形 長軸短軸 3

390号土坑 中期 月同言Б 小形 方形 長軸 2
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表 5 出土土錘一覧表 (2)
遺構番号 時  期 利用部位 規  格 形 態 切 目音Б位 切 目数

390号土坑 中期 /1ヽ形 方形 長 軸 2

396号土坑 中期 /1ヽ形 方形 長 軸 2

416号土坑 中期 胴 部 /1ヽ形 円形欠損 f言草山 l

437号土坑 中期 口縁部 中形 方形 長軸

453号土坑 阿玉台式 月同吉[ 小 形 楕円形 長軸

469号土坑 中期 口縁部 小形 方形 長軸

514号土坑 中期 月同音Б 小形 三角形 2辺

515号土坑 中期 月同吉Б 中形 円形 長軸

552号土坑 中期 月同吉Б 小形 方形 長軸

570号土坑 阿玉台式 小形 方形 長軸

570号土坑 加曽利 E式 〓
ロ 大形 方形 長軸 ユ

579号土坑 中期 ? 小形 方形 長軸 1

号土坑 中期 胴部 小形 円形 長軸

号土坑 中期 胴部 大形 方形 短軸

号土坑 中期 口縁部 中形 円形 √ミ草由

号土坑 中期 月同吉隅 中形 方形 √乏草由 1遺存

592号 土坑 中期
ユ

ロ
同
円 大形 方形 fミ車由

M6グ リット 加曽利 E式
立

ロ
同
円 大形 方形 長軸

-16グ リット 中期 月同青Ь 小形 円形 5ミ草由 1遺存

5.石器 (第 12・ 13・ 14図 表6・ 7・ 8)

本遺跡から発見された石製品は305点であり、表 6の石斧 。石鏃 。石皿・敲き石 。凹石 。フレークのほか、

加熱を受けた石 。原石の 8種類に区別される。特に違跡内で目立つのは扁平な筑波石の破片の多さである。

この石材の産地が近いこともあるのであろうが、集落内に搬入された大形品は炉石や熱を受ける部分の使用

材として、小形品は打製石斧の素材として利用されている例が多い。本遺跡出土の打製石斧はこの石材以外

の素材を利用した例は見受けられない。フレークでは黒曜石が見られず、チャート質のものが多い。上記 8

種から加熱を受けた石・原石 。フレークを除いた、いわゆる石器のみの組成状況は第12図に示したとおりで

ある。石斧と石皿、敲き石の割合が多く、石鏃は少ないことが知られる。中でも敲き石の割合が多く、石器

全体の約43%を 占めている。これに姑応するかのよ

うに石皿片が多く、全体の20%を 占めている。石鏃

の割合は 1%以下であるから、この組成比率から見

るに、本集落は狩猟よりは植物質食物の獲得に主体

をおいた生産内容であったものと思われる。

出土した55点の石斧を細分してみたものが第13・

14図である。これによれば打梨石斧では分銅形の突

出していることが知られる。打製石斧中の58%が分

銅形で占められていて、そのほかの形態のものは分

銅形の 3分の 1以下という割合になっている。また、

磨製石斧では定角式石斧が全体の40%を 占めていて、

大形の太形蛤刃石斧は 1点のみしか出土していない。

小形磨製石斧も少量見ることができる。このことか

ら本遺跡の主体となる石斧は分銅形石斧と中形の定

角式石斧であつたといえよう。
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第13図 打製石斧の形態と出土比率

表 6 出土石器一覧表 (1)

磨 磨 磨 磨 磨
製 製 製 製 製
定 太 撥 小 不
角 蛤 形 形 明
式  刃

第14図 磨製石斧の形態と出土比率

(単位 :点 )

遺構番号 打製石斧 磨製石斧 石 鏃 石  皿 敲 き 凹 石 フレーク 備  考
4号土坑 打製 ユ 磨製 1 打製石斧は短冊形

6号土坑 黒曜石 1

14号土坑 1

26号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

35号土坑 1 凹石は片岩製

63号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

67号土坑 2

79号土坑 l

87号土坑 打製 1 磨製 1 l 打製石斧は短円形

90号土坑 打製 1 打製石斧は小形

101号土坑 磨製 1 磨製石斧は定角式

103号土坑 1 l

104号土坑 1

108号土坑 チヤー ト2

110号土坑 l

126号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

129号土坑 チヤート4

143号土坑 1

150号土坑 黒曜石1チ ャート5

156号土坑 磨製 1 1 磨製石斧は小形

174号土坑 2

181号土坑 2 チャー ト1 砥石 2



表 7 出上石器一覧表 (2) (単位 :点 )

遺構番号 打製石斧 磨製石斧 石 鏃 石  皿 敲 き 凹  石 フレーク 備  考
184号土坑 ユ 2

188号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

189号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

202号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

205号土坑 磨製 1 1 チヤー ト3 磨製石斧は撥形

219号土坑 ユ チャー ト 1

225号土坑 磨製 ユ 1

239号土坑 l 1

248号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

254号土坑 フレーク 2

257号土坑 打製 1 打製石斧は分銅形

267号土坑 1

269号土坑 磨製 1 チャート1 磨製石斧は小形品

276号土坑 打製 1 2 チャー ト1 打製石斧は分銅形

277号土坑 打製 1 1 打製石斧は分銅形

286号土坑 磨製 2 磨製石斧は小形と定角式

287号土坑 1

289号土坑 2

293号土坑 1

301号土坑 磨製 1 磨製石斧は太蛤形

313号土坑 1

324号土坑 チャー ト1

325号土坑 l 黒曜石 1 石皿裏面に凹石

337号土坑 1 1

341号土坑 黒曜石

345号土坑 石英 1

348号土坑 1 凹石は片岩製

357号土坑 2

366号土坑 打製 ユ 1 買岩 1石英 1

367号土坑 石英 1

375号土坑 1

390号土坑 石英 5

392号土坑 ユ

403号土坑 打梨 1 チャート1 打製石斧は分銅形

409号土坑 磨製 1 1 凹石は片岩製

414号土坑 打製 1 磨製 1 1 打製石斧は短冊形

419号土坑 磨製 1 2 磨製石斧は定角式

420号土坑 磨製 1 3 l 磨製石斧は定角式

428号土坑 l

435号土坑 磨製 1

448号土坑 3

449号土坑 磨製 2 磨製石斧は大形 1、 小形 1

453号土坑 1 凹石は片岩製

469号土坑 磨製 1 磨製石斧は定角式

471号土坑 石英コア 1
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表8 出土石器一覧表 (3) (単位 :点 )

置構番号 打製石斧 磨製石斧 石 鏃 石  皿 敲 き 凹  石 フレーク 備  考
472号土坑 1

474号土坑 磨製 1

476号土坑 2 チヤート1

477号土坑 1

481号土坑 ユ 凹石は片岩製大形

484号土坑 チャート1買岩1

502号土坑 1 凹石は片岩製

513号土坑 石英 3

514号土坑 1 l 凹石は片岩製

513号土坑 1 石皿の裏面に凹石

5Ю号上坑 水晶 1

5豹号土坑 1

522号土坑 打製 1 1 ユ 打製石斧は短冊形

5熔号土坑 磨製 1 磨製石斧は定角式

525号土坑 打製 1 1 打製石斧は分飼形

539号土坑 1 石皿の裏面に口石

547号土坑 l チャート1 凹石は片岩製

553号上坑 磨製 -2 石英22 磨製石斧は定角式

559=許」Ltt 打製 1 打製石斧は短冊形

504号土坑

503号土坑 1

574号土坑 磨製 1 磨製石斧は定角式

584号土坑 チャート1頁岩1

586号土坑 2 瑛状耳飾り破損品

591号土坑 1 黒曜石 1

593号土坑 チヤー トユ

609号土坑 石英1チャート1

612号土坑 1 石皿裏面が凹石

617号土坑 打製ユ 1 分鋼形打製斧

625号土坑 磨製 1 小形磨製斧、定角式

627号土坑 黒曜石 2

629号主坑 打製 1 分銅形打製斧

2号住 2 1 凹石 2-加熟受ける

3号住 黒曜石 1 凹石 1加熱

4号住 磨製 2 1 1 黒曜石1チヤート2

5号住 1

6.号住 2 1 石皿 1凹石 1加熱

7号住 1 チヤート1石英 1 石皿 1加熱

8号住 未製品 2 凹石 1加熱

9号住 打製2

11号住 未製品 1 1 チャート4砂岩3

13号住 チャート1 砥石 1

14号住 黒曜石ユ

16号住 打製 1 1 緑泥片岩製打製斧

17号住 1
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6.集落の変遷 (第 15・ 16・ 17・ 18図 )

扇ノ台遺跡の立地する台地は南東方向に延びる舌状台地で、北側と東側が傾斜の急な斜面となっている。

南西狽Iのみが支谷の谷頭に臨んでいて、緩やかな斜面を形成している。この谷頭部分にはかつて湧水が出て

いたとの伝承もあり、生活環境としては良好であったものと思われる。

本集落は最終的な形態として馬蹄形を描き、開口部を谷頭のある南西方向に向けている。集落の中央部に

は東西15m、 南北75mの楕円形の広場が形成されている。また、開口部の幅は約20mと なっている。

集落は中期の阿玉台Ⅲ式～Ⅳ式期に居住が開始され、後期の堀之内 I式期まで4匹続して営まれたものと思

われる。今回の出土遺物中には前期の現状耳飾りも含まれており、近隣には同時期の集落が所在している可

能性も疑われる。

発見された遺構は23軒の竪穴住居跡と398基の土坑、16基の炉跡である。竪穴住居跡の時期は阿玉台式期

に属するもの 3軒、本遺跡での特性により中峠式から加曽利 EI式を経て同Ⅲ式までの時期に該当するもの

20軒 となる。後期の竪穴住居跡は確認されていない。

阿玉台式期の住居は 8号竪穴住居跡に見られるごとく、長楕円形を呈し、 2段掘りの床と周囲に掘られた

柱穴を特徴としている。類型は16・ 17号竪穴住居跡にも認められ、これにより8。 16。 17号竪穴住居跡の 3

住居跡が該期の住居跡となる。時期の確定出来ない20軒のうち、 1号竪穴住居跡のみが隅九方形を呈し、柱

穴の位置が不規則に設けられている。これ以外の住居は略円形ないしは円形の平面形を呈し、壁に沿って巡

る柱穴を設けている。炉のあるものはほば床の中央に位置している。阿玉台式期にみられた 2段掘りの床は

認められない。集落内の住居跡は、阿玉台式期には中央の広場を囲み南部、東部、北西部の 3地点に 1軒づ

つが構築されていて、北西部に所在する 8号竪穴住居跡が最大の規模を有している。次の加曽利 E式期を

主体とする段階に至ると、東部に10軒、北西部に10軒と同数が向かい合い、南部は消滅して 0軒 となってし

まう。つまり集落全体が台地上を南から北に移動していったことになる。本段階の各竪穴住居跡の規模は各

軒ともほぼ平均化していて変化がなく、代わりに竪穴どうしが重複する例が増加してくる。また、広場の内狽1

部分に構築される住居跡と外側部分に構築される住居跡とが認められ、あたかも広場を取り囲む 2重の住居

群が存在したかのような感を受ける。

本遺跡の遺構の主体となる土坑は、阿玉台式の時期に69基が馬蹄形の線上に並び、円周をほぼ3分割する

ように所在していた。それは次の 3群にまとまっている。集落の南部にあたる17号竪穴住居跡の北側の 1群、

東部の16号竪穴住居跡の西側の 1群、北西部の 8号竪穴住居跡の南西側に所在する 1群である。構築数は次

の中峠、加曽利 EI式期段階に入ってもほぼ同数の59基 となっている。ところが加曽利 EⅡ 式期に入ると

219基 となり、約 3倍に増加している。しかし、それ以降加曽利 EⅢ 式期から後期にかけては大幅に減少し

ていく傾向が見られる。集落内の分布では、馬蹄形をほぼ 3分割するという原則は保たれているようである

が、南部の減少が激しく、代わりに東部が大きく増加する傾向が認められる。北西部ではさほど変化がない

ため、土坑群は次第に南から北東方向へと移動していったように見受けられる。中期末から後期初頭にかけ

ての土坑の凋落は甚だしく、馬蹄形の円周上に小土坑が点在するのを見るのみである。しかし、特徴的なこ

ととしては前の段階で土坑の減少が顕著であった南部に土坑や小ピットが復活してくることである。

最後に本集落は阿玉台式期から開始され、加曽利 EI、 加曽利 EⅡ 式期になると飛躍的に発展し、称名寺

式期以降に至ると急速に衰退する。発見された遺構のうち約93%を 占めるのが土坑であり、本集落は貯蔵の

ための集落という様相を呈している。また、集落内では南から北へ向かう住居や土坑の移動がみとめられ、

加曽利 EⅡ 式期以降の段階では広場を挟んだ南部の地点にはほとんど遺構が所在していないという状況が出

現していたものと思われる。
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第 2節 奈 良・ 平安時代

今回の調査によって検出された当該期遺構は、竪穴式住居51軒、掘立柱建物57棟、柵列 2条、溝 2条、井

戸 3基であり、営まれた期間は 8世紀前半から10世紀前半に亘る。これらの遺構は各期において、その配置

関係及び主軸方向 (棟方向)か ら強い相互関連が予想され、かつ計画的・企画的に構築されている。

1.竪穴式住居跡

1号住居跡 (第20図 表9・ 77 図版4・ 19)

調査区域南端の L17グ リッドに位置し、主軸は N-18° Wを示す。平面形は長方形を呈 し、規模は長軸
3.70m、 短軸2.80m、 深さ0.15m、 床面積約10.36m2で ぁる。カマ ドは北壁中央に付設され、火床部の中心

は北壁ラインから約30cm外寄りに位置する。主柱穴は無く、周溝は全周し、南壁中央から内寸で20cmの位

置に出入りロピット (Pl)が検出された。遺物は須恵器蓋、土師器甕が出土している。

10cm

0                                 4m

第20図  1号住居跡・出土遺物

1号住居跡出土遺物観察表

2号住居跡 (第21図 表10,77 図版4・ 19)

K・ L15グ リッドに位置し、主軸は N95°一Eを示す。カマド中軸線以南の壁は削平されているが床面は遺

存 してお り、平面形は長方形と判断される。推定規模は長軸3.30m、 短軸2.55m、 深さ0.05m、 床面積

8.40m2で ぁる。カマドは東壁中央に付設されている。主柱穴と周溝は無く、西壁の中央北寄りから内寸で

18cmの位置に出入りロピット (Pl)が検出された。遺物は土師器杯が出土した。
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表 9

番号
類

種

種

器

出 土
レ
Vベ
ル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑤焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

蓋

口 (17.0)

鉦 一

高 ―

外面 体部機鑢整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫
②灰色

③還元焔

1/5残存。

2 土師器

奏

口 (20.6)

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、礫
②橙色

③普通

回縁部1/8残存。
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第21図  3号住居跡・出土遺物

表10 2号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態

備  考
1 土師器

郭

口 (12.2)

底 (5.6)

高 3.3

外面 体部嘘lPA整形、底部右回転糸切り。
内面 体部碗櫨整形。

①細砂粒、自色粒

②橙色

③酸化焔

1/4残存。

3号住居跡 (第22図 表11・ 77 図版4・ 19,27)

L15グ リッドに位置し、主軸はN-9°―Wを示す。平面形は長方形を呈し、規模は長軸3.25m、 短軸2.75m、

深さ0.15m、 床面積約8.93m2で ぁる。カマ ドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインから僅か

に内側に寄っている。主柱穴は無く、周溝は全周し、南壁中央から内寸で20cmの位置に出入 りロピット

(Pl)が検出された。遺物は土師器杯が出土している。

o                                 4m

第22図  3号住居跡 。出土遺物
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表11 3号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 土師器

杯

床 口 14.2

底 6.4
高 43

外面 体部幌櫨整形、底部右回転箆切り
後周辺部手持ち箆削り。

内面 体部横位箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒

②橙色

③酸化焔

3/4残存。
「中」の墨書。
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4号住居跡 (第 23図 表12・ 77 図版4・ 19)

M・ N14・ 15グ リッドに位置し、主軸は N-18°一Wを示す。51号住屋跡と重複しており、新旧関係は本遺

構が新しい。平面形は隅九の長方形を呈し、規模は長軸5。 30m、 短軸3.74m、 深さ0.35m、 床面積約19.82m2

である。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ライン上に位置し、煙道は1.20mと 長い。柱は

6本主柱 (Pl～ 6)であり、周溝は北壁と南壁の西側の一部に確認されている。カマドの東脇には楕円平

面の土坑 (P7)が設けられており、規模は径1.05～ 1.15m、 深さ0.73mで ある。遺物は P7か ら土師器甕

が出土している。

51号住居跡 (第23図 表78 図版 4)

M o N14。 15グ リッドに位置する。住居跡の東側約半分は4号住居跡に切 り込まれており、カマド及び規

模等の詳細は不明瞭である。平面形は方形あるいは長方形と推察され、規模は東西2.20m以上、南北3.55m、

深さ0,30～ 0.35m、 床面積7.81m2以上である。周溝は確認される限りでは全周する。

，
σヽ
一

ｇ
Ｓ
い
坤
曲
＝

ｎ

　

・臼

土
土
土

醐睡鶏魏縦縦維縦

孵

１

２

３

４

５

６

７

ロームブロック、焼土粒子を含む
ロームブロック・コーム粒子を合む。
ロームブロックを少量含む。
山砂少量含む。
ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
山砂を多量に含む。
ロームプロック・ローム粒子を合む。

焼土粒子、ローム粒子を多量に含む。
焼土プロック、ローム粒子を多量に含む。
ローム粒子を多量に合む。
焼土ブロック、炭化粒子、ロームブロック
を各少量含む。

土

土

色

色

土
色

褐
褐

色

褐

赤

赤

褐

暗

第23図  4・ 51号住居跡・出土遺物

表12 4号住居跡出土遺物観察表

香号
類
種
種
器

土
ルベ

出

レ

計測値
(cm)

成・整形技法の特徴
∪始土 ⑫色訓
⑥焼成

残存状態
備  考

1 二 HΠ喬
小形甕

P7覆土 口
底
言

外 laI 口縁部横撫で、月H部上半撫で、下
半横位箆削 り。
内而 □縁都緒極で、胴認笹純で^

∪米Ш・棚 柾、日色柾、
雲母、石英、長石
②橙色 ⑥普通

1/4欠 損。底部
に木葉痕。
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5号住居跡 (第24図 表13・ 14・ 77 図版4・ 19)

115グ リッドに位置し、主軸は N-6° Eを示す。平面形は方形を呈し、規模は東西5。 30m、 南北5.10m、 深

さ0.05m、 床面積約27.00m2で ぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床面と袖基部が辛うじて遺存してお

り、火床部の中心は北壁ラインから内寄りに位置する。主柱穴は4本 (Pl～ 4)で、周溝は全周する。遺

物は須恵器蓋・郭、土師器杯、鉄製刀子・紡錘車が出土している。

日
ｏ∞
弩い
＝
ｎ
　
朝
＝

σ
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②
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韻
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―
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∇
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0                                   4〕

第24図  5号住居跡 。出土遺物
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表13 5号住居跡出土遺物観察表 (1)

番号
類

種

種

器

出 土
レ♂ミル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥妹成

残存状態

備  考
ユ 須恵器

蓋

床 口 18.8

鉦  3.0

高 49

外面 体部嘘輯整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色 ③還元焔
3/5残存。

2 須恵器

杯

口 15.3

底 7.6
高 4.2

外面 体部幌櫨整形、下半部横位箆削り、
底部一方向手持ち箆削り。

内面 外部魂墟整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰白～灰責色
⑥還元焔、やや軟質

2/3残存。

3 須恵器

郭

口 (13.4)

底 8.0
高 3.8

外面 体部槻輯整形、底部右回転箆削り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色泣

②灰色

③還元焔

1/3残存。



表14 5号住居跡出土遺物観察表 (2)

番号
類
種
種
器

出 土
レベル

計測値
(cm)

成・整形技法の特徴
①胎土
⑥嫌成

⑫色調 残存状態
備  考

4 主 叩 喬

杯

口 16.4
底 一

高 4.9

外画 回稼罰i横撫で、体部梗 lN/毘磨 き。
内面 口縁部横撫で、体部横位箆磨 き。

)率田砂粒、褐色粒

)橙色
め善 1誦

2/3夕えイ子。

5 品
車
製
錘
鉄
紡

直径4.5cm、 了し径0 5cm、 厚 さ0.3cm

6 鉄製品

刀子

残存長4.7cm、 幅0.8cm、 厚 さ0.3cm、 ≧部分、先端部は
わ〔キロ̂

7 土製品
紡缶車

直径6.hm、 厚 さ1.Ocm、 土器底部の転用。
風 面 笛 維 で  肉 而 維 で ^

∪糸孵 柾、日・黒色枢
のにぶい褐i⑥普長

3/bケ莞イ子。

6号住居跡 (第25図 表15,77 図版5・ 19・ 27)

J14・ 15グ リッドに位置し、主軸は N-7° Wを 示す。平面形は方形を呈 し、規模は東西4.65m、 南北

4.60m、 深さ0.25～ 0.30m、 床面積約21.30m2で ぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁

ラインから内寄りに位置する。主柱穴は4本 (Pl～ 4)で、南壁中央から内寸で25cmの位置に出入り口

ピット (P5)が検出された。周溝は全周し、カマ ドの東脇に付設された P6と 連結している。P6は 略方

形平面を呈し、底面は概ね平坦に整形され、深さは周溝とほぼ同様の0.22～ 0.25m程である。遺物は P6と

北壁周辺を中心に、須恵器蓋・郭 。椀、土師器甕が出土している。

A  L=2480m

0                                 4m

↓
／
ゝ
逍

一

戯
Ⅲ
＝

第25図  6号住居跡 。出土遺物



表15 6号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

土出

レrミル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
ユ 須恵器

蓋

カマド

覆土

口 14.4

鉦 2.9
高 3.0

外面 体部槻帳整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒多、石

英

②灰色③還元焔

完形。

2 須恵器

杯

覆土 口(12.6)

底 7.4
高 4.7

外面 体部幌幅整形後、下半部横位箆削
り、底部一方向手持ち箆削り。

内面 体部IFL櫨整形。

①細砂粒、白色粒多、石
英 ②灰色
③還元焔

1/2残存。

3 須恵器

椀

覆土 一　

６

　

一

口

静
底

一局

外面 体部槻墟整形後、下半部横位箆削
り、底部回転箆切 り後手持ち箆削り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母
②灰白色

③還元焔

口縁部欠損。

底部外面 に墨

書。「卍 |

4 土師器

甕

床 口 20.2

底 8.0
高 31.1

外面 口縁部横撫で、胴部撫で後下半縦位
箆磨き底部一部手持ち箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲

母、礫

②橙色 ⑥普通

一部久損。底部

に木葉痕。

＼＼
構築は全体的に粗雑な感がある。平面形は略長方形を

7号住居跡 (第26図 表16・ 77 図版6・ 19)

L14グ リッドに位置し、主軸は N-3° Wを 示す。

呈 し、規模は長軸 3.75m、 短軸 3.00m、 深 さ0,08m、

床面積約11.30m2で ぁる。カマ ドは北壁中央に付設さ

れ、火床部の中心は北壁ラインから外寄 りに位置する。

主柱穴及び周溝は無い。遺物は須恵器蓋、土師器斐が

出土している。日
も

尊
囚
＝

ｎ

く|           く |

9                 4m
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第26図  7号住居跡・ 出土遺物
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表16 7号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

郭

ロ ー

底 6.4
高 ―

外面 体部嘘lFn整形後、下位横位箆削 り、
底部一方向手持ち箆削り。

内面 体部嘘櫨整形①

①細砂粒、白色粒、雲母

②にぶい責橙色

③酸化気味

1/3残存。

2 土師器

奏

床 口 (22.0)

底 ―

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②橙色

③普通

口縁部1/2残存。

3 土師器

甕

口 20.4

底 ―

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁都横撫で、胴部斜横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②橙色

③普通

口縁部1/3残存。
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8号住居跡 (第27図 表17・ 77 図版6・ 19)

L14グ リッドに位置し、主軸はN-3°―Eを示す。平面形は長方形を呈し、規模は長軸3,95m、 短軸2,95m、

床面積約11.60m2でぁる。カマドは東壁中央と北壁中央に確認されており、調査状況から北カマドが廃絶し

た後に東カマドが付設されたものと推察される。主柱穴は無く、周溝は北壁と東カマドの南側を除いて巡る。

また、床面中央から小鍛冶跡である半球形ボール型炉が確認されており、規模は長径0.52m、 短径0.40m、

深さ0。 15mである。同炉は、埋土 (施設土)は炭化物を多量に含む黒色上の単層であり、内壁は部分的に赤

色に酸化し、埋土上面から椀形淳が検出されている。

a L=

lm

小鍛治跡
1 黒色土  炭化粒子、炭化ブロックを多量に含む。

酢勁
　
　
　
′ａ
一　
　
　
　
　
′ａ
一

冶鍛

ガ（関Ｍ）
獅

日
⇔日尊
［
＝
由
―
耐

A L=2419m 〆
一

υ                                   4m

第27図  8号住居跡・出土遺物

9号住居跡 (第28図 表18・ 77 図版6・ 19・ 27)

L13～ 14グ リッドに位置し、主軸は N-15° Wを示す。11号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が

古い。平面形は長方形を呈し、規模は長軸4.80m、 短軸4.30m、 深さ0.30m、 床面積約20.60m2で ぁる。カ

マドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ライン上に位置する。主柱は4本 (Pl～ 4)で、出入り

ロピット (P5)が南壁中央から内寸で50cmの位置に検出された。周溝は11号住居跡に切 り込まれた個所

を除き確認されている。遺物は須恵器郭・皿、鎌が出土している。

表17 8号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 鉄津 長さ9。 lcm、 幅8.Ocm、 厚さ2.Ocm、 椀形。
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第28図  9号住居跡・出土遺物
表18 9号住居跡出上遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥跡成

残存状態

備  考
1 須恵器

郭

床 口

底

高

136
7.8

42

外面 体部税IPH整形後、下位横位箆削り、
底部回転箆切り後手持ち箆削り。

内面 体部槻櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色

③還元焔、やや軟質

完形。

須恵器

イ

覆土 口

底

高

13.3

7.4

5,0

外面 体部槻IPH整形、下位横位箆削 り、
底部回転箆切り後手持ち箆削り。

内面 体部貌櫨整形。

①細砂粒、白色粒多

②灰色

③還元焔

1/8欠損。

3 須恵器

盤

覆土 口

静
【

一局

外面 体部機櫨整形、底部右回転箆削り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫
②灰色

③還元焔

2/3残存。

須恵器

杯

ロ ー

底 (6.7)

高 一

外面 体部槻櫨整形、底部手持ち箆削り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、黒色粒、雲母

②灰色

③還元焔

底部ン5残存。

底部外面 に墨

書。
5 須恵器

JTh

回 ―

底(8,0)

局 ―

外面 体部墟鑢整形後、下位横位箆削り、
底部手持ち箆削り。

内面 体部機櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色

③還元焔

底部ユ/4残存。

底部外面 に墨

書6

須恵器

椀

ロ ー

底 (92)
局 ―

外面 然部競櫨整形、底部右回転箆削り。
内面 体部嘘櫨整形。

①細砂粒、自色粒、礫
②灰色

③還元焔

底部1/4残存。

底部外面 に墨

書。
7 鉄製品

鎌

覆土 残存長13.2cm、 幅2.8cm、 厚さ0.3cm。



10号住居跡 (第29図 表77 図版 6)

M・ N14グ リッドに位置し、主軸はN27° Eを示す。

平面形は崩れた長方形を呈し、規模は長軸2,90m、 短

軸2.45m、 深さ0。 15～ 0。 18m、 床面積約7.10m2で ぁる。

カマド、主柱穴、周溝は確認されない。

A  L=2460m

第29図 10号住居跡

11号住居跡 (第30図 表19,77 図版19。 27)

M13。 14グ リッドに位置し、主軸は N-15°一Wを示す。 9号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が

新しい。平面形は方形を呈し、規模は長軸4.75m、 短軸4.55m、 深さ0.20m、 床面積約21.60m2で ぁる。カ

マドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ライン上に位置する。主柱穴及び周溝は確認されない。遺

物は土師器杯が出土している。
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優

お
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9号住

0                                 4m

第30図 11号住居跡・出土遺物



表19 11号住居跡出土遺物観察表

番号
類
種

種
器

出  主
レベ ,レ

計測イ直
(cm)

成・整形技法の特徴
①月合土 ⑫色調
⑥焼成

残π状態
備  考

1 土師器
郭

カマ ド
底面

口

眸
全
舌

外面 体部覗櫨整形、底部右回転糸切 り
後、周辺部手持ち箆削り。
内面 斜横位箆磨き∩

)細砂粒、自色粒
》橙色
赫西なイヒセ筈

完形。内面に赤
色塗彩。

黒色土器 一

６

一

口
底
盲

外面 体部幌輻整形、底部石回転箆削り。
内面 体部斜横位箆磨き。

∪不孵 柾、日色枢

②橙色
∩酪イレ焔

部
書
底
墨

底部残存。
外 面 に

「孝半|ハ

黒 色 土 器 ロ ー

底 ―
グト田  1小剖既 盟 埜 形 。
内面 体部横位箆磨き後黒色処理。

∪冷け 杜、日包杜

②橙色
∩酵イヒ権

破 片。 外 向 t

「中」の墨書。

黒色土器
芥

一　

一　

一

口
底
高

外面 体部槻櫨整形。
内面 体部槻櫨整形。

)糸田砂粒、自色粒

)橙色
め西カイヒt名

破片。体部外面
に墨書。
「中 |?

5 須 思 喬

イ
一

７

一

口
底
菖

グト団  杯 剖う概 Tra壁 形 像 、 ド1ュ頂 4Nr毘目りり、
底部回転箆切り後手持ち箆削り。
肉 面  依 喜随 舶 慈 彰 _

∪潮υ柾、日色柾、芸母

②灰色
∩滑千権

り〔ナ〒。
'氏

古いダト田
に墨書。

黒色土器
杯
カマ ド
底面
口
底
高

外面 体部嘘IFH整形、下位横位箆削 り、
底部右回転糸切 り後周辺部手持ち箆削り。
内面 体部横位算磨き後黒色処理

翔 砂紅、日色粒

)橙色
心西をイ́ ,V旨

1/5う (詢員。

7 黒 色 上 希

郭
口
底
高

外面 体部覗帳整形、下位横位箆削 り、
底部右回転糸切 り後周辺部手持ち箆削り。
内面 体部横位箆磨き6

∪不出υ柾、日色 Ilr

②橙色
⑥酸化焔

1/3ア完イ子。

12号住居跡 (第31図 表20,77 図版6・ 19)

M・ N13グ リッドに位置し、主軸は N-15°一Wを 示す。平面形は方形を呈 し、規模は長軸2.95m、 短軸

2.85m、 深さ0。 25m、 床面積約8,40m2で ぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインか

ら約20cm内寄りに位置する。主柱穴は無く、周溝は東壁と南壁を巡り、南壁中央に近接した位置に出入り

ロピット (Pl)が確認されている。遺物は須恵器蓋が出土している。

10cm

4m

第31図  12号住居跡・出土遺物
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表20 12号住居跡出土遺物観察表

呑号
種 類
采 種

土

ルべ

出

レ 鞭でｃｍ＞
成・整形技法の特徴

胎土 ②色調
梓歳

娠存状態
精  考

1 須 思 喬

蓋
覆土 ロ ユ9.8

鉦 3.1
盲  R寅

ハ田 答』S躍賜壁形、人升剖SIEl口 著党自J
り。
肉 面  次 黙 随 捕 愁 形 _

∪測υ柾、日色柾、芸♯

②灰色
∩滑千権

2/3残存。
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13号住居跡 (第32図 表21・ 77 図版7・ 20)

H・ Iグリッドに位置し、主軸は N14°―Wを示す。平面形は略方形を呈し、規模は長軸3.05m、 短軸2.95m、

深さ0.22m、 床面積約8,99m2で ぁる。カマ ドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインから外寄

りに位置する。主柱穴及び周溝は無く、南壁中央から内寸で15cmの位置に出入りロピット (Pl)が確認

された。遺物は須恵器甕が出土している。

B L=2472m

第32図  13号住居跡 。出土遺物

14号住居跡 (第 33図 表22・ 77図版7・ 20・ 27)

113グ リッドに位置し、主軸はN12°一Wを示す。31号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は判然とし

ない。平面形は方形を呈し、規模は長軸3.25m、 短軸2.95m、 深さ0,23m、 床面積約9。 58m2でぁる。カマ ド

は北壁中央に付設され、火床部の中′ふは北壁ラインから外寄りに位置する。床面上から検出された複数基の

柱穴状のピットの内、Plは梯子柱穴と考えられるが、他は当遺構を切り込んでいる。主柱穴は無く、周溝

は全周している。遺物は土師器郭・甕が出土している。

ロ
ベ
』
弩
い
＝

ｎ

　
　

く

表21 13号住居跡出土遺物観察表

番号
類
種
種
器

出 土
レベル

計測値
(全m)

成・整形技法の特徴
①胎土 ⑫色訓
⑥焼成

残存状悪
備  考

1 笈 思 希

甕
ロ ー

底 17.2
外面 胴部中位格子叩き、下位箆削り。
内面 胴部横位箆撫で。

砲
短
r

)細砂粒、自色粒、石英
)灰～責褐色
的酔 イレ気 映

胴部下位～底部
4/5残存。

表22 14号住居跡出上遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
l 土師器

不

ロ ー

底 ―

高 ―

外面 碗鑢整形。
内面 箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒

②にぶい褐色
⑥酸イヒ焔

破片。外面に墨
圭

土師器

甕

カマ ド

覆土

口 (21.6)

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部上半撫で、中
位横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②橙色
⑥普通

口～胴部中位
1/3残存。
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第33図 14号住居跡、出土遺物、15。 16号住居跡

15号住居跡 (第33図 表77 図版 7)

J13グ リッドに位置し、主軸は N-7° W

を示す。30号掘立柱建物と重複しているが、

新旧関係は判然としない。平面形は隅丸長

方形 を呈 し、規模 は長軸 3。 30m、 短軸

2.30m、 深さ0.05m、 床面積約7.59m2で ぁ

る。カマドは北壁中央に付設され、火床部

の中心は北壁ライン上に位置する。

16号住居跡 (第 33・ 34図 表23,77図版7・ 20・ 2い

」13グ リッドに位置し、主軸は N-4° W

を示す。床下から31号掘立柱建物の隅柱が

検出されている。平面形は方形を呈し、規模

は長軸3.80m、深さ0。 15m、 床面積約14.4m2

である。カマ ドは北壁中央に付設され、燃

焼部の中心は北壁ラインから約30cm外寄

りに位置する①主柱穴は 4本 と推察され、

P2・ 3は壁際に建ている。周溝は全周し、

出入 りロピット(P5)1よ南壁中央から内寸

で10cmの位置に検出された。遺物は須恵

器甑、土師器杯・皿が出土している。

日
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第34図  16号住居跡出土遺物

表23 16号住居跡出土遺物観察表

番号
類
種

檀
器

出  二
レベ ル

言T狽」4ロ

(cm)
成・整形技法の特徴

捌台土 ②色調
)焼成

娠 rJ― 槙 慰

備  考
l 土師器

皿

口
席
全
品

体部4FL蠣堅形、底部回転寛削 り。

体部斜横位党磨 き後黒色処理。

画
面
外
内

l納 ジゞ氏主、 Y母ホ吊年子■
‐

②橙色
r¬め醸ィ′′陥

2/3夕え7〒。 タト向
|こ 「卍」 の 墨
圭

2 主 即 喬

椀
ロ ー

底 58
首 ―

体部嘘幅整形、底部回転免削り。
体部箆磨き後黒色処理。

面
面
外
内

)細砂粒、自色粒、雲母
)黄褐色
的西なイ1/″と名

底部残存。外面
に墨書。

3 土師器
ネ

口 12.6

底 ―

高 ―

外面 体部幌輯整形後、下位横位箆削り、
底部手持ち党削り。
内面 体部横位箆磨き後黒色処理。

∪測切 r、 日色柾、芸世

②責褐色
〔3)醗イヒ焔

1/2残 存。
に 「卍」
圭

山
墨
外
の

4 土師器
杯

ロ ー

底 ―

喜 ―

ハ田 4小剖瑚 鴨竺形後、「 4立慄 4立毘月」り、
底部箆削 り。
内而 体吉Б争磨 き後畢Ⅲ処チ甲ハ

1/琳出υ 杜 、 日 色 杜

②灰黄褐色
「膏あめ イ″′陥

破 片。 タト山 |こ
「盛」の墨書。

5 祭 思 喬

甑
口 (31.6)

底 ―
盲

―

外面 口縁部横撫で、胴部格子叩き。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

淋日砂粒、白色粒、礫
)灰色
)還元焔

口縁部1/5残存。

6 須恵器
甑

一

‐３

一

口
底
高

タト面 胴部中位格子日μき、下位覚削り。
内面 胴部横位箆撫で。

∪測υ枢、日色柾、芸甘

②灰 ～暗灰色
∩酔イレ写際

月日首卜甲 4互～ 氏 首S

1/3残存。

7 土製品

紡錘車

直径5 4cm、 下径3 5cm、 厚さ1 3cm、 全面箆磨き。 ①細砂粒、白・黒色粒

ほぼ完形。

②にぶい黄橙色⑥普通

ほぼ完形。

17号住居跡 (第35図 表24・ 77 図版 16・ 20)

」14グ リッドに位置し、主軸は N-8° Wを 示す。43号住居跡に切 り込まれ、北壁と東壁を除き消滅し、平

面形及び規模は不明瞭である。カマ ドは北壁中央に付設されている。主柱穴は無く、周溝は東壁と南壁の一

部に巡 り、出入 りロピット (Pl)は南壁中央から内寸で20cmの位置に検出された。。遺物は須恵器郭が出

土している。

43号住居跡 (第 35図 表25,78 図版 16・ 25)

J14グ リッドに位置し、主軸は N-2° Wを 示す。17号住居跡 と重複 しており、新旧関係は本遺構が新しい。

平面形は略方形を呈 し、規模は長軸2,95m、 短軸2.85m、 深さ0。 15m、 床面積約8.40m2で ぁる。カマ ドは北

壁中央の東寄 りに付設されているが、攪乱により大半が消滅している。主柱穴は無 く、周溝は北壁を除いて

巡る。出入 りロピット (Pl)は南壁中央から内寸で25cmの位置に検出された。遺物は土師器椀、鎌が出

土している。
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第35図 17・ 43号住居跡 。出土遺物
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18号住居跡 (第36図 表77 図版 7)

M10。 11グ リッドに位置し、主軸は N l18°―E

を示す。大きな削平を受けており、全体の平面プ

ラン及び規模は不明瞭であるが、遺存する僅かな

壁高や床面と地山の色調差から、平面プランは台

形状と推察される。カマドは東壁中央に付設され、

火床部の中心は東壁ライン上から外寄りに位置す

る。主柱穴と周溝は無い。

くヽくヽ

く
|

0

第36図  18号住居跡

表24 17号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

檀

器
山  主
レベ ル

計測値
(cm)

成・整形技法の特徴
①月台土 ②色調
⑤焼成

娠存状態
備  考

1 主 帥 喬

郭
口
底
高

外面 体部槻櫨整形後、下位横位箆削 り、
底部手持ち箆削り。
内面 体部娩輔整形ハ

∪糸出υA1/、 日色Ilr、 芸
母、礫
の 堰 魯  ∩ 西伊イ′′陥

1/6残存。

表25 43号住居跡出土遺物観察表

番号
類
種
種
器

出 土
レベル

言T状」1日

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土
⑥焼成

⑫色訓 残存状態
備  考

1 主 叩 喬

椀
床 口
底
高

外面 体部覗櫨整形後、下位有回転箆削
り、底部右回転糸切 り後周辺部高台貼付
時回転撫で①
内面 体部魏墟整形ω

粒
　
焔

砂
色
化

卵
鱗
鎚

1/3残存。

2 口ｍ製
紳
鉄 長さ(6.5)cm、 幅3.7cm、 厚さ0.4cm
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19号住居跡 (第37図 表26・ 77 図版20・ 27)

H・ 112グ リッドに位置し、主軸は N14°―Wを示す。32～35号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本

遺構が新しい。平面形は長方形を呈し、規模は長軸3.30m、 短軸2.55m、 深さ0。 18m、 床面積約8.41m2で ぁ

る。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインから外寄りに位置する。主柱穴及び周溝は無

く、南壁中央に出入りロピットPlが近接して検出された。遺物は土師器杯、甕が出土している。

/31

B L=2980m

0                             4m
r______T__~~~~¬

~~~~~一―r~~――――■~~~~~― J「――――――――――――――――――――――――――――――――――-1

第37図 19号住居跡 。出土遺物
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表26 19号住居跡出上遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 土師器

芥

ロ ー

底 ―

高 ―

外面 体部幌櫨整形。
内面 体部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒

②黄褐色

③酸化焔

体部破片。

外面に墨書。

2 土師器

奏

床 口 17.6

底 一

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部横位撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒

②橙色

③普通

口～胴部 中位

3/4残存。

0                     4m

第38図 20号住居跡

20号住居跡 (第 38・ 39図 表27・ 77 図版7・ 20)

112グ リッドに位置し、主軸はN-2°一Eを示す。35

号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構が新

しい。同掘立柱建物と重複しているカマドの西狽J壁は、

カマドの東側壁に比して約0.55m張 り出しており、棚

状施設と推察される。平面形は長方形を呈し、規模は

長軸 3,70m、 短軸 2。 45m、 深 さ0.12m、 床面積約

9,06m2で ぁる。カマ ドは北壁中央に付設され、火床

部の中心は北壁ライン上からやや内寄りに位置する。

主柱穴及び周溝は無く、南壁中央から内寸で20cmの

位置に出入り回ピット (Pl)が検出された。遺物は

須恵器郭、土師器郭、灰釉陶器皿が出土している。

く
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第39図  20号住居跡出土遺物

21号住居跡 (第40,41図  表28,77 図版8・ 20・ 28)

L12グ リッドに位置し、主軸は N12°―wを示す。12号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構が

新しい。東壁は攪乱坑によって消滅している。平面形は長方形を呈し、規模は長軸4。 10m、 短軸3.35m、 深

さ0.25m、 床面積約13,73m2でぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ライン上から外寄

りに位置する。柱穴は南壁側に2本 (Pl・ 2)確認されているが、 2本主柱か否かは判然としない。周溝

は西壁と東壁に巡り、南壁中央から内寸で12cmの位置に出入りロピット (P3)が検出された。遺物は須

恵器杯 。甕、土師器郭・皿、灰釉陶器椀・皿が出土している。

Ｏヽ

日
略

弩
［
＝

由
　

―
剖

Ｆ
Ｓ

∞
弩
［
＝

白

　

〇

0                                 4m

第40図 21号住居跡
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表27 20号住居跡出土遺物観察表

呑号
類
霜

種
奥

土

ルベ

出

レ
計測値
rCn4)

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑥雄成

娠存状態
備  考

l 宏 思 蕎

然

口

岸
全
局

外
周
内

44k剖甥 糎竺形、瓜司S口筈毘 fy」 り使
手持ち箆削 り。
依 害K鑢鑓 啓 形 ^

∪刷υ杜、芸尊

②にぶい責橙～黒色
∩ 麗テイИ′留ζ

1/2現完7〒。

主 H中器

イ
口
底
高

外面 体部槻櫨整形後、下位横位箆削 り、
底部一方向手持ち箆削り。
内面 体部横位箆磨き後黒色処理6

)細砂粒、白色粒、雲母

)にぶい橙色
凸西なイ′宅密

ユ/3夕見7子。

炊 相 悧 喬

皿

床 口 (14.8)
底 (7.4)
菖  夕,

タト向 体吾
`槻
蠣整形、底音Б回転寛肖Uり 。

内面 体部幌櫨整形。
∪ 日・黒色紅

②灰白～オリーブ灰色
⑪浜〒怖

1/3残 存。内外
面刷毛塗 り施
ポ由ω

4 土師器
甕

床 口 (20.4)
底 一

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

t1//41Hυ杜、日色■lr、 芸サ

②橙色
∩ 事争→爵

口～ H「l部 上位
1/3残存。

r―
、

め

r

u´a
B L



＼=―
ク

|

92
|

|

ノワ
1  3

-_

~鬱

孔

第41図 21号住居跡出土遺物

表28 21号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

檀

器

土

ルべ

出

レ
計測値
(cm)

成・整形技法の特徴
①胎土 ⑫色調
⑥鮮成

残存状態
備  考

l 土幅器
郭

ロ ー

底(7.0)
品 ―

外面 体部嘘櫨整形後、下位横位箆削り、
底部手持ち箆削り。
内面 体部斜横位隻磨き後黒伍処理ハ

∪細υ杜、日色杜

② にぶい褐色
∩酔イ′焔

'氏

古駒覚戸 。 グト回

に墨書。

2 主 H印喬

杯
ロ ー

底 ―

呂 ―

外面 体部覗VFn整形。
内面 体部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒
②にぶい褐色
⑥酸化気味

体部破片。外面
に墨書。

3 ユニ日甲著祥

杯
ロ ー

底 ―
盲 ―

ハロ 4小剖珊 鴨塗占形。
内面 体部箆磨 き後黒色処理。

①細砂粒、自・黒色粒
②橙色
⑥酸イ監焔

体部破片。外面
に墨書◎

4 土師器
郭

ロ ー

底 ―
吉 ―

底部箆削り。
箆磨き後黒色処理。

面
面
外
内

∪細少種、日色粒
②にぶい褐色
∩醸イヒ権

'氏

古駒塊斤 。 グト回

に墨書。

5 二 H印齋

杯
口 131
底 58
高 4.3

外 lfI 体部覗輯整形後、下位横位箆削り、
底部一方向箆削り。
内面 体部斜横位箆磨き後黒色処理ω

①細砂粒、自色粒、雲母
②橙色
⑥酸化焔

3/4残 存。

6 ■ H甲呑

杯
カマ ド

覆土

口 13.4

底 ―
首 ―

タトロ  俗 司既 錐 竺 形 。
内面 体部斜横位箆磨き後黒色処理。

ll ttυ lll、 日 色 糎 、芸 #
②にぶい褐色
∩酵ィr′陥

低 剖S八張 。

7 狽 思 呑

杯

口

虚
竺
喬

外面 体部覗輻整形後、下位横位箆削 り、
底部手持ち箆削 り。
内面 体部墟鑢整形 6

①細砂粒、白色粒、雲
母、礫
②黒仕 ⑥駿イヒ焔

1/2夕売子〒。

8 土師器
皿

カマ ド
覆土
口 (14.0)
底 7.2
盲 ク囁

体部覗輻整形、底部右回転箆削り。
体部斜横位箆磨き後黒色処理。

画
面
外
内

∪測砂Ill、 国色紅
②にぶい褐色
⑥酔イヒ焔

1/2残存。

9 仄オ由lFD器

椀
優 土 ロ ー

底 (6.8)
外向 体剖

`明
張堅形、底司∫回転撫で。

内面 体部墟輯整形。
∪黒色 Ilr

②灰 白～オリーブ灰色
∩浮千権

体部下位～底部
1/4残存。
内面施釉。

灰釉陶器
皿

夜土 ロ ー

底 140
言 ―

外面 体部幌嘘整形、底部回転撫で。
内面 体部幌4FH整形。

①黒色粒
②にぶい黄橙色
∩浸〒焔

4小吉S,1立 ～氏首S

1/4残 存。 内面
†行平由̂

察 思 稀

甕

カマ ト
イ由F勺
ロ ー

底(170)
外血 月H部中位半行ロロき、下位寛削り。
内面 胴部横位箆撫で。

①細砂粒、自色粒、雲母
②灰～灰黄色
⑥還元焔

胴部1/4残存。
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22号住居跡 (第42図 表29,77 図版8・ 20)

Lllグ リッドに位置し、主軸はN-8°―Wを示す。15。 16号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺

構が新しい。平面形は方形を呈し、規模は長軸5,05m、 短軸4,95m、 深さ0.05m、 床面積約25。 99m2でぁる。

カマドは北壁中央西寄りに付設され、火床部の中心は北壁ラインから外寄りに位置する。主柱穴及び周溝は

確認されない。遺物は土師器椀が出土している。

0              10cm

o                    4m

第42図 22号住居跡・出土遺物

23号住居跡 (第43・ 44・ 45図 表30。 77 図版8・ 20・ 28)

J9グ リッドに位置し、主軸は N-4生Eを示す。24号住居跡の北西壁を切り込んで構築している。平面形

は方形を呈し、規模は長軸5。 15m、 短軸5.05m、 深さ0.33m、 床面積約26.00m2で ぁる。カマ ドは北壁中央

に付設され、火床部の中心は北壁ライン上から約20cm内側に位置し、煙道は0.95mと 長い。主柱は4本

(Pl～ 4)で、P3と P4の間に支柱 (P5)を 持つ。出入りロピットP6は南壁中央に近接して検出されて

おり、その周辺にはカマドの構材と考えられる山砂が置かれていた。周溝は西壁と北壁の一部に巡る。遺物

は須恵器蓋、土師器郭・皿、古銭、馬具等が出土している。

24号住居跡 (第43・ 46図 表31・ 77 図版8・ 21)

J・ K9・ 10グ リッドに位置し、主軸はN-1°一Wを示す。カマ ド中央以西の北壁は23号住居跡に切り込ま

れて消滅し、床下から21・ 22号掘立柱建物が検出されている。平面形は長方形を呈し、規模は長軸5。 55m、

短軸4.95m、 深さ0,35m、 床面積約27.47m2で ぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラ

イン上に位置する。主柱は4本 (Pl～ 4)で、南壁中央から内寸で35cmの位置に出入りロピット (P5)

が検出された。周溝は全周している。遺物は須恵器蓋 。郭・皿、土師器甕が出上した。

表29 22号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器
凸  主
レベ ル

討 測 恒

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態
備  考

1 土師器
婉

ロ ー

底 (80)
言 ―

ハ回 杯剖S躍戦詔登形、燭司b口密毘t7」 り。
内面 体部斜横位箆磨 き後黒色処理。

鬱 7fHυ租 、日 色 杜 、芸 尊

②にぶい褐色
∩醸イレ橘

1小音S Pl立 ～ 妖 古ト

2/3残存。
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第44図 23号住居跡出土遺物(1)
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第45図 23号住居跡出土遺物(2)

第46図 24号住居跡出土遺物

表30 23号住居跡出上遺物観察表

番号
類

種

極

器
出  二
レベ ル

「
T状JlE

(cm)
成・整形技法の特徴

Q
〔
)月台土 ②色調
Ⅲ7k● 成

娠 作 林 態

備  考
1 須 思 喬

郭
口
底
高

ハ

底

肉

コ 杯 剖鞘 張 監 形 、 ドllr梗 4ユ毘 削 り、
鄭一方向手持ち箆削り。
師 炊 喜K重に捕 遂 杉 _

∪ 7fWυ柾、日色柾

②橙色
∩ 賜,イ′′留旨

1/2夕え7〒。

2 察 思 喬

杯
覆 土 口
底
言

外
底

肉

面 体部幌帳整形後下位横位箆削 り、
子Ь一方向手持ち箆削り。
雨 依 喜K卵軽虐理引弦^

砲
筵
√

)細砂粒、白色粒

)灰～灰白色
め揆〒焔

1/2残 存。底郡
器面剥離。

3 土師器
杯

覆土 口

席
全
舌

外面 体部覗櫨整形、下位横位箆削 り、
底部一方向手持ち箆削り。
内面 体部横位箆磨き後黒色処理6

∪測明 lr、 日色柾、礫

②橙色
「頁ヽ酪 イ′権

1/2残存。

4 」二博

“

召岳

皿

覆土 口 14.0
底 6.0
宮  ,ク

グト田 4本剖期 鴨壁 4//、 l_t剖S手持ろ見日Uり
内面 体部斜横位箆磨 き後黒色処理。

∪潮コタ杜、日色杜、ね

英、長石
「2Ьtt rnヽ酵イ′̀陥

4/b夕莞イ子。

5 」二H甲召吾

lTk

覆 土 口
底
高

外面 体部税櫨整形後、下位横位箆削り、
底部右回転糸切 り後一方向手持ち箆削り◎
内面 体部斜横位算磨き後黒色処理∩

Ｑ

髭́

Ｃ

)細砂粒、自色粒、雲母
)橙色
)酸化焔

4/5残存①

6 土師器
不

ロ ー

底 (40)
呂

外面 外部幌帳整形後、下位横位箆削 り、
底部右回転糸切り後周辺部手持ち箆削り。
内面 体部斜横位箆磨き後黒色処理。

∪潮υ柾、芸尊

②橙色
∩酵イ′権

底部1/4残 存。
外面に墨書。

7 土HW否

杯

ロ ー

底 ―
盲 一

グト団 体制珊 幌螢形。
内面 体部箆磨 き後黒色処理。

∪測少種、日色粒、雲廿
②橙色
存あ西をイヒイ博名

体部破片。
|こ 「盛」
書 ^

面
墨
外

の

8 古銭
袖 功 開 警

床 直径2.5cm、 厚さ0.15cm。 765年初鋳。

9 鉄製品
臣 旦

幅4.4cm、 厚さ0.6cm、 鐙に付く餃具。

鉄製品 石 十 長さ(13_6)cm、 幅1 lcm、 厚さ0,7cm、 両端部久損心

lユ 鉄製品
不明

長さ(6.2)cm、 幅(19)cm、 厚さ0.2cm、 一ケ所に鋲が残存する。

鉄製品
羽 子

残存長4.3cm、 幅(1.6)cm、 厚さ0生 m、 刀部の一部。
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番号
類

種

種

器

出 土
レ
Vベ
ル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

蓋

床 口 14.8

鉦 3.4
高 35

外面 体部槻櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部嘘櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫

②灰色

③還元焔

完形①

2 須恵器

郭

口 13.6

底 6.8
高 4.8

外面 体部幌櫨整形後、下位横位箆削り、
底部右回転箆切り後手持ち箆削り。

内面 体部墟櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色

③還元焔

口縁部一部欠

損。内面油煙付

着。

3 須恵器
lTh

床 口 136
底 50
高 4.4

外面 体部幌lPA整形後、下位横位箆削 り、
底部回転箆切 り後一方向手持ち箆削り。

内面 体部槻櫨整形。

①細砂粒、白色泣

②灰色

③還元焔

2/3残存。

4 須恵器

高台イ

覆土 口 13.4

底 (7.0)

高 5.4

外面 体部幌櫨整形後、下位回転箆削り、
底部回転箆切り後回転箆削り。高台貼付

時回転撫で。

内面 体部碗幅整形。

①細砂粒、白色粒

②暗灰黄色

③酸化気味

3/4残存。

須恵器

皿

口

干
底

一局

15.8

8.8

3.6

外面 体部幌櫨整形、底部右回転箆切り
後右回転箆削り。

内面 体部幌輯整形。

①細砂粒、自色粒、雲

母、礫
②黒色 ⑥還元焔

3/4残存。

土師器

小形甕

覆土 口 (13.0)

底 7.2
高 139

外面 口縁部横撫で、胴部上半撫で、下
半横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒

②橙～黒色
⑥普通

1/2残存。

表31 24号住居跡出上遺物観察表

25号住居跡 (第47図 表32・ 77 図版9。 21)

L13グ リッドに位置し、主軸はN-5° Eを示す。11号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構が新

しい。南壁と東壁は削平されているが、床面は幸うじて遺存している。平面形は略方形を呈し、規模は長軸

3.25m、 短軸2.95m、 深さ0.03m、 床面積約9.58m2でぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は

北壁ラインから外寄 りに位置する。主柱穴及び周溝は無い。遺物は土師器不が出土している。
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第47図 25号住居跡 。出土遺物

表32 25号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑪構成

残存状態

備  考
1 黒色土器

杯

床 口 (14.8)

底 ―

高 ―

体部槻輯整形。外面に焼成前の線

体部横位箆磨き後黒色処理。

面

　

面

外

刻

内

①細砂粒、白色粒、雲母

②橙色
⑥酸化焔

口～体部1/2残

存。



26号住居跡 (第48図 表77 図版 9)

09。 10グ リッドに位置し、主軸はN-8°―Eを

示す。平面形は略方形を呈し、規模は長軸2.30m、

短軸2.25m、 深さ0.12m、 床面積約5.17m2で ぁる。

カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北

壁ライン上に位置する。主柱穴は無く、周溝は西

壁と東壁及び南壁の一部に確認されている。
く

|

L=2468m

第48図 26号住居跡

27号住居跡 (第49図 表33・ 77 図版9。 21)

O・ P9グ リッドに位置し、主軸はN-3° Wを示す。平面形は隅九方形を呈し、規模は長軸3.65m、 短軸
3.47m、 深さ0.13m、 床面積約12.66m2でぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ライン

上に位置する。柱穴は 3基 (Pl～ 3)確認されているが、本来は4本主柱であったと思われる。周溝は無

く、南壁中央から内寸で35cmの位置に出入りロピット (P4)が検出された。遺物は須恵器郭・椀・皿、

土師器甕が出土している。

く|            く
|

0                                 4m

第49図

表33 27号住居跡出土遺物観察表

27号住居跡・出土遺物

日
∞
Φ
弩
［
＝
白

‘判
‐Ｊ

一

◎
P3

惨

1◎

２％
番号

類
種
種
器

主

ルべ

出
レ

討洪J値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ⑫色調
⑥棒成

娠存状態
備  考

ユ 狽 思 器

高台杯
疫土 口
底
高

外面 体部幌輻整形、底部右回転箆削り。
内面 体部嘘櫨整形。

∪細υ紅、日色Ilr、 芸
母、石英 ②灰黄～灰
往 ⑥浜〒焔

4/5残存。

2 察 思 喬

杯
覆 土 口 (12.4
底 (6.6
菖 rと ∩

外面 体部覗櫨整形、底部右回転箆切り。
内面 体部魏櫨整形。

∪不叫 江、日色粒、雲母
②灰色
∩揆〒権

1/4尻見子
=。

3 須恵器
高郭

覆土 口 16.4
底 ―

グト回 1小司既 幌埜形。
内面 体部幌鑢整形。

①細砂粒、自色粒多、石
英
②灰色 ⑥還元焔

林罰
`娠
存。

4 土師器
甕

カマ ド
覆土
口 (18.4)
底 ―
言 ―

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

∪細υ枢、日色柾、芸専

②褐色
⑥普涌

口～胴部 中位
1/2残存。



く
|          く |

o                                 4m

28号住居跡 (第50図 表34・ 77 図版10・ 21)

P6グ リッドに位置し、主軸はN-6° Eを示す。西

壁に接して略長方形平面の土坑 (P2)が検出されて

いる。平面形は方形を呈し、規模は長軸3.10m、 短軸

2,95m、 深さ0.12m、 床面積約9,14m2で ぁる。カマド

は北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインか

ら内寄りに位置する。主柱穴は無く、南壁中央に近接

して出入ロピット (Pl)が検出された。周溝は北壁

及び P2を除いて巡る。遺物は須恵器郭・盤、土師器

郭・甕が出土している。
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第50図 28号住居跡・出土遺物
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表34 28号住居跡出土遺物観察表

番号
製

種

種

器
出 土
レベ ,レ

計測値
rrm)

成・整形技法の特徴
①月台土 ②色調
⑥棒成

残存状態
備  考

ユ 釈 思 希

杯
床 口
底

宮

外面 体部嘘櫨整形後下位横位冤削り、
底都右回転箆切り後一方向手持ち箆削り。
内而 依部節鑢愁形^

①細砂粒、日色粒、雲世
②にぶい黄橙色
∩醸イ″官隣

口縁部1/4残存。

2 土 H叩喬

イ
口
底
高

外面 口縁部横撫で、体部下位梗仁箆肖J
り、上位縦位箆削 り、底部一方向手持ち

箆削 り。 内面 口縁部横撫で、体部斜
構位算磨き後黒色処理

∪�砂紅、日色糎
②橙色
③良好

完形。

3 須 思 喬

盤
覆土 口
底
高

外面 体都税嘘整形、底部右回転箆削り。
内面 体部幌櫨整形。

∪糸陛 種、日色糎多、礫
②黒褐色 ③還元焔

rllル罠音F1/3クK珈貫。

4 須恵器
盤

床 口 164
底 ―

高 一

外面 体部幌櫨整形、底部回転箆肖Uり 。
内面 体部嘘lFH整形。

∪矛Hυ柾、日色柾、芸
母、礫
の里楊角 ⑥浜元焔

高台部欠損。

5 須 思 希

盤
覆土 ロ ー

底 7.8
宮

―

外面 体部幌帽整形、底部石回転艶削り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、自色粒、雲母
②にぶい責橙色
∩攪千橘

口縁部欠損。

6 二HW喬

小形奏

口(11.0)
底 7.0
高 10.3

外面 口縁部横撫で、胴部上半撫で、下
位横位箆削り。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で後
撫で。

専芸

帥競
柾

い
υ
ぶ
通

測

に

普

∪
②
③

回縁音Б3/4クくれ貫。
底部に木葉痕。

7 土製品

紡錘車

直径4 6cm、 孔径2.4cm、 厚さ2.8cm。

箆削り後箆磨き。

②褐色③普通 ほぼ完形◎
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29号住居跡 (第51図 表35・ 77 図版11・ 21・ 28)

M7グリッドに位置し、主軸は N-5° Eを示す。 4号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構が新

しい。平面形は方形を呈し、規模は長軸3。 35m、 短軸3.23m、 深さ0.36m、 床面積約10.82m2で ぁる。カマ

ドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインの内寄りに位置する。カマドの東脇に位置する方形平

面の土坑 (P2)は、長軸1.44m、 短軸1.21m、 深さ約0.08mを 測り、底面は平坦に整形されている。主柱穴

及び周溝は無く、南壁中央に近接して出入りロピット (Pl)が検出された。遺物は土師器杯 。甕、刀子・

不明鉄製品が出土している。

0                    4m

ｇ
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第51図 29号住居跡 。出土遺物

表35 29号住居跡出土遺物観察表 (1)

1                9 7

番号
種 類

器 種
出 土
レベル

計測値
(cm)

成・整形技法の特徴
①胎土 ⑫色調
⑥樺成

残存状態
備  考

ユ 二 即 喬

郭
口
底
宮

区

剖

荷

ハ
底
肉

4小剖b概鴨埜形俊、「 1ユ梗1ヱ毘月Uり 、
十右回転糸切 り後一方向手持ち箆削り。
依 喜い 結 什 笛 座 云格 里 魯 机 翻 ^

∪ /4Hυ41P、 日色粒

②にぶい黄橙色
∩ 閣剪″′陥

元形。

―- 60 -―
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表36 29号住居跡出土遺物観察表 (2)

番号
類
冠

種
哭

出 土

レrヾ ル
計測値
rttm、

成・整形技法の特徴
∪月台土 ⑫色訓
⑥焼成

残存】犬態

備  考
2 二 H甲苓

不
覆 土 口
底
高

外画 体ヨ期 張堅形後、下位横位毘削り
底部手持ち箆削り。
肉 面  依 害K結柿 笛 医 蛍絡 里 名 机 狙 _

∪琳出υ lf、 日色紅

②明責褐色
⑥醸イヒ焔

1/2残 存①底部
外面墨書。

3 土師器
甕

口 (212)
底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部上位から中位
撫で、下位縦位箆削り。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で後
撫でハ

∪制υ杜、日色杜、芸♯

②橙色
③普通

口～月H吾卜下イ立
1/4残存。

4 石製品
紆 焉

長さ(81)cm、 最大幅5 8cm、 最大厚2.6cm。
4面使用、線条痕あ リハ

5 鉄製品
アヽ 日日

覆土 残存長10 2cm、 厚さ0 6cm、 木質が残存する。

6 鉄製品
刀子

覆土 残存長18.lcm、 刀部残存長9 6cm、 幅0,9cm、 厚さ0,35cm、 茎部長さ8.5cm、 幅
0 7cm、 厚さ0.3cm、 刀部の先端部を欠〈ハ

7 鉄製品
¬ 子

覆土 全長 21 7cm、 刀部長 さ14 3cm、 幅 1.4cm、 厚 さ0 2cm、 茎部長 さ7.生 m、 幅
1 lcm、  厚さ0_35cm、  事に木管が残存するハ

8 土師器
杯

口 (13.2)
底 67
高 4.4

外面 体部槻櫨整形後、下位横位箆削り、
底部右回転糸切り後一方向手持ち箆削り。
内面 体吉Б算磨き後黒待処理ハ

∪ /FHIυ ff、 日也柾、芸

母 ②橙色～黒色
∩酵イヒ権

1/2ア完7子。

9 土 H印希

杯
口
底

高

外山 体部幌輻整形後、下位覚削 り、底
部右回転糸切 り後一方向党削り。
内面 体部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒
②橙色～黒色
⑥酸化焔

2/5残存。

土師器
郭

口 (15.6)
底 (6.6)
高 4.6

外 画 体ヨ
`覗
張堅形後、下 I立寛削 り、底

部手持ち箆削 り。
内面 体部笛磨 き後黒侮処却ハ

∪ホH砂 /11T、 国色枢
② にぶい褐色～黒色
(3)酸イヒ焔

1/2残存。

須恵器
杯

口

席
全
局

外面 体部幌幅整形後、下位横位髭削り
底部一方向箆削り。
内面 体部椀幅整形ぃ

①測少柾、自色粒、雲母
礫 ②橙色～黄橙色
⑥酸化焔

1/3夕完イア。

30号住居跡 (第 52・ 53図 表37・ 77 図版 12・ 22)

N6グ リッドに位置し、南北軸は N-4°―Wを示す。平面形は方形を呈 し、規模は長軸5.15m、 短軸5,05m、

深さ0.38m、 床面積約26.00m2で ぁる。カマ ドは北壁中央と東壁中央に確認されているが、同時に機能した

ものではなく、北カマ ドの後、東カマ ドとしている。柱は 4本主柱 (Pl～ 4)であり、柱掘形は略方形平

面を呈する。周溝は西壁の南端を除き全周する。遺物は須恵器蓋・郭 。椀 。壺 。鉢、土師器甕、鉄製紡錘車

・鎌・鍔が出土 している。

も
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表37 30号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
ユ 須恵器

蓋

口 14.5

鉦 32
高 31

外面 体部幌櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌墟整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色

③還元焔

2/3残存。

2 須恵器

郭

口 132
底 6.7
高 4.0

外面 体部嘘櫨整形後下位横位箆削 り、
底部右回転箆切り後一方向箆撫で。

内面 体部槻櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲

母、礫 ②橙一黒色
⑤醸イ佐気昧

完形。

3 須恵器

椀

口 (132)

底 80
高 51

外面 体部槻櫨整形後下位右回転箆削り、
底部不回転箆切り後全面回転撫で。

内面 体部幌墟整形。

①細砂粒、自色粒、礫

②灰色

⑥還元焔

3/4残存。

4 土師器

甕

口 (20.8)

底 ―

高 ―

外面 回縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲

母、礫

②橙色 ③普通

口～胴部上位

1/5残存。

5 土師器

甕

一　

７

　

一

回

占
底

一局

外面 口縁都横撫で、胴部中位撫で、下
位横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②にぶい褐色

③普通

胴部中位～底部

4/5残存。

6 須恵器

鉢

口

底

高

外面 口縁部横撫で、胴部平行叩き。
内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

①細砂粒、自色粒、雲母

②責褐色

③酸化焔

口～胴部下位
1/4残存。

7 須恵器

鉢

ロ ー

底 13.0

島 一

外面 胴部中位平行叩き、下位横位箆削
り。

内面 胴部撫で。

①細砂粒、自色粒、雲母
②灰責褐色

③還元焔

胴部中位～底部

1/4残存◎

8 須恵器

奏

覆土 口 23.0

底 ―

高 ―

外面 口縁部幌墟整形、胴部平行叩き。
内面 口縁部幌墟整形、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②暗灰色

③還元焔

口～胴部 中位

1/2残存。

9 鉄製品

鎌

床 長さ19 2cm、 幅3.7cm、 厚さ0 4cm。

鉄製品

鎌

残存長13.4cm、 幅3.lcm、 厚さ0.3cm、 先端部を久く。

11 鉄製品

紡錘車

直径4.7cm、 孔径0生 m、 厚さ0.3cm。

棒状鉄製

製品鉄 残存長4,9cm、 幅0.5cm、 厚さ0.4cm。

須恵器

郭

口(12.0)

底 5.8
高 4.4

外面 体部嘘櫨整形、下位縦位箆削 り、
底部右回転箆切 り後一方向箆削り。

内面 体部幌帳整形。

②にぶい責橙色

③酸化気味

1/2残存。

須恵器

郭

覆土 口 (15.0)

底 (8.0)

高 4.7

外面 体部幌櫨整形、下位横位箆削 り、
底部右回転箆切り後、撫で。

内面 体部槻櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲
母 ②灰自色～灰色
③退元焔

1/3残存。

須恵器

椀

覆土 口 (139)

底 79
高 5,4

外面 体部機lFH整形、底部右回転箆切 り
後、回転撫で。 内面 体部嘘輯整形、
底部高台貼付時撫で。

①細砂粒、白色粒、石

英、雲母、礫

②灰色 ⑥退元焔

1/2残存。

須恵器

郭

口

底

高

12.4

60
43

外面 体部幌幅整形、下位縦位箆削 り、
底部右回転箆削り後、周辺部手持ち箆削り。

内面 体部競鑢整形ω

①細砂粒、白色粒、雲
母 ②褐灰色
③還元焔

1/2残存。

17 須恵器

杯

覆土 口 (13.6)

底 61
高 44

外面 体部嘘帳整形、下位横位箆削 り、
底部回転箆切 り後一方向手持ち箆削り。

内面 体部幌uPH整形。

①細砂粒、白色粒、雲
母、礫 ②灰色
③還元焔

2/3残存。

須恵器

椀

覆土 ロ ー

底7.8

高 ―

体部椀櫨整形、底部右回転箆削り。

体部幌櫨整形、底部高台貼付時撫

面

面
　
ｏ

外

内

で

①細砂粒、白色粒、礫
②灰色

③還元焔

体部下位～底部

残存。

須恵器

盤

覆土 口 (14.6)

底 7.5
高 3.2

外面 体部擁櫨整形、底部右回転箆削り。
内面 体部幌櫨整形、底部高台貼付時撫
マS。

①細砂粒、白色粒、雲
母 ②にぶい黄褐色
③還元焔

1/2残存。
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31号住居跡 (第54図 表38。 39,77 図版13・ 22)

05。 6グ リッドに位置し、主軸は N95° Eを示す。平面形は長方形を呈 し、規模は長軸4.75m、 短軸

4.23m、 深さ0.18m、 床面積約20.09m2で ぁる。カマドは東壁中央に付設され、火床部の中心は東壁ライン

上に位置する。柱は4本主柱で、周溝は全周する。遺物は須恵器杯 。椀、土師器甕、鎌・刀子が出土してい

る。

生   L=2■24m

|        |
Π        9

10cm

第54図  31号住居跡 。出土遺物

表38 31号住居跡出土遺物観察表 (1)

番号
類
緒
種
奥

主

ルべ

出

レ
計測イ直
(cm)

成 。整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態
備  考

] 宏 思 奮

郭
口
底
高

外面 体部幌櫨整形、底部回転箆切 り後
手持ち箆撫で。
内面 体部墟鑢整形の

∪測υ柾、日色柾、芸世

②黄褐色
∩澤千権 やや謙暫

口縁部1/4欠損。

須 思 器

高台杯
口
底
高

ハロ 答剖既 張登形、低剖S狛 口私見t7」 り
内面 体部幌櫨整形。

∪制υ杜、日包杜、味

②灰 オリーブ色
∩揆千焔

3/b,えイ子。
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表39 31号住居跡出土遺物観察表 (2)

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
3 須恵器

盤

床 口 16.5

底 9.4
高 3.9

外面 体部碗櫨整形、底部右回転箆削り。
内面 体部嘘櫨整形。

①細砂粒、自色泣多、石
英 ②にぶい責橙色
③酸化気味

2/3残存。

4 土師器

小形甕

覆土 口 13.6

底 45
高 149

外面 口縁部横撫で、胴部上・中位撫で、
下位斜横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、自色粒、雲母

②橙～黒色

③普通

7/8残存。

5 鉄製品

刀子

残存長13 6cm、 刀部長さ10,7cm、 幅1 lcm、 厚さ0.35cm、 茎部残存長2.9cm、

幅0.8cm、

厚さ0.5cm、 茎部に木質残存。

6 鉄製品

鎌

覆土 残存長18 1cm、 3,7cm、 厚さ0,3cm、 先端部を欠く。

7 鉄製品

錬

覆土 残存長18.3cm、 幅3.Ocm、 厚さ0生 m、 先端部を僅かに欠く。

8 須恵器

杯

口(13.8)

底 58
高 44

外面 体部幌櫨整形、下位箆削 り、底都
一方向箆削り。

内面 体部幌輻整形。

①細砂粒、白色粒、雲

母、石英 ②灰責褐色
～橙色 ③酸化気味

1/2残存。

9 須恵器

蓋

口 (14.4)

紐 3.2
高 3.5

外面 体部槻輻整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌幅整形。

①細砂粒、自色粒、黒

色粒、礫、石英

②灰色 ③還元焔

3/5残存。

須恵器

甑

口 (290)

底 ―

高 ―

タト面  月同吉焉平行日「き。
内面 胴部横位箆撫で、素文のアテ具痕
横位箆撫で。

①細砂粒、自色粒、雲

母 ②黒褐色～にぶい
褐色 ③還元焔

口～胴部上位

1/6残存。

須恵器

甑

ロ ー

底 150
高 ―

外面 胴部下位横位箆削り、底部無調整、
5孔式。

内面 胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲

母 ②黒褐色～にぶい
褐色 ③還元焔

胴部下位～底部
1/4残存。

32号住居跡 (第 55図 表40,77 図版14・ 23)

M6。 7グ リッドに位置し、主軸は N-97° Eを示す。33号住居跡及び 6号掘立柱建物と重複しており、新

旧関係は本遺構が新 しい。平面形は方形を呈 し、規模は長軸2.53m、 短軸2.50m、 深さ0.15m、 床面積約

6.32m2で ぁる。カマドは東壁中央に付設され、火床部の中心は西壁ラインから外寄りに位置する。主柱穴

及び周溝は無く、西壁中央から内寸で28cmの位置に出入りロピット (Pl)が検出された。

33号住居跡 (第55図 表41,77 図版14・ 23・ 28)

M6グ リッドに位置し、主軸はN-4°―Wを示す。32・ 34号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が

32号住居跡より古 く34号住居跡より新しい。平面形は長方形を呈し、規模は長軸4,45m、 短軸3.63m、 深さ

0,48m、 床面積約16.15m2でぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインから内狽1に位

置する。柱は4本主柱 (Pl～ 4)であり、P2,3は壁際に建てている。周溝は全周している。遺物は須

恵器郭・甑、土師器杯・甕、鉄鏃・鍔が出土している。

34号住居跡 (第55図 表77 図版14)

M6グ リッドに位置し、主軸は N-8° Eを示す。33号住居跡によつて南西壁が消滅している。平面形は略

方形を呈し、規模は長軸2.03m、 短軸1.97m、 深さ0,08m、 床面積約4.99m2で ぁる。カマドは北壁中央の東

寄りに付設され、火床部の中心は北壁ラインからタト寄りに位置する。主柱穴及び周溝は無い。遺物は土師器

甕の細片が出土している。
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表40 32号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計  測  値 残存状態

備  考
l 石製品

紡錘車

床 直径4,Ocm、 下径1.5cm、 厚さ1.lcm。 滑石製。

表41 33号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル 棚ぐｃｍナ

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

杯

覆土 口 13.8

底 5,8
高 4.1

外面 体部幌櫨整形後、下位横位箆削り、
底部回転箆切り後一方向手持ち箆削り。

内面 体都幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲

母、礫 ②灰～にぶい
責橙色 ③酸化焔

口縁 部一部欠

損。

2 土師器

郭

覆土 口

静
広

一局

12 6

68
3,7

外面 体部幌幅整形、底部は器面が荒れ
て調整不明。

内面 体部斜横位箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、雲母

②にぶい橙～黒色

③酸化焔

1/3残存。

3 土師器

芥

ロ ー

底 一

高 ―

外面 体部碗櫨整形。
内面 体部銘磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒、雲母

②にぶい黄橙色

③酸化焔

体部破片。外面

に墨書。

4 土師器

杯

口 (13.1)

底 ―

高 ―

外面 体部幌櫨整形。
内面 体部横位箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒、雲母

②にぶい責橙色

⑥酸化焔

口縁部残存。

外面に墨書。

「盛 |?
5 土師器

郭

ロー

底 ―

局 ―

内面

底部右回転糸切り後撫で。

箆磨き後黒色処理。

タトΠ写 ①細砂粒、白色粒

②にぶい黄橙色
⑥酸化焔

底部破片。外面

に墨書。

6 土師器

甕

覆土 口 20,4

底 一

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部上位撫で、下
位横位箆削り。上位に指頭圧痕。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、自色粒、雲母

②橙～黒色

③普通

口～胴部下位

1/4残存。

7 須恵器

甑

ロ ー

底 14.2

高 一

外面 胴部中位平行叩き、下位箆削り。
内面 胴部横位箆撫で。
底部は5孔式。

①細砂粒、白色粒、雲

母、礫 ②にぶい褐色
③酸化気味

2/3残存。

8 鉄製品

鉄鏃

覆土 残存長14.3cm、 鏃身長さ2.2cm、 幅1.2cm、 厚さ0.2cm、 箆被長さ9,9cm、 幅

0 5cm、 厚さ0.5cm、 茎部残存長2.2cm、 幅0.4cm、 厚さ0.3cm。

9 鉄製品

鉄鏃

残存長8.途 cm、 箆被残存長5.5cm、 幅0 4cm、 厚さ0.45cm、 茎部残存長3.9cm、

幅0.35cm、 厚さ0,35cm。

鉄鏃

製 品鉄 残存長7.Ocm、 箆被残存長6.lcm、 幅0.35cm、 厚さ0.3cm、 茎部残存長0.9cm、

幅0.3cm、 厚さ0.3cm。

鉄製品

鉄鏃

残存長6.7cm、 箆被残存長5.4cm、 幅0生 m、 厚さ0.5cm、 茎部残存長1.3cm、 幅
0.25cm、 厚さ0.3cm。

鉄製品

鉄鏃 ?

残存長11 3cm、 幅0.4cm、 厚さ0.6cm。

鉄製品

鍔

覆土 長さ5.8cm、 横径4.3cm、 厚さ0 5cm。

35号住居跡 (第56図 表42・ 77 図版14・ 23)

N5・ 6グ リッドに位置し、主軸は N-10° Eを 示す。平面形は方形を呈 し、規模は長軸3.05m、 短軸

2.95m、 深さ0.22m、 床面積約8,99m2で ぁる。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は北壁ラインか

ら内偵1に位置する。主柱穴及び周溝は無く、南壁中央から内寸で10cmの位置に出入りロピット (Pl)が

検出された。遺物は土師器郭・甕が覆土下層の同じ位置から出土している。



Ａ
，＼

―
十
１
′／

／

　

　

　

　

　

　

　

／

＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ／

／
′‐
′／
／
‐
ｒ
く
、ヽ
町

瑚
晉

洋

B_ L=2445m

10cm

0                                   4m

第56図  35号住居跡・出土遺物

36号住居跡 (第57図 表43・ 77 図版15・ 23)

JoK7グ リッドに位置し、主軸はN-7° Eを示す。37号住居跡を切 り込んで構築している。平面形は整

った方形を呈し、規模は長軸4.65m、 短軸4.47m、 深さ0,18m、 床面積約20.78m2で ぁる。カマドは北壁中

央に付設され、火床部の中′ふは北壁ラインから外寄りに位置する。主柱穴は無く、周溝は全周する。遺物は

須恵器椀・甑、土師器郭・椀、刀子が出土している。

37号住居跡 (第 57・ 60図 表44・ 77 図版15,23)

J・ K7グ リッドに位置し、主軸はN-2°―Wを示す。住居東側に36号住居跡が切り込み、同西側は現代の

攪乱によって大きく掘削されている。平面形は方形で、規模は東西5,70m以上、南北7.20m、 深さ0。 3m、 床

面積41.04m2以上である。カマドは北壁に付設されているが掘削されており、袖部の一部が辛うじて遺存し

ている。主柱は 3基 (Pl～ 3)が確認されているが、本来は4本主柱と推察され、それに壁柱 (P4～ 9)

が付帝 している。周溝は東壁と南壁の一部に認められ、南壁から内寸で28cmの 位置に出入 りロピット

(P10)が検出された。遺物は須恵器蓋・郭、土師器甕が出土している。
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表42 35号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
ユ 土師器

郭

覆土 口 13.4

底 ―

高 3.6

外面 口縁部横撫で、体部横位箆削り。
内面 口縁部横撫で、体部撫で。

①細砂粒、白色粒

②橙色

③良好

2/3残存。

土師器

甕

覆土 口 (19.0)

底 一

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部上半撫で、中
位縦位箆磨き。

内面 口縁部横撫で、胴部横位髭撫で。

①細砂粒、白色粒

②橙～にぶい橙色

③普通

口～胴 部中位

1/8残存。
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表43 36号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

土

成

胎

焼

①

③
②色調 残存状態

備  考
ユ 須恵器

椀

口 (15.6)

底 (9.8)

高 ―

外面 体部幌櫨整形後、下位右回転箆削
り、底部右回転箆削り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②灰色

③還元焔

1/3残存。

2 土師器

郭

口

澪
底

一局

外面 体部槻櫨整形後、下位回転箆削り、
底部右回転箆削り。

内面 体部横位箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒、雲

母、礫 ②にぶい赤褐
色 ③酸化焔

口縁部一部欠

損。

土師器

高台郭

口

底

高

外面 体部幌櫨整形、底部右回転糸切り。

体部斜横位箆磨き後黒色処理。内面

①細砂粒、白色粒

②橙色

③酸化焔

口縁部一部欠

損。

須恵器

鉢

口 (34.0)

底 (15.0)

高 21.5

外面 口縁部横撫で、胴部上半格子風叩
き、下位横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②にぶい黄橙色
⑥酸イヒ気吹

1/3残存。

鉄製品

刀子

残存長5.5cm、 刀部残存長2.5cm、 幅1,4cm、 厚さ0.3cm、 茎部残存長3.Ocm、 幅

0.6cm、 厚さ0.25cm。

鉄製品

刀子

残存長5 8cm、 刀部残存長幅4.3cm、 幅ユ.4cm、 厚さ0.4cm、 茎部残存長1.5cm、

幅0.8cm、 厚さ0.3cm。

7 鉄製品

不明

長さ(2.7)cm、 幅0,9cm、 厚さ0.4cm。

3

表44 37号住居跡出土遺物観察表

0                10cm

第58図 37号住居跡出土遺物

番号
類

種

種

器

土

ルベ

出

レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

不

床 口 (14.2)

底 7.7
高 4.1

外面 体部幌櫨整形、下位横位箆削 り、
底部回転箆切り後一方向手持ち箆削り。

内面 体部幌帽整形。

①細砂粒、白色粒

②灰～暗青灰色 '

③還元焔

1/3残存。

2 恵

蓋

須 器 床 口 (20.0)

鉦 2,7
高 2.8

外面 体部
‐
Wh櫨整形、天丼部右回転箆削

り。

内面 体部嘘櫨整形。

①細砂粒、白・黒色粒

②灰色

③還元焔

1/2残存。

3 須恵器

蓋

口(166)

鉦 ―

高 ―

外面 体部機櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部転櫨整形。

①細砂粒、白・黒色粒

②灰色

③還元焔

2/3残存。

4 器

郭

首
心
ム
ロ

須

高

床 口 17.0

底 11.0

高 6.4

外面 体部槻櫨整形後下位右回転箆削 り、
底部不回転箆削り。

内面 体部嘘櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫

②灰色

③還元焔

1/2残存。

5 土師器

小形奏

口 (13.0)

底 一

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部上位撫で、中
位斜横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②にぶい赤褐～明赤褐

色 ③普通

口～胴都下位

1/3残存。

6 器

甕

師

形

土

小

口 (9.8)

底 一

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部上位無調製、
下位横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

砂

色

通

釧
鋸
∝

絃、白色粒、雲母 口～胴部下位

1/3残存。
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38号住居跡 (第59図 表77 図版15)

K6・ 7グ リッドに位置し、主軸はN-8° Eを

示す。平面形は方形を呈し、規模は長軸3.10m、

短軸2.95m、 深さ0。 12m、 床面積約9.14m2で ぁる。

カマドは北壁中央に付設され、燃焼部の中心は北

壁ラインから外寄りに位置する。主柱穴は無く、

周溝は西壁及び南壁の一部に巡る。

39号住居跡 (第59図 表78 図版15)

K・ L6グ リッドに位置する。住居跡の北側大

半が削平されており、確認されたのは南側の床面

及び周溝のみである。南壁辺の長さは3.44mであ

り、平面形は北側に向かって僅かに開く方形平面

と推察される。

40号住居跡 (第59図 表78 図版15)

M9。 10グリッドに位置し、主軸は N63°一Eを

示す。平面形は略方形を呈し、長軸2.92m、 短軸

2.65m、 深さ0,07m、 床面積約7,73m2で ぁる。カ

マドは北東隅に付設され、火床部の中心は東壁ラ

インから外寄りに位置する。主柱穴及び周溝は無

く、出入りロピットと考えられる柱穴 (Pl)が

西壁北寄に近接して検出された。

B L=24 80rn

A L=2480m

B

ｍヽ

Ａ
一

くヽ

日
∞
い
ぐ
中
＝
瀾
　
刑
引く

|

=2458m

40号住居跡

0                                 4m

第59図  38・ 39。 40号 f■居跡
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39号住居跡
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41号住居跡 (第 60・ 61・ 62図 表45・ 46・ 47・ 78 図版15,16・ 24・ 25,28)

JoK8・ 9グ リッドに位置し、主軸はN-7°―Wを示す。本遺跡最大の竪穴式住居である。平面形は長方

形を呈し、長軸7.15m、 短軸6.55m、 深さ0.37m、 床面積約46.83m2で ぁる。カマ ドは北壁中央西寄 りに付

設され、火床部の中心は北壁ラインから僅かに内狽1に寄っている。柱は 6本主柱 (Pl～ 6)であり、壁柱

(P8～ 10)と 支柱 (P7)が付帯する。周溝は北西コーナーを除いて巡り、出入りロピット (Pll)は 南壁

中央から内寸で20cmの位置に検出された。遺物は須恵器蓋・郭 。高台郭・甕・甑・重・鉢、土師器甕・鉢、

鉄製紡錘車・刀子が出土している。

11=“
▲17 1P4

B L=2480m

41号住居跡
1.褐色土
2.黒褐色土

3.褐色土
4.褐色土
5,黒褐色土
カマド
1.明褐色土
2.暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗赤褐色土
5 暗赤褐色土

ローム粒子を含む。
焼土ブロックを少量含む。
ローム粒子を多量に含む。
焼土粒子少量、山砂を含む。
焼土粒子、ローム泣子を含む。
焼土粒子、ローム粒子を少量含む。

山砂含む。
山砂、焼土粒子含む。
山砂、焼土粒子含む。
山砂、多くの焼土粒子含む。
多くの焼土粒子含む。

第60図 41号住居跡
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41号住居跡出土遺物(1)
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第62図  41号住居跡出土遺物(2)

41号住居跡出土遺物観察表 (1)

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計淑1値

rrm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ⑫色調
⑤焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

蓋

床 口 14.4

鉦
―

高 一

外面 体部幌櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫多

石英

②灰色 ③還元焔

2/3残存。

2 須恵器

杯

覆土 口

底

高

外面 体部機櫨整形、下位横位箆削 り、
底部右回転箆削り後手持ち箆削り。

内面 体部椀櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色

③還元焔

2/5残存。

須恵器

杯

覆土 口 12.8

底 6.2
高 4.7

外面 体部魏櫨整形後、下位横位箆削り、
底部一方向手持ち箆削り。

内面 体部幌輯整形。

①細砂粒、自色粒、石英
②灰色

③還元焔

口縁部1/4欠損。
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表46 41号住居跡出上遺物観察表 (2)

香号
類

種

種

器

出 土
レベル 棚ぐｃｍ＞

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑥鮮成

残存状態

備  考
4 須恵器

椀

覆土 日 16 2

底 104
高 6.7

外面 体部幌lPA整形、底部右回転箆削り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫

②灰色

③還元焔

3/4残存。

5 須恵器

椀

覆土 口 (13.0)

底 8.4
高 59

外面 体部槻櫨整形、底部右回転箆切り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、石

英、礫多 ②にぶい赤
橙色 ③酸化気味

1/2残存。

6 須恵器

鉢

床 口

静瓜
一島

外面 胴部上半平行叩き、下位箆削り。
内面 胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②にぶい褐色

③還元焔

口縁部1/4久損。

7 須恵器

甑

覆土 口 (30.6)

底 15.6

高 30,7

外面 口縁部嘘輯整形、胴部上 。中位平
行叩き、下位横位箆削り。

内面 口縁部幌墟整形、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、礫

②灰色

③還元焔

1/4残存。

土師器

小形甕

覆土 口 14.6

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部上位撫で、中
位斜横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒

②橙～黒色

③普通

口～胴都 中位

2/3残存。

土師器

鉢

覆土 口 (24,8)

底 (11.8)

高 15.2

外面 口縁部横撫で、胴部上半撫で、下
位横位箆削り。

内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、自色粒、礫

②橙～黒色

⑤普通

1/3残存。

須恵器

霊

覆土 一　

９

　

一

口

峠
底

一局

外面 胴部嘘櫨整形後、下半右回転箆削
り、底部右回転糸切り後回転箆削り。

内面 胴部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②にぶい黄橙色

③酸化気味

胴部～底部 1/2

残存。

11 須恵器

短頸壷

覆土 口

底

高

外面 胴部墟櫨整形後、下位横位箆削り、
底部回転箆切り後手持ち箆削り。

内面 胴部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、礫

②灰色

③還元焔

7/8残 存。底部

に焼成後 の穿

子し。

黒色土器

郭

覆土 ロ ー

底 ―

高 ―

外面 体部碗櫨整形。
内面 体部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒

②にぶい黄橙色

③酸化焔

体部破片。外面

に「盛」 の 墨

書。

須恵器

椀

覆土 ロ ー

底 (14.3)

島 一

外面 体部乾墟整形、底部右回転箆削り。
内面 体部嘘櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②にぶい黄橙色

③酸化焔

底部1/4残存。

外面に「丈」の

刻書。

須恵器

椀

覆土 ロ ー

底(7.8)

局 ―

外面 体部幌幅整形、底部右回転覚削り。
内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②暗灰黄色

⑥退元焔

底部1/4残存。

タト面に亥」書。

須恵器

椀

覆土 ロ ー

底(7.8)

局 一

外面 体部墟櫨整形、底部右回転箆削り。
内面 体部聴墟整形。

①細砂粒、白色粒

②褐灰色
⑥還元焔

体部～底部。底

吉Бタト面 |こ亥U書。

鉄製品

不明

覆土 長さ(12.2)cm、 幅0,6cm、 厚さ0.6cm。

鉄製品

紡錘車

覆土 直径4.3cm、 幅0.5cm、 厚さ0 3cm。

鉄製品

刀子

覆土 長さ(4.7)cm、 幅1.lcm、 厚さ0,生 m。

鉄製品

刀子

覆土 長さ(6.4)cm、 幅0.9cm、 厚さ0,3cm。

須恵器

郭

覆土 口 12.8

底 6.2
高 4.3

外面 体部魏櫨整形、下位横位箆削 り、
底部右回転箆切り後一方向手持ち箆削り。

内面 体部槻櫨整形。

①細砂粒、雲母、礫、
黒色粒 ②灰色
③還元焔

ユ/3残存。

須恵器

杯

覆土 口 (136)

底 (6.4)

高 4.4

外面 体部槻櫨整形、下位横位箆削 り、
底部回転箆切 り後手持ち箆削り。

内面 体部碗櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲
母 ②灰色
③還元焔

1/2残存。

須恵器

杯

覆土 口 (12.8)

底 (7.0)

高 4.8

外面 体部碗櫨整形、下位横位箆削 り、
底部手持ち箆削り。

内面 体部椀IPH整形。

①細砂粒、自色粒、雲

母 ②灰色
③還元焔

1/4残存。

須恵器

椀

覆土 ロ ー

底 59
高く2.9〉

外面 体部幌輯整形、底部右回転箆切 り
後高台貼付。

内面 体部幌櫨整形、底部高台貼付時撫
ЧI。

①細砂粒、白色粒、雲

母 ②灰色
③還元焔底部残存。

底部残存。

須恵器

郭

覆上 口 13.2

底 5.9
高 4.8

外面 体部槻櫨整形、下位横位箆削 り、
底部手持ち箆削り。

内面 体部幌l●H整形。

①細砂粒、白色粒、雲

母 ②灰色
③還元焔

1/2残存。
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表47 41号住居跡出土遺物観察表 (3)

番号
類
種

檀
器

出 土
レベル

「T淑 11直
(cm)

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態
備  考

須恵器
杯

疫土 口
底

高

外面 体部幌櫨整形、下位横位箆削 り
底部回転覚切 り後一方向手持ち箆削り。
内面 体部嘘輔率形ハ

∪ 糸叫 枢 、 日 色 /tr、 燃

石英 ②黒色
⑥揆〒焔

3/4残 存。焼 き
歪み顕著

独 思 喬

椀
覆 土 口
底

高

外面 体部幌幅整形、下位横位覚削 り、
底部右回転箆切り。
内面 体部嘘輯整形、底部高台貼付時撫
<Sの

∪測砂柾、自色粒、礫
②灰色
③還元焔

3/b夕えイ子。

須息器
椀

後 土 口(16
底 (10
高 7

8

2)

9

外山 体部覗櫨整形、下位右回転箆削 り、
底部右回転箆削り。
内面 体部碗幅整形、底部高台貼付時撫
<争 ^

①細砂粒、白色粒、雲
母、礫 ②灰色
③還元焔

1/3夕勇7〒。

須恵器
椀

覆土 口(14.6)
底(7.6)
高 5,9

外向 体司期 張堅形、底部回転撫で。
内面 体部槻櫨整形、底部高台貼付時撫
<Fぃ

①綱砂粒、自色粒、雲
母 ②灰色
③還元焔

2/5夕えイ子。

須思喬

甑

覆土 ロ ー

底 14.8
高 ―

胴中央部平行叩き、胴下半部箆削
底部無調整、5孔式。
胴部横位算換で、素支アテ具痕ハ

面

ヽ
面

外
り
内

∪ T叫柾、日色 II、 IEl
英 ②灰色～にぶい褐
魯 ∩酪イレ官 H寿

胴部下位～底部
残存⑥

31 主 H甲蕎

奏
覆 土 口 (200)
底 ―

外向 口縁部横撫で、胴部上半部撫で、
下半部箆削り。
内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で∩

①細砂粒、白色粒、雲
母、石英 ②橙色
⑥菩桶

口～ B「l rH`上 イ立
1/3残存。

土師器
甕

覆土 一

８

一

口
底
菖

外面 胴下半部箆磨き。
内面 胴下半部箆磨き。

∪澗υ柾、日色 lr、 雲

母 ②橙色～灰色
⑪菩涌

胴部下位～底部
残存。底部木葉
痕ω

須 思 希

不
覆 土 口 13.0

底 64
菖  と と

外面 体部幌櫨整形、下位横位箆削 り
底部回転箆切 り後一方向手持ち党削り。
内面 体部碗幅整形め

∪制υ杜、日色 II、 ね

英 ②灰色
∩漏〒権

3/4残 存。

須恵器
郭

覆土 口

慮
全
呂

外血 体部覗帳整形、下位横位箆削 り
底部左回転箆切 り後、手持ち箆削 り。
内面 体都鱒鑢れでハ

①綱砂粒、自色粒、雲
母、礫、石英
の灰符 ⑥揆〒焔

1/2夕え7〒。

須 思 希

杯
覆土 口
底
高

外面 体部嘘幅整形、下位横位箆削 り、
底部一方向手持ち箆削り。
内面 体部幌輔整形ハ

∪琳出|夕枢、日色柾、芸

母 ②灰色～黒色
⑥揖〒焔

口縁部一部久
損。

須 思 喬

郭
復 土 口 (120)
底 6.2
盲  40

外画 体部覗輻整形、下位横位免削 り
底部回転箆切 り後一方向手持ち箆削 り。
内而 体吉ほ輔糖整形 ^

①細砂粒、白色粒、雲
母、礫 ②灰色
∩漏〒棉

3/4夕完7子。

42号住居跡 (第 63図 表48,78 図版 16・ 25・ 28)

M12・ 13グ リッドに位置する。カマ ドを含む遺構の大半は攪乱に

程度である。平面形は方形と判断され、規模は東西4.25mで ある。

検出されているが、本遺跡の事例 (16。 33号住居跡)か ら、本来は

土師器不・皿が出土している。

A L=2980m

0                    4m

第63図  42号住居跡・出土遺物

よって消滅 し、遺存するのは南側約1/3

主柱は南壁の周溝内に 2基 (Pl。 2)

4本主柱であったと推察される。遺物は

〆
一

露啜 ＼嘩萎

碑ノ
′
c

P2④ 到

―- 76 -―

0               10cm



表48 42号住居跡出土遺物観察表

44号住居跡 (第64図 表49・ 78 図版16・ 25)

15グリッドに位置する。床面中央と南西隅に大きな攪舌[穴が切り込んでいる|。 平面形は台形状を呈し、

規模は東西3.30m、 南北3,25m、 深さ0.15m、 床面積約10,72m2で ぁる。カマド及び主柱穴は無く、周溝は

北壁を除き巡る。遺物は須恵器重、灰釉陶器椀、刀子が出土している。

0                             4m

864図 44号住居跡 。出土遺物
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番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ 紳
ｍ

成 。整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑪絲茂 盤

考
存残

備

ユ 土師器―

杯

一　

一　

一

口

底

高

外面 体部機櫨整形。
内面 体部箆磨き後黒色処理b

①細砂粒、自色粒、雲母
②にぶい褐～明褐色
①酸ィr“名

体部破片。外面

に墨書Ь

2 土師器

琢
一　
一　
一

口

底

高

外面 体部穣城整形。
内面 体部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒、雲母

②明褐色
〔》酉浄イイ電筈

体部破片。外面

に曇書。

3 土師器

杯

口

底

高

夕「面 体部駆軽整形後、下位横位箆割り、
底部右回転糸切り後一方向手持ち箆削り。

内面 体部斜横位箆磨き'後黒色処理む

①細砂粒、自色粒、雲母

②髄
C,析畷倉イ監上筈

1/3残存。

土師器

皿

０

０

０

・４

７

３

口
底

高

外面 体部擁櫨整形。
内面 体部横位箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒、雲母

②橙色
⑥酸化焔

1/3頻存。

9    1    9Cm



表49 44号住居跡出土遺物観察表

B L=2400m

45号住居跡 (第65図 表78 図版16)

H・ 18。 9グ リッドに位置し、主軸は N13° Eを

示す。35号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本

遺構が新しい。カマド以東の壁は削平されているが床

面は遺存しており、平面プラン・規模の確認は可能で

あつた。平面形は東西に長い長方形を呈し、規模は長

軸3.97m、 短軸2.42m、 床面積約9.60m2で ぁる。カマ

ドは北壁中央西寄りに付設される。主柱穴及び周溝は

無い。

46号住居跡 (第65図 表78 図版17)

H9グ リッドに位置し、主軸は N-3°一Wを示す。

48号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構が

新 しい。平面形は方形 を呈 し、長軸 3.55m、 短軸

3,12m、 深さ0。 15m、 床面積11,07m2で ぁる。カマ ド

は北壁中央東寄りに付設され、火床部の中心は北壁ラ

インから外寄りに位置する。主柱穴は無く、出入り口

ピット (Pl)は南壁中央に接して検出された。周溝

は南壁と北壁の一部を除いて巡る。

ローム粒子、山砂を含む。
ロームブロック、ローム粒子を含む。

土
土醐睡魏

碍
１
２

0                                   4m

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
l 灰釉陶器

椀

床 口(14.2)

底 6.8
高 4.2

外面 体部槻櫨整形、底部右回転糸切り。
内面 体部槻櫨整形。

①黒色粒

②灰白色
③還元焔

1/3残存。内外

面漬掛け施釉。

灰釉陶器

霊

一　

８

　

一

口

干底
一局

外面 胴部軽鑢整形後、下位回転箆削り、
底部回転箆切り。

内面 胴部碗櫨整形。

①細砂粒、自色粒

②灰～灰オリーブ色
⑥還元焔

胴部下位～底部

1/3残存。

3 鉄製品

刀子 ?

長さ(6.8)cm、 幅1.8cm、 厚さ0 4cm。

金銅製品

不明

長さ5 5cm、 幅4 2cm、 厚さ0.2cm。

45号住

　ヽ
ｒ
γ
陥
一
ド
、，サ
ノ

（　
　
―
―
‐―
く

　
　
　
　
）

）（いし　硬　化　面　　　＼＼）

（媚性ィ‐，一〔呻）＼、‐＼（

第65図 45・ 46号住居跡



47号住居跡 (第66図 表50・ 78 図版 17・ 25'28)

H9グ リッドに位置し、主軸は N-4° Eを示す。西壁と南壁に攪乱が切 り込んでいる。平面形は方形を呈

し、長軸3,28m、 短軸3.10m、 深さ0.06m、 床面積約10.16m2で ぁる。カマ ドは北壁中央に付設され、火床

の中心は北壁ラインから僅かに内側に位置する。主柱穴は無 く、周溝は東壁と南壁に巡る。遺物は須恵器郭

・甑が出土している。

1

B L=2510m

0                               4m

第66図 47号住居跡 。出土遺物

日
ｏ
出
い
［
＝

白

　

く

表50 47号住居跡出土遺物観察表

番号
類
種
種
器

土
ルべ

出

レ 榊ぐｃｍナ
成・整形技法の特徴

①胎土 ⑫色訓
⑥鮮成

残存状態
備  考

1 //R思喬

杯

ロ ー

底 8.0
菖 (3.2)

外
底
肉

面 体部槻櫨整形後下位横位箆削 り、
子Б一方向箆削り。
雨 依 部 鑢 館 整 杉 ^

①細砂粒、自色粒、褐
色鉱物粒、礫
の圧普名 の揆〒焔

底部～体部1/4残

存e底 部外面に
「↑Iの黒書^

2 土師器
甑

口 (26.0)
底 ―

外面 口縁部横撫で、一部箆撫で、胴部
上位撫で下位横位箆削り。
内面 口縁部横撫で、胴部箆撫でω

∪郎叫 柾、国色紅、燃
②にぶい責橙色～橙色
⑥善涌

口縁 部 ～胴 部
1/3残存。

B L=2500m

o                               4m

48号住居跡 (第67図 表78 図版17)

I・ 」8・ 9グ リッドに位置し、主軸はN13° Wを

示す。51号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は

判然 としない。平面形は方形を呈 し、規模は長軸

3.08m、 短軸2.87m、 深さ0.08m、 床面積約8,83m2で

ある。カマドは北壁中央に付設され、火床部の中心は

北壁ライン上に位置する。主柱穴及び周溝は無い。

48号住居跡
1 暗褐色土  炭化粒子、ローム粒子を含む。

第67図 48号住居跡
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49号住居跡 (第68図 表51・ 78 図版17・ 25)

18グリッドに位置し、主軸はN-5°とWを示す。54号掘立柱建物と重複しており、新十日1関係は本遺構が新

しい。平面形は方形を呈し、規模は長軸4,05m、 短軸3.82m、 深さ0。 13m、 床面積約15.47m2で ある。カマ

ドは北壁中央東寄りに付設され、火床部の中心は北壁ライン上に位置する。主柱穴は2本 (Pl・ 2)確認さ

れているが本来は4本主柱であり、Pl・ 2に対応する柱穴は54号掘立柱建物の柱掘形内に存在していたと思

われる。周溝は南西コーナー
ー
付近を除いて確認された。遺物は土師器郭・椀・秦、灰釉陶器椀が出土している。

ЧI

49●住居跡
1 暗禍色土 ロームプロック・ローム

粒子をatFI

C L=2,00m
0                               4m

日
ｏ
宴
Ｎ
＝
白
　

く

色
沢
ち
お
い
＝

ｎ
　

ｍ

蝦
判

第68図 49号住居跡 。出土遺物

表51 49号住居跡出土遺物観察表

番号
頬

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎上 ⑫色訓
⑥犠成

残存状態

備  考
ユ 土師器

郭

口 (13.0)

底 (S,4)

高 42

外面 体部磁軽整形後、下位横位箆削り

後底部手持ち箆削り。

内面 体部義櫨整形。

①細砂粒、自色粒

②帽～灰黄褐色

⑥閉 随

1/4残存。

2 土師器

椀

一　

３

　

一

口
底

高

外面 体部碗櫨整形、底部右回転糸切り、
周辺部高台貼付時回転撫で。

内面 体ヽ部機櫨整形。

①細砂粒、自。褐色粒

②橙色

③酸化焔

口縁部欠損。

3 尿釉陶器

椀

ロ ー

底  7,4
高 ―

外面 体郡義鑢整形後、下位回転箆削り、
底部右回転箆削り。

内面 体部墟櫨整形。

①黒色粒、礫

②灰白色
③還元焔

口縁部欠損。

4 土師器

襲

口 (14,9)

底 ―

高 一

外面 口縁部横撫で、胴部上位撫で、申
位縦位箆削り。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、自色粒、雲

母、礫 (②橙～灰黄褐
色 ③普通

口～胴都中位
1/3残存。
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50号住居跡 (第 69・ 70図 表52・ 78 図版25・ 28・ 29)

H8グ リッドに位置し、主軸は N-2°一Wを示す。平面形は方形を呈 し、長軸5.78m、 短軸5.56m、 深さ

0.18m、 床面積約32.65m2でぁる。カマドは北壁中央に 2基 (A・ B)が付設されているが、新旧関係及び同

時機能の有無は判然としない。しかし主柱配置より、カマ ドはAの後にBが付設され、同時あるいは交互

に機能した可能性が高い。本柱穴は 6基 (Pl～ 6)検出されているが、P5・ 6は カマ ドBが付設された

段階での建て替えと推察され、基本的に4本主柱であったと思われる。周溝は北壁を除いて巡り、出入り回

ピット (P7)は南壁中央に近接して検出された。遺物は土師器郭・皿・奏・鉄鏃が出土している。

B L=2520m

C L=2520m

50号住居跡
1 暗褐色土
2 明褐色土
3.黒褐色土
4.褐色土

カマド
1.暗褐色土
2.暗褐色土

3.暗褐色土

赤褐色粒子を少量含む。
山砂を多量、ロームブロックを少景含む。
ローム粒子を多量に含む。

ローム粒子・焼土プロック、山砂を合む。
1に類似する。ローム粒子、焼土ブロック、
山砂を含む。
ローム粒子、焼土ブロック、山秒を含む。

第69図 50号住居跡
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0               10cm

第70図 50号住居跡出土遺物

表52 50号住居跡出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 土師器

杯

覆土 口 12.2

底 6.8
高 4.2

外面 体部幌櫨整形後、下位横位箆削 り、
底部一方向箆削り。

内面 口縁部～底部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒、黒

色鉱物粒、礫

③酸化焔

完形。体部外面

に墨書「盛」。

2 土師器

杯

覆土 口

底

高

外面 体部幌櫨整形後、下位横位箆削 り、
底部一方向箆削り。

内面 口縁部～底部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒、礫

②にぶい黄橙色
③酸化焔

3/4残 存。体部

外 面 に 墨 書

「盛 16

3 土師器

杯

覆土 ロ ー

底 ―

高 ―

外面 幌櫨整形。
内面 箆磨き後黒色処理。
①細砂粒、白色粒、黒色粒、礫
鱗 イ者 ⑪酸イ′焔

1/5残存。体部外面に

墨書「盛」か①

4 土師器

杯

覆土 一　

一　

一

口

底

高

幌櫨整形、体部下位横位箆削り。

覚磨き後黒色処理◎

画

面

外

内
①細砂粒、白色粒、褐

色鉱物粒、礫

②橙色 ③酸化焔

1/5残 存。体部

外面に墨書。

「中」 ?

5 土師器

郭

覆土 一　

一　

一

口

底

高

外面幌帳整形。

内面 箆磨き後黒色処理。
①細砂粒、自色粒、礫
②橙色 ③酸化焔

破片。

6 土師器

杯

覆土 ロ ー

底 ―

高 一

外面幌輯整形。

内面 箆磨き後黒色処理。
①細砂粒、自色粒、礫

②橙色 ③酸化焔
破片。

7 土師器

杯

覆土 一　

一　

一

口

占
広

一局

外面槻輯整形。

内面 箆磨き後黒色処理。
①細砂粒、白色粒、礫
②橙色 ③酸化焔

破片。

8 土師器

郭

覆土 一　

一　

一

口

底

高

外面 碗櫨整形。
内面 箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒、礫

②橙色 ③酸化焔
破片。

9 土師器

皿

覆土 口

干
ム

一島

外面 体部幌櫨整形後縦位指撫で、底部
回転箆削り。

内面 体部斜横位箆磨き。

①細砂粒、自色粒、礫

②橙色 ③酸化焔
2/3残 存。体部

外 面 に 墨 書

「盛」。

土師器

皿

覆土 口

底

高

外面 体部磁輯整形、底部不定方向手持ち
箆削 り。内面 体部斜横位箆磨きが風化
により不明瞭、黒色処理。

①細砂粒、白色粒、礫

②橙色 ③酸化焔
口縁部～底部
1/4残存。

土師器

甕

覆土 口 (18.8)

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。

①細砂粒、白色粒、石

英、雲母

②橙色 ③普通

口縁部1/3残存。

土師器

甕

覆土 ロ ー

底 8.6
胴部箆削り後撫で。

胴部箆撫で。

面

面

外

内
①細砂粒、雲母、白色

粒 ②橙色～にぶい赤
褐色 ③普通

胴部下位～底部

残存。

鉄製品

鏃

残存長6.2cm、 箆被幅0.55cm、 厚さ0。 35cm、 鏃身は襲箭形、先端部は欠損。

口

６

７

▼
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2.掘立柱建物と柵列

遺構

1号掘立柱建物 (第71図 表79)

N8・ 9グ リッドに位置する側柱式南

北棟建物。平面形式は桁行 3間 (6.30m)、

梁間 2間 (4.20m)で、棟方向は N-3
°―wを示す。南妻側の中央柱が妻側面

から0。 80m外側に出ており、片面独立棟

持柱建物として復元される。柱掘形は略

長方形平面を呈 し、規模は長径0.55～

0,70m、 短径0.45～ 0.55m、 深さ0.35～

0.42mである。柱間寸法は桁行、梁間と

も2.10m(7尺)の等間である。

2号掘立柱建物 (第71図 表79)

07グ リッドに位置する総柱建物。平

面形式は方 2間 (5.10m)で、南北軸は

N13°―Wを 示す。柱掘形は略長方形平

面を呈し、各柱列のI品柱は内方向に「ハ

の字」状 に開 き、規模 は長径 0。 95～

0.55m、 短径0.70～ 0.45m、 深さ0.18～

0,42mで ある。柱間寸法は2.55m(8.5

尺)の等間である。倉庫建物であろうか。

3号掘立柱建物 (第 71図 表79)

M8グ リッドに位置する側柱式南北棟

建物。両妻側に庇が付 く。母屋は桁行 3

間 (5.85m)、 梁間 2間 (3.90m)で、椋

方向は N-3°―Wを示す。建物の西面を

木根風の柵列 (1号柵列)が囲んでおり、

垣の存在が予想される。柱掘形は母屋は

隅九長方形平面、庇は北東隅柱を除き円

形平面を呈し、庇の柱穴は母屋に比して

小さく掘 り込まれている。規模は長径

0.55～ 0。 75m、 短径 0。 42～ 0.50m、 深さ

0.45～ 0.75mである。柱間寸法は桁行、

梁間とも1,95m(6.5尺 )の等間であり、

庇の出は北妻側1.20m、 南妻側1.40mで

ある。

0                4m

第71図  1・ 2・ 3号掘立柱建物
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0                         4xxx

第72図  4・ 5。 6号掘立柱建物

4号掘立柱建物 (第72図 表79)

M7グ リッドに位置する狽」柱式南北棟建

物で、西平側に庇が付 く。 5号掘立柱建物

及び29号住居跡と重複しており、新旧関係

は29号住居跡より古く、 5号掘立柱建物と

は判 然 と しな い。 母 屋 は桁 行 3間

(5.40m)、 梁間 2間 (3.10m)で 、棟方向

はN-4° Wを示す。柱掘形は略長方形平

面を呈し、規模は長径0,92～ 0。 45m、 短径

0.53～ 0,43m、 深さ0.23～ 0.50mで ある。

柱間寸法は桁行、梁間とも不揃いであり、

庇の出は0.60mと 小さい。

5号掘立柱建物 (第72図 表79)

M7グ リッドに位置する側柱式南北棟建

物。平面形式は桁行 4間 (6.60m)、 梁間

2間 (3.90m)で、棟方向は N-4° Wを

示す。西柱列は隣り合う柱間に浅く溝が掘

り込まれており、いわゆる「溝もち」建物

とも考えられるが、同柱列での建て替えゆ

えかもしれない。柱掘形は略長方形平面を

呈し、規模は長径0。 70～ 0。 85m、 短径0.55

～0.73m、 深さ0.22～ 0,45mで ある。柱間

寸法は桁行、梁間とも少々バラツクが、各

総長を等分すると桁行1.65m(5.5尺 )、 梁

間1,95m(6.5尺 )と なる。

6号掘立柱建物 (第72図 表79)

M6。 7グ リッドに位置する側柱式南北

棟建物で、南妻側に庇が付 く。32・ 33号住

居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が

古い。母屋は桁行 3間 (4.50m)、 梁間 2

間 (3.60m)で、棟方向は N-2° Wを 示

す。柱掘形は不整形な長方形平面を呈し、

規模 は長径 0.75～ 1.15m、 短径 0,72～

0.52m、 深さ0。 13～ 0.38mで ある。柱間寸

法は桁行1.50m(5尺 )、 梁間1.80m(6

尺)の等間であり、庇の出は0。 60mと小さ

ヤヽ。

6掘立
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0                           4m

第73図  7・ 3・ 9号掘立柱建物

7号掘立柱建物 (第 73・ 91図 表79 図

版26)

M6。 7グ リッドに位置する総柱建物で、

東面に庇の可能性がある柱穴列が確認され

ている。 8号掘立柱建物と重複しているが、

新旧関係は判然としない。平面形式は東西

2間 (3.60m)、 南北 2間 (3.60m)で、南

北の中央柱は中心から東へ30cm寄 ってお

り、主軸は正方位を示す。柱掘形は略長方

形平面を呈し、規模は長径0,98～ 0,78m、

短径0.52～ 0.41m、 深さ0.18～ 0.27mで あ

る。柱間寸法は東西で2.10m(7尺)と

1.50m(5尺 )、 南北で1.80m(6尺)の等

間となっている。遺物は土師器杯が出上し

た。

8号掘立柱建物 (第73図 表79)

L・ M5・ 6グ リッドに位置する側柱式

南 北 棟 建 物。平 面 形 式 は桁 行 3間

(5.40m)、 染間 2間 (3.60m)で、棟方向

は正方位を示す。柱掘形は略長方形平面を

呈し、規模は長径0。 97～ 0.65m、 短径0.68

～0.63m、 深さ0.22～ 0.52mで ある。柱間

寸法は桁行1.50m(5尺 )、 梁間1.80m(6

尺)を基本としているが、少々バラツキが

ある。

9号掘立柱建物 (第 73・ 91図 表79 図

版26)

MoN5グ リッドに位置する側柱式東西

棟建物。平面形式は桁行 3間 (5.40m)、

梁間 2間 (3.60m)で、棟方向は N-90° E

を示す。東妻側の中央柱は妻側柱筋から

1.5m外側に出ており、片面独立棟持柱建

物として復元される。柱掘形は略長方形平

面を呈し、規模は長径0.65～ 1.15m、 短径

0.95～ 0,67m、 深さ0.18～ 0.32mで ある。

柱間寸法は桁行、梁間とも1.80m(6尺 )

の等間である。遺物は須恵器の短頸壺が出

土した。
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o                4m

第74図 10・ 11・ 12号掘立柱建物

10号掘立柱建物 (第74図 表79)

N5グ リッドに位置する側柱式南北棟建

物で、棟方向は N-5°―Eを 示す。平面形

式 は桁 行 3間 (5,40m)、 梁 間 2間

(3.60m)と して復元したが、東柱筋には

本来あるであろう柱穴 1基が検出されてい

ない。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模

は長径0,70～ 0,78m、 短径0.53～ 0.65m、

深さ0.15～ 0,22mである。柱間寸法は桁行、

梁間とも不揃いである。

11号掘立柱建物 (第 74・ 91図 表79 図

版26)

L13・ 14グ リッドに位置する側柱式南北

棟建物。25号住居跡と重複しており、新旧

関係は本遺構が古い。平面形式は桁行 3間

(6.30m)、 梁問 2間 (4.20m)で、主軸方

向はN-3° Wを示す。北妻側の中央柱が

確認されていないが、南妻側の中央柱が妻

側面から柱 1本分外側に外れており、片面

近接棟持柱建物と推察される。柱掘形は長

方形平面を呈し、両妻側の隅柱は内方向に

「ハの字」状に開いてお り、規模は長径

0.72～ 0。 92m、 短径 0.40～ 0.55m、 深 さ

0.32～ 0.53mである。柱問寸法は桁行、染

間とも2.10m(7尺)の等間である。遺物

は須恵器盤が出土した。

12号掘立柱建物 (第74図 表79)

K・ L12グ リッドに位置する側柱式南北

棟建物。21号住居跡と重複しており、新旧

関係は本遺構が古い。平面形式は桁行 3間

(5.85m)、 梁間 2間 (4.50m)で、主軸は

N-13°一Wを 示す。柱掘形は長方形を意図

して掘られているが不整形で、規模は長径

0.28～ 0.55m、 短径 0.23～ 0.48m、 深 さ

0.28～ 0.53mである。柱間寸法は西平側で

1.95m(6.5尺 )、 北妻側で2.25m(7.5尺 )

の等間となるが、北妻側の中央柱は東側に

僅かに寄っている。
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13号掘立桂建物 (第 75・ 91図 表79 図

版26)

Kll。 12に位置する側柱式南北棟建物。

ほぼ同位置で建て替えが行われており、建

て替え後では当初より桁行長が約40cm前

後縮小している。建て替え後の平面形式は

桁行 3間 (6.30m)、 梁間 2間 (3.30m)で、

棟方向は N-3° Eを示す。柱掘形は長方

形を意図して掘られているが不整形であり、

規模は長径0,81m、 短径2.10m(7尺 )、 梁

間1.65m(5.5尺 )と なる。遺物は須恵器

杯が出上した。

14号掘立柱建物 (第75図 表79)

K・ Lllグ リッドに位置する側柱式南北

棟建物で、攪乱によって南東隅柱が消滅し

ている。平面形式は桁行 3間 (6.50m)、

梁間 2間 (4.20m)で、棟方向は N-4°一W

を示す。柱掘形は略方形平面を呈し、規模

は南妻側の中央柱が径0.35mと 小さいが、

他は径0.70～ 0.91m、 深さ0.35～ 0.55mで

ある。柱間寸法は桁行、梁間とも2.10m

(7尺)の等間である。



15号掘立柱建物 (第 76・ 91図 表29)

L・ Mll・ 12グ リッドに位置する狽J柱式南北棟建物。22号住居跡及び16号掘立柱建物と重複しており、新

旧関係は22号住居跡より古く、16号掘立柱建物とは判然としない。平面形式は桁行 3間 (5,85m)、 梁間 2

間 (4.20m)で、棟方向は N-10°一Wを示す。柱掘形は長方形を意図して掘られているが不整形で、規模は

長径0.50～ 0.85m、 短径0.42～ 0.58m、 深さ0.22～ 0.55mである。柱間寸法は桁行、梁間とも不揃いである。

遺物は須恵器蓋が出上した。

16号掘立柱建物 (第76図 表79)

Lllグ リッドに位置する側柱式南北棟建物。22号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が古い。平面

形式は桁行 3間 (5.85m)、 梁間 2間 (3.60m)で、棟方向は N-8°一Wを示す。柱掘形は略方形平面を呈し、

規模は長径0,75～ 1.10m、 短径0.50～ 1.00m、 深さ0.25～ 0,70mで ある。柱間寸法は桁行1.95m(6.5尺 )、

梁間1.80m(6尺 )の等間である。

第76図  15。 16・ 17・ 18。 19。 20号掘立柱建物

17号掘立柱建物 (第76図 表79)

J・ Kllグ リッドに位置する側柱式南北棟建物。20号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は判然とし

ない。平面形式は桁行 3間 (5。 85m)、 梁間 2間 (3.60m)で、棟方向は N-10°―Wを示す。棟筋は南北の中

軸線から東へ0,60m寄 っており、北妻側の棟柱は妻側面から約0.30mタト側にタトれている。したがって、近接

棟持柱建物と考えられる。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0.65～ 0.85m、 短径0.4～ 0.55m、 深さ

0.23～ 0.35mである。柱間寸法は桁行1.95m(6.5尺 )、 梁行1.80m(6尺)の等間である。

18号掘立柱建物 (第76図 表79)

」。Kllグ リッドに位置する。総柱建物として復元した。19。 20号掘立柱建物と重複しているが、新旧関

係は判然としない。平面形式は東西 3間 (5,40m)、 南北 3間 (5.85m)で、南北軸はN-5° Wを示す。柱

掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0.85～ 1.28m、 短径0.52～ 0.65m、 深さ0,27～ 0.53mで ある。柱間

寸法は僅かにバラツクが東西1.80m(6尺 )、 南北1.95m(6.5尺 )を基本としている。
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19号掘立柱建物 (第 76図 表79)

Kllグ リッドに位置する側柱式南北棟建物。西柱筋が18号掘立柱建物の棟筋及び20号掘立柱建物の西柱筋

と重複しているが、新旧関係は判然としない。平面形式は桁行 3間 (6.30m)、 梁間 2間 (4.20m)で、棟方

向はほぼ正方位を示す。柱掘形は略方形平面を呈し、径0.45～ 1。 lm、 深さ0.25～ 0.53mである。柱間寸法

は不揃いであるが、各総長を等分すると桁行、梁間とも約2.10m(7尺)と なる。

20号掘立柱建物 (第76図 表79)

Kllグ リッドに位置する側柱式南北棟建物。平面形式は桁行 3間 (6.30m)、 梁間 2間 (3,30m)で、棟方

向は N-3°一Eを示す。南妻側の中央柱が妻側面から約0.80m外側に外れており、独立棟持柱建物として復

元可能である。柱掘形は略方形平面を呈し、規模は径0.5～ 0.65m、 深さ0。 18～ 0.32mで ある。柱間寸法は

僅かに振れがあるものの、桁行2.10m(7尺 )、 梁間1.65m(5.5尺 )と なっている。

57号掘立柱建物 (第77図 表80)

JoK9グ リッドに位置する側柱式建物で、南北軸

は N-5°―Eを示す。24号住居跡と重複 しているが、

新旧は判然としない。平面形式は桁方 2間 (3.90m)で

あり、南面の中央柱が確認されていない。柱間寸法は

1.95m(6.5尺)の等間である。柱掘形は略長方形平面

を呈し、規模は長径0,72～ 1.65m、 短径0.65～ 1.15m、

深さ0.45～ 0。 55mである。東側の柱掘形は外方向に長

く掘り込まれ、柱位置は内側に寄った位置に建てられ

ている。

21号掘立桂建物 (第77図 表79)

J・ K10グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。22

号掘立柱建物及び24号住居跡と重複しており、新旧関

係は24号住居跡より古く、22号掘立柱建物とは判然と

しない。平面形式は桁行 3間 (5。 85m)、 梁間 2間

(4.50m)で、棟方向はN-5° Wを示す。柱掘形は略
目立 方形平面で、規模 は径0,43～ 0.78m、 深 さ0.22～

0.63mである。柱間寸法は不揃いである。

22号掘立柱建物 (第77図 表80)
上

J・ K10グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。24

号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が古い。

平面形式は桁行 4間 (7.20m)、 梁間 2間 (4.20m)で、棟

方向は N-3° Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、

両妻側の隅柱は内方向に「ハの字」状に開き、規模は長

径0。 68～ 1。 10m、 短径0.55～ 0.83m、 深さ0.55mである。

柱間寸法は北妻側の中央柱が0。 30m西側に寄っている

他は、桁行1.80m(6尺 )、 梁間2.10m(7尺 )の等間で

ある。
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第77図 21・ 22・ 57号掘立柱建物



0                            4m

第 78図  23・ 24・ 25・ 26号掘 :立柱建物

26号掘立柱建物 (第78図 表80)

23号掘立柱建物 (第78図 表80)

K・ L10。 11グ リッドに位置する側柱式南

北棟建物。24号掘立柱建物と重複しているが、

新旧関係は判然としない。平面形式は桁行 3

間 (6.75m)、 梁間 2間 (4.20m)で、棟方向

は N-3° Wを示す。柱掘形は略長方形平面

を呈し、長径0,95～ 1.15m、 短径0.7～ 0.85m、

深 さ0.55m前後である。柱 間寸法は桁行

2.25m(7.5尺 )、 梁行2.10m(7尺)の等間

である。

24号掘立柱建物 (第78図 表80)

K・ L10。 11グ リッドに位置する側柱式南

北棟建物。平面形式は桁行 3間 (6.30m)、

梁間 2間 (4.80m)で 、棟方向は N-6° W

を示す。北妻側の中央柱が妻側面から外方向

へ0.30m外れており、片面近接棟持柱建物と

して復元される。柱掘形は略長方形平面を呈

し、規模は長径0.90～ 1.10m、 短径0.75～

0。 95m、 深さ0.3～ 0。 45である。柱間寸法は

桁行2,10m(7尺 )、 梁行2.40m(8尺)の等

間である。

25号掘立柱建物 (第78図 表80)

KoL9。 10グ リッドに位置する側柱式南

北棟建物。26号掘立柱建物と重複しているが、

新旧関係は判然としない。平面形式は桁行 3

間 (5.85m)、 梁間 2間 (4.20m)で、棟方向

はほぼ正方位を示す。北妻側の中央柱は妻側

面から外側へ1.20m外れており、片面独立棟

持柱建物として復元される。柱掘形は略方形

平面を呈 し、規模は径0.65～ 0.9m、 深 さ

0.25～ 0,35で ある。柱間寸法は桁行1.950m

(6.5尺 )、 梁間2.10m(7尺)の等間である。

K・ L9グ リッドに位置する側柱式南北棟建物で、東平側に庇が付 く。母屋は桁行 3間 (6.75m)、 梁間 2

間 (4.20m)で、棟方向は N-5°一Eを示す。柱掘形は母屋で略長方形平面、庇で円形平面を呈し、規模は母

屋が長径1.1～ 1.35m、 短径0.6～ 0。 85m、 深さ0.3～ 0.65m、 庇が径0,3～ 0.6m、 深さ約0.25mで ある。柱間

寸法は桁行2.25m(7.5尺 )、 北妻側2.10m(7尺)の等間であり、南妻側の中央柱は西側にO.3m寄 って建て

られている。



27号掘立柱建物 (第79図 表80)

K・ L8・ 9グ リッドに位置する側柱式

南北棟建物。28号掘立柱建物と面的に重複

しているが、新旧関係は判然としない。28

号掘立柱建物と別建物として取り扱つたが、

位置関係から同建物の入側柱とも推察され

る。平面形式は東西 2間 (3.60m)、 南北

1間 (4.20m)と 考えたが、北面に中央柱

が無い。

23号掘立柱建物 (第79図 表80)

K・ L8。 9グ リッドに位置する側柱式

南北棟建物。西側に庇の可能性がある柱穴

列が確認されているが、柱痕位置が母屋柱

位置と対応 していない。母屋は桁行 4間

(7.00m)、 梁間 2間 (4.80m)で、棟方向

は N-3°一Wを示す。柱掘形は略長方形平

面を呈し、規模は長径0。 75～ 1.32m、 短径

0.45～ 1.Om、 深さ0.15～ 0.55mで ある。

柱間寸法は桁行、梁間とも不揃いである。

29号掘立柱建物 (第79図 表80)

K・ L7・ 8グ リッドに位置する側柱式

南 北 棟 建 物。 平 面 形 式 は桁 行 4間

(7.20m)、 梁間 2間 (4.20m)で、棟方向

は N-3°一Wを示す。柱掘形は略方形平面

を呈し、規模は径0,62～ 1.15m、 深さ0,18

～0.35である。柱間寸法は不揃であるが、

各総長を等分すると桁行、梁間とも2.10m

(7尺)と なる。



30号掘立柱建物 (第80図 表80)

I o J13。 14グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。31号掘立柱建物及び15号住居跡と重複しているが、新

旧関係は判然としない。平面形式は桁行 3間 (6.30m)、 梁間 2間 (4.20m)で、棟方向はN82° Eを示す。

柱掘形は略方形平面を呈し、規模は径0.45～ 0。 85m、 深さ0.25m前後である。柱間寸法は僅かにバラツクが

桁行、梁間とも2.10m(7尺)を基準としている。

31号掘立柱建物 (第80図 表80)

I・ J13。 14グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。北西隅柱が14号住居跡と重複しているが、新旧関係は

判然としない。平面形式は桁行 3間 (5,40m)、 梁間 2間 (4.50m)で、棟方向はN-3°―Eを示す。柱掘形

は略長方形平面を呈し、規模は長径0.45～ 0,74m、 短径0.60～ 0.35m、 深さ0.15～ 0.28mである。柱間寸法

は僅かにバラツクが桁行1.80m(6尺)、 梁間2.25m(7.5尺 )と なる。

0                         4m

第80図 30・ 31号掘立柱建物

32号掘立柱建物 (第 81・ 89図 表80 図版26)

H12グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。33・ 34号掘立柱建物及び19号住居跡と重複しており、新旧関

係は19号住居跡と34号掘立柱建物より古 く、33号掘立柱建物より新しい。平面形式は桁行 4間 (7.20m)、

梁間 2間 (5。 10m)で、棟方向はN-4° Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、長径0.82～ 1.32m、 短径

0.72～ 0.85m、 深さ0.42～ 0.53mである。柱間寸法は不揃いであるが、各総長を等分すると桁行1.80m(6

尺)、 梁間2.25m(8.5尺 )と なる。遺物は須恵器杯、土師器奏が出土した。
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33号掘立柱建物 (第 81・ 89図 表80)

H・ 112グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。32・ 34号掘立柱建物及び19号住居跡と重複しており、新

旧関係は本遺構が古い。平面形式は桁行 4間 (7.65m)、 梁間 2間 (4.85m)で、棟方向は N-8°「
Wを示す。

柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0,82～ 1.22m、 短径0。 70～ 0.85m、 深さ0.38～ 0。 75mである。柱

間寸法は僅かにバラツクが、桁行1.95m(6.5尺 )、 梁問2.40m(8尺)を基準としている。遺物は須恵器蓋

・椀 。郭が出土した。

34号掘立柱建物 (第81図 表80)

H・ 112グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。32・ 33・ 35号掘立柱建物及び19号住居跡と重複関係にあ

り、新旧関係は19号住居跡より古く、32・ 33号掘立柱建物より新しく、35号住居豚とは判然としない。両妻

側の中央柱は妻側面から1,75m外側に出ており、独立棟持柱建物として復元される。平面形式は桁行 4間

(7.00m)、 梁間 2間 (4.80m)で、棟方向はほぼ正方位を示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径

0.88～ 1.05m、 短径0.65～ 0。 82m、 深さ0.28～ 0.55mである。柱間寸法は不揃いである。

35号掘立柱建物 (第81図 表80)

111・ 12グ リッドに位置する側柱式東西棟建物で、棟方向は N80° Eを示す。北東隅柱が45号住居跡の床

下から検出されており、45号住居跡より古い。平面形式は桁行 3間 (7.60m)、 梁間 2間 (4.30m)と 図示し

たが不明瞭であり、桁行は4間の可能性もある。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0.72～ 0。 95m、

短径0.45～ 0.55m、 深さ0.20～ 0.45mである。柱寸法は不揃いである。

第31図  32・ 33・ 34・ 35。 37号掘立柱建物

伸 ,②◎◎
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36号掘立柱建物 (第82図 表80)

I・ Jllグ リッドに位置する。東西 2間 (9。 25m)、 南北 1間 (2.10m)側柱式東西棟建物として復元したが

不明瞭な遺構であり、東西軸はN87° Eを示す。柱掘形は円形もしくは略長方形に掘り込まれており、規

模は径0.55～ 0.92m、 深さ0.25～ 0.32mである。

37号掘立柱建物 (第82図 表80)

H12グリッドに位置する。東側柱列 (3間)のみが確認されており、一連の柱穴は西側調査区外へ延びて

いると考えられる。柱穴列は総長5.40mを測 り、主軸はN-3°一Eを示す。柱掘形は南隅柱が精円平面、他

は略方形平面を呈し、規模は南隅柱が長径1.25m、 短径0.85m、 深さ0.55m、 他は径0.68～ 0.75m、 深さ0。 38

～0.62mである。柱間寸法は1.80m(6尺)の等間である。推定ではあるが桁行 3間、梁間 2間の側柱式南

北棟建物跡であろう。

第82図 36号掘立柱建物

38号掘立柱建物 (第 83・ 79図 表80 図版26)

G o Hllグ リッドに位置する。東側柱列 (3間)のみが確認されており、一連の柱穴は西側調査区外へ廷

びていると考えられる。柱穴列は総長5.55mを測り、主軸はN-3°一Wを示し、41号掘立柱建物と柱筋を揃

えている。柱掘形は略方形平面を呈し、規模は長径0.95～ 1.15m、 短径0.68～ 0.90m、 深さ0.28～ 0.40mで

ある。柱間寸法は不揃いである。推定ではあるが桁行 3間、梁間 2間の側柱式南北棟建物であろう。遺物は

土師器甕が出土した。

39号掘立柱建物 (第83・ 79図 表80 図版26)

H10。 11グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。40・ 45号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は判然

としない。北妻側の中央柱は柱筋から内側に柱 1本分外れているが、柱材の曲がりゆえと思われる。平面形

式は桁行 3間 (6.55m)、 梁間 2間 (4.80m)で、棟方向はN12°―Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、

規模は長径0.95～ 1.12m、 短径0。 45～ 0。 85m、 深さ0.40～ 0.78mである。柱間寸法は桁行、梁間とも不揃い

である。遺物は須恵器蓋が出土した。

40号掘立柱建物 (第83,79図  表80 図版26)

H10。 11グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。45号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は判然とし

ない。平面形式は桁行 4間 (8,10m)、 梁間 2間 (4.45m)で、棟方向は N-13生 wを示す。柱掘形は長方形

を意図して掘られているが不整形であり、南妻側の隅柱は内側に「ハの字」状に開いている。規模は長径

0。 78～ 1.35m、 短径0.62～ 0。 93m、 深さ0.52～ 0.82mである。柱間寸法は桁行、梁間とも不揃いである。遺

物は須恵器杯・椀が出土した。



41号掘立柱建物 (第83・ 89図 表80 図版26)

G10グ リッドに位置する南北 3間 (6.00m)、 東西 1間 (1,70m)以 上の側柱式南北棟建物。主軸は N―

3°―Wを示し、東柱筋は38号掘立柱建物の東柱筋に揃う。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は径0,95～

1.10m、 短径0.55～ 0.63m、 深さ0.55～ 0,75mである。柱間寸法は2.00mを基本に、前後に僅かに振れてい

る。遺物は須恵器蓋が出上した。
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42号掘立柱建物 (第 83・ 79図 表80 図版26)

110。 11グ リッドに位置する側柱式東西棟建物で、南側に庇が付く。母屋は桁行 3間 (5,05m)、 梁間1間

(4.00m)で、主軸は N82° Eを示す。柱掘形は略方形平面を呈し、規模は径0.82～ 1.15m、 深さ0.25～

0.48mである。柱間寸法は不明瞭で、庇の出は0.55mと 小さい。遺物は須恵器皿が出土した。

甘ヽ

∞
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43号掘立柱建物 (第84。 79図 表80 図版26)

IJ10。 11グ リッドに位置する側柱式建物で、東西軸は N-5°一Wを示す。44号掘立柱建物と重複しており、

新旧関係は本遺構が新しい。平面形式は東西 2間 (3.60m)、 南北 1間 (3.90m)で、東西の柱間寸法は揃わ

ない。柱掘形は略方形平面を呈し、規模は0.83～ 0.95m、 深さ0.25～ 0.姓 3mである。遺物は須恵器盤・短頸

重が出土した。

44号掘立柱建物 (第84・ 79図 表80 図版26)

110。 11グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。42・ 46号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構

が古い。平面形式は桁行 3間 (7.00m)、 梁間 2間 (4.80m)で、棟方向は N79°―Wを示す。柱掘形は長方

形平面を呈し、規模は長径0,95～ 1,32m、 短径0.58～ 0,78mである。柱間寸法は桁行は不揃であるが、梁間

は2.40m(8尺)の等間である。遺物は須恵器盤、土師器甕が出土した。

第34図  42・ 43・ 44・ 46号掘立柱建物

45号掘立柱建物 (第83・ 79図 表80 図版26)

H10。 11グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。39。 40号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は判然

としない。屋内棟通り中央付近に棟持柱 1本が検出されており、屋内棟持建物として復元される。平面形式

は桁行 4間 (7.80m)、 梁間 2間 (4.80m)で、棟方向は N-10° Eを示す。柱掘形は南西隅柱が整った長方
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形を呈するが他は不整形であり、規模は長径0.82～ 1.30m、 短径0,75～ 0.85m、 深さ0.45～ 0。 70mである。

柱問寸法は桁行、梁間とも不揃いである。遺物は土師器甕が出土した。

46号掘立桂建物 (第 84・ 79図 表80 図版26)

H・ IH。 12グ リッドに位置する側柱式南北棟建物。44号掘立柱建物と重複しており、新旧関係は本遺構

が新しい。平面形式は桁行 3間 (5.10m)、 梁間 2間 (3.60m)で、棟方向はN-5° Wを示す。柱掘形は略

長方形平面を呈し、規模は長径0.82～ 1.32m、 短径0.65～ 0.80m、 深さ0.40～ 0。 78mである。柱間寸法は桁

行1.70m、 梁間1.80m(6尺)の等間である。遺物は須恵器郭が出土した。

47号掘立柱建物 (第 85・ 79図 表80 図版26)

I・ J9・ 10グ リッドに位置する偵↓柱式南北棟建物。平面形式は桁行 3間 (5,40m)、 梁間 2間 (3.90m)で、

棟方向はN-5° Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0,95～ 1.32m、 短径0,78～ 0.85m、 深

さ0.30～ 0。 45mである。柱間寸法は僅かにバラツクが、桁行1.80m(6尺 )、 梁間1.95m(6.5尺 )を基本と

する。遺物は須恵器皿が出土した。

48号掘立柱建物 (第85・ 79図 表80 図版26)

G・ H9グリッドに位置する南北棟建物。46号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が古い。柱位置が

捉えきれず定かではないが、平面形式は桁行 3間 (6.90m)、 梁間 2間 (4.80m前後)で、棟方向はN-7° W

第85図 47・ 48号掘立柱建物
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と推察される。柱掘形は略方形平面を呈 し、規模は長径 0。 95～ 1.45m、 短径0.55～ 0.75m、 深さ0.55～

0,78mである。柱間寸法は桁行、梁間とも不明である。遺物は須恵器郭・蓋・高杯・鉢、土師器皿が出土した。

49号掘立柱建物 (第 86・ 90図 表80 図版26)

I・ H8。 9グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。50。 51・ 52号掘立柱建物と重複しており、新旧関係

は本遺構が古い。平面形式は桁行 5間 (10,00m)、 梁間 3間 (6.15m)で、棟方向は N-85°―Wを示す。柱掘

形は略方形平面を呈し、規模は径0。 93～ 1.25m、 深さ0.55～ 0.85mである。柱間寸法は桁行、梁間とも不揃

いであるが、桁行は2,00mを境に前後に振れている。遺物は須恵器盤が出土した。

50号掘立柱建物 (第 86・ 90図 表80 図版26・ 29)

H o18・ 9グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。49・ 51・ 52号掘立柱建物と重複しており、新キ日関係

は49号掘立柱建物より新しく、他とは判然としない。平面形式は桁行 3間 (6.65m)、 梁間 2間 (4.80m)で、

棟方向は N-83°―Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0,95～ 1.32m、 短径0,65～ 0,93m、 深

さ0。 32～ 0,70mで ある。柱間寸法は不揃いであり、桁行中央を1.95m(6.5尺 )と 両脇より0。 35～ 0。 40m狭

めている。遺物は須恵器郭・蓋が出土した。

51号掘立柱建物 (第86図 表80 図版26)

I・ J8・ 9グ リッドに位置する側柱式南北棟建物で、南妻側の中央柱が確認されていない。50・ 52号掘立

柱建物及び48号住居跡と重複しており、新旧関係は判然としない。平面形式は桁行 3間 (5.85m)、 梁間 2

間 (4.80m)で、棟方向は N-8° Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0.85～ 0,98m、 短径

第86図  49・ 50・ 51・ 52号掘立柱建物・ 2号柵列
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0.62～ 0.72m、 深さ0.42～ 0.55mである。柱間寸法は桁行は不揃いであるが、梁間は2.40m(8尺)の等間

ではなかろうか。遺物は須恵器郭が出土した。

52号掘立柱建物 (第86図 表80)

I・ 」9グリッドに位置する側柱式東西棟建物。49・ 50・ 51号掘立柱建物及び48号住居跡と重複しており、

新旧関係は49号掘立柱建物より新しく、他とは判然としない。南平側から1.30m離れた位置に、塀と考えら

れる 1条の柱列 (2号柵列、 4間・9.62m)が確認された。平面形式は桁行 4間 (8.40m)、 梁間 2間 (4.95m)

で、棟方向はN81° Eを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0.65～ 1.10m、 短径0.55～ 0.81m、

深さ0。 32～0.82mである。柱間寸法は桁行2.10m(7尺 )、 梁間1.65m(5.5尺 )の等間である。

53号掘立柱建物 (第 87・ 90図 表80 図版26)

G・ H8グ リッドに位置する側柱式南北棟建物で、南妻側の中央柱は不明である。56号掘立柱建物と重複

しているが、新旧関係は判然としない。平面形式は桁行 3間 (5.10m)、 梁間 2間 (3.90m)で、棟方向は

N-5° Wを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0,92～ 1.36m、 短径0.57～ 0.73m、 深さ0.52～

0.58mである。柱間寸法は桁行、梁間とも不揃いである。遺物は土師器甕、須恵器鉢が出土した。

54号掘立柱建物 (第87図 表80)

17・ 8グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。49号住居跡と重複しているが、新旧関係は本遺構が新し

い。南東隅柱は東柱筋から大きく外れ、各柱間寸法も不揃いである。平面形式は桁行 3間 (6。 75m)、 梁間

2間 (4.00m)で、棟方向は N-82°―Eを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0。 75～ 1.25m、 短

径0.55～ 0.85m、 深さ0。 25～ 0.43mである。柱位置が明瞭に捉えられていないため定かではないが、平側の

一部には柱間に浅い溝が掘り込まれており、「溝持ち」の手法が用いられている可能性がある。

0                 4m

第87図 53・ 54・ 56号掘立柱建物
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55号掘立柱建物 (第88・ 90図 表80 図版26・ 29)

IoJ6・ 7グ リッドに位置する側柱式東西棟建物。南妻側の中央柱が確認されておらず、西妻側の中央柱

は妻側面から柱 1～ 2本分外側に外れている。この外れは柱材の曲がりゆえとも思われるが、可能性として

は片面近棟当持柱建物とも思われる。平面形式は桁行 3間 (4.80m)、 梁間 2間 (3.60m)で、棟方向は

N-82°一Eを示す。柱掘形は略長方形平面を呈し、規模は長径0.85～ 1.12m、 短径0,75～ 1.05m、 深さ0.40～

0.55mである。柱間寸法は桁行は不揃いであるが、梁間は1.80m(6尺)の等間である。遺物は土師器郭、

須恵器鉢が出上した。

56号掘立桂建物 (第87図 表80)

G・ H8グリッドに位置する側柱式南北棟建物。53号掘立柱建物と重複しているが、新旧関係は判然とし

ない。平面形式は桁行 3間 (5。 15m)、 梁間 2間 (3.85m)で、棟方向はN-7°一Wを示す。柱掘形は略長方

形平面を呈し、規模は長径0。 95～ 1.33m、 短径0。 55～ 0.98m、 深さ0。 38～ 0.55mである。柱間寸法は不揃い

である。
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遺物

遺物は全て柱掘形から出土したものであり、量的には僅かであった。しかし、建物跡の機能年代の上限を

知り得る貴重な資料である。
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第89図 掘立柱建物出土遺物(1)

7掘 -1

32掘 -1

33掘 -1

33掘-4

38掘-1

44掘 -1

47掘 -1

48掘 -4
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10cm

第90図 掘立柱建物出土遺物(2)
表53 7号掘立柱建物出土遺物観察表

表54 9号掘立柱建物出土遺物観察表

表55 11号掘立柱建物出上遺物観察表

51住 -1

一

=

一 甕
曼 こ 子

と

55住 -1
55t主 -2

番号
類

種

種

器

出 土
レベ ,レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑪雛成

残存状態

備  考
ユ 土師器

郭

ロ ー

底 (8.0)

島 一

外面 体部下位横位箆削り、底部一方向
手持ち箆削り。

内面 箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、白色粒、雲

母 ②橙色～黒色
⑪醸イレ焔

底部1/4残存①

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 器

壷

恵

頸

須

短

口 10.0

底 ―

高 ―

面

面

外

内

胴部幌櫨整形。

胴部墟櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②灰色～灰黄色

③酸化焔気味

口縁部1/4残存。

番号
類

種

種

器

土

ルべ

出

レ

計波1値

`cm)

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

盤

口 (22.2)

底 (138)

高 4.7

外面 体部機櫨整形、底部回転箆削り。
内面 体部機櫨整形。

母奎
玄
粒

　

焔

砂

色

元

細

灰

還

①

②

③

1/3残存。

表56 13号掘立柱建物出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル 紳ぐｃｍ，

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑥棒成

残存状態

備  考
ユ 須恵器

郭

口 (134)

底 8.2
高 4.1

外面 体部槻櫨整形、下位横位箆削り、
底部回転箆切り後手持ち箆削り。

内面 体部乾櫨整形。

①細砂粒、自色粒、雲

母 ②灰色
③還元焔

2/5残存。

番号
類

種

種

器

土

ルべ

出

レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥艤成

残存状態

備  考
l 須恵器

蓋

一　

一　

一

口
紐

高

外面 体部槻櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部嘘lP4整形。

①細砂粒、白色粒

②灰色

⑥還元焔

天丼部破片。

外面に墨書。

表57 15号掘立柱建物出土遺物観察表



表58 32号掘立柱建物出土遺物観察表

表59 33号掘立柱建物出土遺物観察表

表60 38号掘立柱建物出上遺物観察表

表61 39号掘立柱建物出土遺物観察表

表62 40号掘立柱建物出土遺物観察表

表63 41号掘立柱建物出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測 値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

郭

口 (14.0)

底 ―

高 ―

面

面

外

内
体部嘘lFH整形。

体部襲櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②灰色

③還元焔

口縁部破片。

土師器

奏

口 (17.0)

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部箆撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部横位箆撫で。

①細砂粒、白色粒、雲
母 ②橙色
③普通

口縁部～胴部上

位1/8残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

蓋

口 14.4

紐 ―

高 23

外面 外部嘘櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、黒
色鉱物粒、礫
②灰責色 ③還元焔

1/4残 存。天丼

部内面 に墨書

「 ↑Jか。
2 須恵器

婉

ロ ー

底 一

高 一

外面 嘘櫨整形、高台貼付後回転撫で。
内面 嘘櫨整形。

①細砂粒、白色粒、黒

色鉱物粒、礫

②灰責色 ③還元焔

底部破片。

3 須恵器

郭

ロ ー

底 (7.5)

R―

外面 体部幌櫨整形、下位手持ち箆削り、
底部一方向手持ち箆削り。

内面 幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒
②灰色

③還元焔

底部1/6残存。

4 須恵器

郭

ロ ー

底 (8.5)

局 一

外面 体部幌櫨整形、底部箆切 り後手持ち
箆削り。

内面 幌櫨整形。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色

③還元焔

1/5残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

討測イ画

(cm)
成・整形技法の特徴

生

成

胎

焼

①

③
②色調 残存状態

備  考
1 土師器

甕

口 (20.0)

底 一

高 一

面

面

外

内

口縁部横撫で、胴部箆削り①

胴部横位箆撫で。

①細砂粒、雲母、石英
②橙色

③普通

胴部上位一口縁

部1/5残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態

備  考
ユ 須恵器

蓋

一　

２

　

一

口
紐

高

外面 体部幌櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部嘘lFH整形。

①細砂粒、白色粒
②灰色

③還元焔

1/4残 存。口縁

部に欠損。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥雛成

残存状態

備  考
1 須恵器

郭

口 (128)

底 (5,8)

高 4,0

外面 体部税櫨整形、下位横位箆削り、底
部手持ち箆削 り。

内面 体部槻櫨整形。

①細砂粒、白色粒
②灰色

⑥還元焔

ユ/4残存。

2 器

杯

恵

台

須

高

ロ ー

底 (10.0)

島 一

外面 体部幌櫨整形、底部回転箆切り。
内面 体部幌櫨整形、底部高台貼付時撫
<S。

①細砂粒、白色粒、石英
②灰色

③還元焔

下位1/4残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

蓋

口 (14.2)

紐 1.6
高 3.4

外面 体部幌櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部碗墟整形。

①細砂粒、自色粒、雲
母、礫 ②灰色
⑥還元焔

1/3残存。

番号
類種

器 種

出 土
レベル

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
] 須恵器

皿

ロ ー

底 11.0

高 ―

外面 体部嘘lPH整形。
内面 体部幌櫨整形、底部高台貼付時撫
<S。

①細砂粒、自色粒

②灰色

③還元焔

体部～高台1/8

残存。

表64 42号掘立柱建物出土遺物観察表



表65 43号掘立柱建物出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

土

ルべ

出

レ

計測値

(cm)
成 。整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

娠存状悪

備  考
1 祭思器

高盤
一　
一　
一

口

底

高

画

面

外

内
魏櫨整形。

機櫨整形。

(④細砂粒、白色粒

l②灰色

③還元焔

郭部1/5残存。

2 須恵器

短頸壷

口 (3.4)

底 ―

高 ―

面

面

外

内

胴部機櫨整形。

胴部機鑢整形。

l③細砂粒、白色粒

②灰色

③還元焔

口縁部～胴部上

位1/4残存。

表66 44号掘立柱建物出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル 紳くｃｈ，

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
⑥IIk4成

娠存状悪

備  考
1 須恵器

盤

ロ ー

底 (14.0)

島 一

外面 体部機櫨整形、下位右回転箆削り、
底部右回転箆削り。

内面 競櫨整形、高台貼付時撫で。

l①細砂粒、白色粒、雲

母 ②灰色
③還元焔、やや軟質

体部～高台1/6

残存。

2 土師器

甕

一　

７

　

一

口
底

高

胴部下位横位箆削り。

胴部箆撫で。

面

面

外

内

①細砂粒、自色粒、雲

母 ②灰黄褐色～橙色
③普通

胴部下位―底部

残存。底部に本

葉痕。

45号掘立柱建物出土達物観察表

46号掘立柱建物出土違物観察表

表69 47号掘立柱建物出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(c4)
成 ●整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

態

考緋
残

備

l 土師器

甕

口 (15.6)

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、胴部撫で。
内面 口縁都横撫で、胴部箆撫で。

∪測炒柾、日色柾、礫

②橙色

⑥普通

口縁部1/4残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レ了ミル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥燐成

残存状態

備  考
1 須恵器

杯

口 (11.6)

底 (6.6)

高 3.5

外面 体部機櫨整形、下位横位右回転箆
削り、底部一方向手持ち箆肖1り 。

内面 体部磁鑢整形。

①細砂粒、自色粒、黒

色粒、雲母

②橙色 ③還元焔

1/6残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル 紳でｃｍチ

成・整形技法の特徴
①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

皿

ロ ー

底 (12.8)

高 ―

外面 体部墟鑢整形、下位横位右回転箆
削り、底部一方向手持ち箆削り。

内面 体部墟嬢整形、高台貼付時撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰色～灰黄褐色
⑥深元焔

底部1/4残存。

表70 48号掘立柱建物出土遺物観察表

番号
類
種
種
器

出 土
レベル

計測値
(cm)

成 。整形技法の特徴
①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

蓋

口
紐

高

外面 体部磯櫨整形、天丼部右回転箆削
り。

内面 体部襲轄整形。

①細砂粒、自色粒、雲母

②灰色

③還元焔

1/3残存。

2 須恵器

高郭

一　

一　

一

口
底

高

脚都穣櫨整形。

脚部磁櫨整形。

画

面

外

内

①細砂粒、白色粒

②灰色

③還元焔

脚部残存。

3 土師器

皿

一　
　
ハ」ぃ】▼
　　一

口

底

高

体部軽軽整形、底部回転撫でも

箆磨き後黒色処理、底部高台貼付
で

頻
鰤
轍

①細砂粒、自色粒、雲母

②にぶい橙色～黒色
⑥酸イ脇笞

底部残存。

4 須恵器

鉢

３Ｇ

一
　

一

口

底

高

体部機櫨整形。

体部鞭櫨整形。

面

面

外

内

①細砂粒、雲母、石英

②黒褐色
③還元焔

口縁都1/7残存。
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表71 49号掘立柱建物出土遺物観察表

表72 50号掘立柱建物出土遺物観察表

表73 51号掘立柱建物出土遺物観察表

表74 53号掘立柱建物出土遺物観察表

表75 55号掘立柱建修出土遺物観察表

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

討測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 イЭ色調
⑥Jk4成

残存状態

備  考
1 須恵器

盤

口(16.5)

底 ―

高 ―

面

面

外

内
体部朝轄整形。

体部機鑢整形。

①細砂粒、自色粒

②灰色
⑥揆元焔

口縁部1/8残存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベジレ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

杯

ロ ー

底 (9.2)

島 一

外面 体部機櫨整形後、下位横位箆削り、
底部手持ち箆削り。

内面 体部機櫨整形。

①細砂粒、自色粒

②褐灰色

③酸化焔

底部破片。外面

に墨書。

2 須恵器

蓋

口 12,0

紐 3.0
高 2,6

体部墟輯整形。

体部機鑢整形。

画

面

外

内
①畑砂粒、白色粒、礫

②灰色

③還元焔

口縁部一部欠

損。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成|・ 整形技法の特徴

①胎土 ⑫色調
⑥峰成

残存状態

備  考
1 須恵器

イ

口(13.Ol

底 (7.0)

高 4.8

外面 体部機櫨整形、下位横位髭削り、
底部手持ち箆削り。

内面 体部機櫨整形。

自色粒

蝉蝉蜘

2/5残存。

番号
類

種

種

器

土

ルベ

出

レ

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
⑥焼成

残存状態

備  考
l 土師器

甕

口 20.4

底 ―

高 一

外面 口縁部横撫で。
内面 口縁部横撫で、胴部撫で。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰褐色～にぶい赤褐
色 ③普通

口縁部一部残

存。

2 須恵器

鉢

口 27.0

底 ―

高 ―

外面 口縁部横撫で、体部平行叩き。
内面 体部磁櫨整形。

①綱砂粒、礫、雲母

飯 色

③還元焔

口縁部一部残

存。

番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(tml
成 。整形投法の特徴

①胎土 ②色調
⑥焼成

態

考

状琳
備

1 土師器

郭

ロ ー

底 6.2
高 (1.3)

面

面

外

内
体部機櫨整形、底部一方向箆削り。

底部箆磨き後黒色処理。

①細砂粒、自色粒、褐

色鉱物粒、礫②橙色
⑥酸イ監Jkt

底部ユ/2残存。

2 須恵器

鉢

ロ ー

底 14.4

高 一

外面 然都下位横位箆肖Jり 、底部器面の
荒れにより不明瞭。

内面 体部箆磨き。

①細砂粒、白色粒、雲母

②灰黄色～灰白色
⑥酸イ監焔気昧

下位1/4残存。



3.濤

1号濤 (第91図 図版18・ 26・ 29)

調査区域の南東縁に位置し、地形の傾斜変化点に沿って構築されている。 2号濤と並走しており、 2号濤

との相互関連が窺われる。規模は長さ24.50m、 幅0.72～ 1.20m、 深さ0.20～ 0.45mで、埋土は 3層 に分層可

能な自然堆積土である。推測ではあるが本構は、本来は 2号濤と共に台地の周縁を大きく囲続していたので

はなかろうか。遺物は須恵器杯・短頸重が出土している。

2号溝 (第91図 図版18)

1号濤の内側に構築されており、 1号濤との距離は内寸で1.85～ 2.45mである。規模は 1号濤より小さく

掘り込まれており、長さ21.20m、 幅0.42～ 0.95m、 深さ0.23～ 0,35mである。また、構の中央北寄りに、幅

約1.20mの掘り残し部分 (土橋 ?)が認められた。遺物は無かった。

生 L=2380m123  二   生
L=2380m
1234

0                    2m

l溝

第91図  1・ 2号溝 。出土遺物

1号溝
1.褐色土

2 褐色土
3 黒褐色土

ローム粒子・ロームプロック
を含む。
ローム粒子、焼土粒子を少量含む。
ローム粒子、ロームブロックを
少量含む。

2号溝
1 暗褐色土 ローム粒子を多量に含む。
2.褐色土  ローム粒子・ロームプロック

を含む。
3.褐色土  ローム粒子を少量含む。
4.黒褐色土 口,ム粒子を少量含む。

一　　一

1溝 -1



番号
類

種

種

器

出 土
レベル

計測値

(cm)
成・整形技法の特徴

①胎土 ②色調
③焼成

残存状態

備  考
1 須恵器

イ

日 (146)

底 9.5
高 4.6

外面 体部嘘櫨整形後下位横位箆削 り、
底部右回転箆切り後手持ち箆撫で。

内面 体部碗墟整形。

①細砂粒、白・褐色粒、
雲母 ②灰～灰責色
③還元焔

2/3残 存。底部

外面に焼成前の

線刻。

須恵器

郭

口 13.0

底 9.4
高 3.7

外面 体部碗櫨整形後下位横位箆削り、
底部回転箆切り後手持ち箆削り。

内面 体部墟櫨整形。

①細砂粒、白色粒

②にぶい橙～黒色

⑤酸化焔

ほぼ完形。

底部外面 に墨

書。

器

壺

恵

頸

須

短

口 5,1
底 5.6
高 6.7

外面 胴部機櫨整形、底部右回転箆切り。
内面 胴部税櫨整形。

①細砂粒、自・黒色粒

②灰色

③還元焔

完形。肩部に4

個の焼成前穿

子し。

表76 1号溝出土遺物観察表

4.井戸跡

1号井戸跡 (第92図 図版17)

調査区の北西縁に位置し、竪穴式住居や掘立柱建物が密集する区域から距離を隔ている。何れの井戸跡も

基底部までは掘 り切れていない。円筒形の素掘 り井戸で、規模は開口部径0.95m、 底部径0.62m、 深さ

1,95m以上を測る。遺物は無かった。

2号井戸跡 (第92図 図版17)

1号井戸跡から西側に約 3m離れた場所に基井されている。円筒形の素掘井戸で、規模は開口部0,85m、

底部径0.55m、 深さ1.34m以上を測る。遺物は無かった

3号井戸跡 (第92図 図版17)

2号井戸跡から南西方向に約13.5m離れた場所に基井されている。円筒形の素掘井戸で、規模は開口部径

0.85m、 底部径0.52m、 深さ1.85m以上を測る。遺物は無かった。

生◎
1井戸

○

上

2井戸
3井戸

0                                   3m

L=2510m L=2540m

第92図  1・ 2・ 3号井戸跡



表77 奈良 。平安時代住居跡一覧表 (1)
住居
番号

位  直
(グ リッド)

況  俣
長軸X短軸(m)、床面積(m2)

主軸方向
カマ ド

位 置
王狂

(本 )
周 溝

出入,ロピット
什  詈 備  考

1 L17 3.70〉く2 80、 10.36 N18° W Jr時 中央 全周 南壁中央 9世紀前半
2 K・ L15 3.30〉〈2.55、 8.40 N95°E 栞壁中央 西壁中央

】ヒ号享り

10世紀前半

3 3.25〉く2 75、 8 93 N9°E 北 壁 中 央 令サ吾| 南壁中央 9世紀前半
4 M N14 15 5.30〉〈3 74、 19,82 N18°W 北壁中央 6 北。南壁 51号住居 を切 り込んでいる。カ

マ ドの東脇 に土坑 を有す る。9
世紀後半

5 5.30)〈 5 10、 27 00 N6°E 】監啓 中央 4 全 周 8世紀後半
6 4.65〉〈4.60、 21.30 N7°W 北壁中央 4 全周 南壁中央 カマ ドの東脇に底部が平坦な

土坑を有するハ9世紀前半
7 3,75× 3.00、 11 30 N3° M′ 9世紀後半
8 3 95〉〈2,95、 11.60 N3°W 北壁中央と

市馨巾車

東・西・南壁 床 lEl中央付近から小鍛治跡を
検出ω9世紀前半?

9 L13・ 14 4.80〉〈4.30、 20 60 N15° Vヽ 北壁中央 4 全周 ? 南壁中央 11号住居に切 り込まれている。
9世紀前半

M N14 2.90〉く2.45、 7.10 N27° E
M13・ 14 4,75)(4 55、 21.60 N15° WV 北壁中央 9サ住居を切 り込んでいる。9世

紀後半
2 95〉(2.85、 8.40 N15° W 北壁中央 更・百 度 雨 壁 中 央 9世紀 前 半

H・ I 3.05)(2 95、 8.99 N14° M′ J監辱中央 南壁中央 9世紀後半
3.25〉〈2 95、 9 58 N12° M′ 北壁中央 全 周 南壁中央 31号掘立と重複関係にあるが、

新旧関係は判然としない。9世

紀前半
3.30× 230、 759 N7° Vヽ 北壁中央 30号掘立と重複関係にあるが、

新旧関係は判然としない。
3.30〉〈3.30、 14.4 N4° W 北壁中央 仝周 雨壁中央 31号掘立を切り込んでいる。主柱2

本を壁際に建てる。9世紀後半
N8°ⅥF 北壁中 南 呼 中 央 43号住居に切 り込まれている。

M10・ 11 Nl18°W 東 F_F中 大 きな首J半 を受けている
H112 3.30〉〈2.55、 8.4ユ N14° W 北壁中央 南壁中央 32～ 35掘立を切 り込んでいる。

9世紀後半
3 70〉〈2.45、 9,06 N2° E 北壁中央 南壁中央 35号掘立を切 り込んでいる。棚

状流設が付 く̂ 9世組後半?
4.10〉(3 55、 13.73 N12° Mア 北壁中央 2? 西。東壁 南壁中央 12号 掘立 を切 り込んでいる。9

世紀前半
Lll 5 05)〈 4,95、 25.99 N8°W 北壁中央

西寄 り

15,16サ 掘立 を切 り込んでし

る。10世紀前半
5。 15〉〈5 05、 26.00 N4° E 北壁中央 4 西 】と壁 南壁 中央 24号住居を切 り込んでいる。9

世紀後半
J K9。 10 5.55〉〈4.95、 27 47 Nl°�V 北壁中央 4 全)剖 南壁中央 21・ 22号掘立 を切 り込み、23号

住居 に切 り込 まれている。9世
紀後半

3.25〉〈2 95、 9 58 N5° E 北壁中央 11号 1/4立 を切 り込んでいる。9
世紀後半

2.30〉〈2.25、 5,17 N8° E 北壁中央 西・東・南壁 9tしネとイt?
O・ P9 3.65)(3.47、 12 66 N3°E 北 壁 中 央 南壁中央 9世紀前半

3 10〉〈2.95、 9.14 N6°E 北壁中央 全 周 南壁中央 西壁に接 して方形平面の土坑
が付帯しているハ9世紀後半

M7 3.35)〈 3.23、 10,82 N5°E 北壁中央 南壁中央 4号掘立を切 り込んでいる。カ
マ ドの東脇に方形平面の上坑
が付 く。9世紀後半

M6 5,15× 5 05、 26.00 N4°W 北壁中央の
絡南辟中車

4 東 】ヒ壁 柱掘形は略方形平面を呈する。
9世紀後半

056 4.75〉〈4.23、 20.09 N95°E 東壁中央 全 周 9世紀後半
M6,7 2.53〉〈2.50、 6 32 N97°E 東壁中央 西壁中央 33号住居と6号掘立を切 り込ん

でいる。10世紀代?
M6 4.45〉く3.63、 16.15 N4°W 北壁中央 4 全周 32号住居に切 り込まれ、34号住

居 を切 り込んでいる。9世紀前
半

M6 2.03)(1.97、 4.99 N8°E 北壁 中央
声寄 n

33号仁居 を切 り込んでいる。

3 05Xフ _95、 8_99 N10° E 北壁中央 南壁中央 8 Lrネ亡百iョト

」・K7 4.65)(4.47、 20 78 N7°E 北壁中央 全周 37号住居を切 り込んでいる。9
世紀前半

J K7 570以 上 ×7.20、
41.04'次 JL

N2° Vヽ 北 壁 北。南壁 南壁 37号住居に切 り込まれている。
壁柱が付帯する。8世紀後半

K6・ 7 3_10〉(2 95、 9 1 N8°R 北壁中央
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表78 奈良・平安時代住居跡一覧表 (2)

表79 奈良 。平安時代掘立柱建物一覧表 (1)

仕 盾

番号
1立  直
(グ リッド)

況  俣
長軸X短軸(m)、床面積(m2)

主軸方向
カマ ド
位 置 難∩

周 溝
出入リロビット

位  置 備  考

K・ L6 削平によって遺構の大半が消
滅しているハ

M9・ 10 2.92)(2 65、 7.73 N63° E 北 東 隅 西壁北寄り

J・ K8・ 9 7.15〉〈6.55、 46.83 N7° M「 北壁中央
西寄り

6 ほ IF全)剖 南壁中央 本遺跡最大の竪穴式住居。壁柱と支
柱が付帯している。9世紀前半

卜112・ 13 攪乱によって遺穏の大半が消滅し、
遺存は約1/3程度ぅ9世紀前半

2.95〉〈2.85、 8.48 N2° M「 北 墜 甲災

東寄 り
泉 四・南壁 南壁中央 17号住居を切り込んでいる。10

‖ 紳 前 半

3.30〉〈3.25、 10,72 東・西・南壁 攪乱によって大 きな変形を受
けている^9世紀後半?

H・ 18・ 9 3.97〉〈2.42、 9.60 N13° E 北壁中央
西寄 り

35掘立 を切 り込んでいる。9世
紀後半 ?

H9 3.55× 3.12、 11.07 N3° M′ 北壁中央
吏 ?軍 n

ほIF全き,司 南壁中央 48号掘建柱 を切 り込んでいる。

H9 3.28〉(3.10、 10.16 N4°E 更 百 E_7 9世紀後半 ?

I・ J8・ 9 3.08〉く2.87、 8.83 N13°M「 北壁中央 SB51と 重複関係にあるが、新旧
闇 標 1■ 禾 田 _

4.05× 3.82、 15.47 N5° M「 北壁中央
吏 ?軍 b

ta tr全」,司 SB54を 切り込んでいる。10世紀
前半

H8 5.78〉〈5.65、 32.65 N2°W 北壁中央
とこ2共

4 東・西・南壁 南壁中央 2丞のカマドは、同時あるいは交互に使用
されたと考えられる。9世紀前半

51 M・ N14・ 15 3.55以上×2.20以
上、7.81以上

全周 S104と 重複関係にあり、本遺構
が古い。9世紀前半以前

遺樗
番号

4ヱ  亘
メリッド)

桁行×梁間

(総長)(総長)(m:
桁行柱(■)※ 1
FBR十渉 r足Ⅲ

梁間柱 (m)
FBR寸済

`犀

Ⅲ
平面積
(m2)

方 位 平 面 形 式 備  考

1 N8,9 3(6.30)× 2(4.20) 2.10(7) 2.10(7 26.46 N3° M/ 側柱式南北棟建物、片
而加ヤ浦持緯磁物

2 2(510)× 2(5.10) 2.55(8 5)2 2.55(8.5) 26.10 N13°W 総 /TE建物 、方 2間 倉 厘 風 建 物

3 M8 3(5.80)× 2(3.90) 1.95(6.5)3 1.95(6.5) 22.62 N3°W 側柱式南北棟建物、
両妻側に庇が付く

木根風の冊列が伴

M7 3(540)× 2(3.10) 不揃い 不揃い 16.74 N4°w 側柱式南北棟建物、
西平側に庁が付く

1溝持ち」建物の可
能性がある

5 イヽ7 4(6.60)× 2(3.90) 1.65(5.5)4 1.95“ .5) 25,74 N4°w 側柱式南北棟建物
6 卜16.7 3(450,× 2(360) ユ.50(5) 1.80(6) 16.20 N2°w 側柱式南北標建物、

南妻側に庇が付く

32・ 33号住居 に切
り込まれる

7 M6.7 2(3.60)× 2(3.60) 4ヽ覇訂Vゝ 1.80(6) 12.96 NO° 総柱建物 8号掘立と重複してい

るが、針1日関係は不明
8 Iフ M56 3(5 40)〉くZ(8 60) 4ヽ 4H Vヽ 19.44 NO° 側柱式南北棟建物
9 M.N5 3(5.40)× 2(3.60) 1.80(6) 1.80(6) 19.44 N90°E 叡J任天円北株延物、

片面独立棟持柱建物

N5 3(540)× 2(360) 4｀厠 い 4｀ 1両 V｀ 19.44 N5°E 側柱 式南北棟 建
物

東柱筋の柱穴ユ基
が不明

11 L13・ 14 3(630)× 2(420) 2.10(7) 2.ユ (7) 26.46 N3° Vヽ 側柱式南北棟建物、片
面近接槙持柱建物?

K・ L12 3(5,85)× 2(4.50) 1.95“ .5) 2.25(7.5) 26.32 N13°W 側柱式南北棟建
物

21号住居 に切 り込
支れる

Kll 3(630)× 2(330) 不揃い 不揃い 20,79 N3°E 側柱式南北棟建
物

ほぼ同位芭で建て番
えが行われている

14 K Lll 3(650)× 2(420) 2.107) 2 10(7) 27.30 N4° Vヽ 恨」TI氏 円 ヨヒ裸 燿
物

攪乱によって南東隅
柱が消滅している

L'Mll・ 12 3(5.85)× 2(4.20) 4｀覇訂ψゝ イヽ珂 ψ` N10°W 似J任 天 円 北 棟 延
物

22号住居に切り込まれる916
号掘立との新旧関係は不明

Lll 3(5.85)× 2(360) 195m.5) 1 80(6) 21.06 N8°W 恨1柱式南北棟建
物

22号住居に切 り込
まれている

17 J・ KH 3(5.85)× 2(360) 1 95(6.5) 1 80(6) 21.06 N10° Aヽ/ 狽1柱式南北棟建物、片
面和す紳棒洋笹物

20号掘立 との新旧
関係は不明

J・ Kll 3(5.85)× 3(5.40) 1.95(6.5) 1.80(6) 31 59 N5°WV 総柱建物 ? 19,20弧 立 との新
旧関係は不明

Kll 3(6.30)× 3(4,20) 不揃い 不揃い 26.46 NO° 側柱式南北棟建
物

1820号 掘 立 との
新旧関係は不明

Kll 3(6.30)× 2(3.30) 不揃い 不揃い 20,79 N3°E 側rI天 同ヨ鰍 煙初、庁

面独立棟持柱建物?

J・ K10 3(5.85)× 2(4.50) 4｀厠 ヤ` 不揃し 26.32 N5°W 側柱式南北棟建
物

24号住居に切り込まれる。22

号掘立との新旧関係は不明
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表80 奈良・平安時代掘立柱建物跡一覧表 (2)
還 幅

番号
位 置
ゲリッド)

桁行×梁間
t総長)(総長)(mⅢ

桁行柱(m)※ 1
FHq十渉 r犀Ⅲ

梁間柱 (m)
間寸法 (尺 )

平面積
(m2)

方 位 平 面 形 式 備 考

」K10 4(7.20)× 2(4.20) と,80(6) 2 10(7) 30 24 N3°Ⅵ′ 側柱式南北棟建
物

24号住居に切 り込
まれているハ

K'L10・ 11 3(6.75)× 2(420) 2.25(75) 210(7) 28.35 N3°�V 側柱式南北棟建
物

24号掘立 との新旧
関係は不明

K L10・ 11 3(630)× 2(4.80) 2.10(7) 2.40(8) 30.24 N6° Aヽ/ 狽1柱式南北椋建物、片
面折淳結持抹ギ磋助

K・ L9・ 10 3(5,85)× 2(4,20) 195(65) 2.10(7) 24.57 NO° 収‖任武 FT4ヨヒ棟足初、慨

立近接椋持柱建物

26号掘立 との新 日

関係は不明

K L9 3(6.75)× 2(4.20) 2 25(7.5) 2 10(7, 28.35 N5°E 根J柱式南北棟建物、
東平側に庇が付く

K・ L8,9 2(365)× 1(4.20) 不揃▼ 不揃い 15 12 狽1柱式南北棟建

物

28号掘立の入 り側
柱か ?

K'L8 9 4(7.00)× 2(480) 不揃し 不揃い 33.60 N3°�V 側柱式南北棟建
物

西面に庇の可能性がある

柱列力堆認されている

K L7 8 4(7 00)× 2(4 80) 不揃し 不揃い 33.60 N3°W 側柱式南北棟建物
I・ J1314 3(6.30)× 2(420) 不揃セ 不揃い 26.46 N82°E 側柱式東西標 建

物

31号掘立、15サ住居と

の新旧関係は不明

I」 13 14 3(5.40)× 2(4.50) 不揃し 不揃い 24.30 N3°E 側柱 式東西棟 建
物

14号 掘立 との新旧

関係は不明

H12 4(7.20)× 2(5,10) 不揃し 不揃い 36.72 N4°W 側柱式南北棟建
物

34号掘立と19号住居に切り込
まれ、33号掘立を切り込む

H112 4(7.65)× 2(4.85) 不揃い 不揃V 37.10 N8°Ⅵ「 側柱式南北棟建
物

32・ 34掘立と19住居に

切リエまれている

H・ 112 4(700)× 2(480) 4｀ THlし 埼` 編]ν 33 60 NO° 側柱式南北棟建物、
独立棟持柱建物

19号住居に切り込まれ、3233

号編,″切Ⅲ沐んでいる

Hll 12 3(760)× 2(4.30) 不揃彰 不揃し 32 68 N80°E 似J任 武 同 ヨヒ株 延
物

45号住居 に切 り込
まれている

I 2(925)× ユ(210) 不揃い 不揃▼ 19,42 N87° E 供J7TI式果四株延
物

掘立柱建物では無
いかもしれない ?

H12 3(5,40)× 一 180(6尺 |
N3° E 側柱式南北棟建

ウ″?
調査 区域外へ延ひ

ている

G・ Hll 3(5.55)× 不揃い N3° ハヽF 側柱式南北棟建
物 ?

調査区域外へ延び

ている

H1011 3(6.55)× 2(4.80) 不揃い 不揃彰 N12° Vヽ 側柱式南北棟建
物

4445号掘立との新旧
関係は不明である

H1011 4(8.10)× 2(445) 4｀厠 い 不揃彰 36.04 N13° Vヽ 側 柾 天 円 ヨヒ保 足
物

44号掘立との新旧
関係は不明である

G10 3(600)× 1(170)
以上

不揃い N3° W 恨‖柱式南北標建
物

110・ 11 3(505)× 2(4.00) 20 20 N82° E 側/TI天泉四株足物、
南側に庇が付く

I・∬10 11 3(360)× 1(3.90) 不揃い 390(13尺 ) 14.04

I可 1011 3(700)× 2(480) 不揃い 2 40(8, 33 6 N79° W 恨!柱式東西棟建
物

4246号 掘立 に切
り込まれている

H10・ 11 4(780)× 2(4.80) 不揃い 不揃し 37 44 N10° E 側柱式南北棟建物、
屋内棟持柱建物

3940サ掘立との新旧
関係は不明である

H lll 12 3(5.10)× 2(3.60) 1,70(57) 1 80(6) 18.36 N5°W 側柱 式南北棟 建
物

44号掘立を切 り込
んでいる

I・ T9 10 3(5.40)× 2(3,90) 不揃い 不揃し 21 06 N5°W 側柱式南北棟建物
G・ H9 3(6.90)? × 2

(4.80)?

33.12? N5°W 側柱式南北標建物 柱位置が不明瞭

I H8・ 9 5(100)× 3(6.15) 不揃い 不揃い 61.50 N85° WV 側柱式東西棟 建
物

50・ 51・ 52号掘立 を
切 り込んでいる

I H8,9 3(6.65)× 2(480) 不揃い 不揃し 31.92 N83° Vヽ 側柱式南北棟建
物

49号掘立を切り込む。51.52と
の新旧関係は不明である

51 I H8,9 3(585)× 2(480) 4｀TRlい 2.40(8) 28,08 N8°W 側柱式南北棟建
物

48号住居と5052号掘立との

新旧関係は不明である

I・ J9 4(840)× 2(4,95) 2.10(7) 165(55) 41.58 N81° E 似」lI氏 果 四 棟 遥
物

百 向に2号 柵列 が

確認 された

G・ H8 3(510)× 2(3.90) 不揃い 不揃彰 19 89 N5°Ⅵ, 狽」狂式 FT9ヨヒ裸足

物

56号掘立 との新旧
関係は不明である

17・ 8 3(6.75)× 2(400) 不揃い 不揃い 27 00 N82°E 測柱式東西棟 建
物

49号住居に切 り込
まれている

IJ6 7 3(4.80)× 2(3.60) 不揃し 1 80(6) 17 28 N82°E 測柱式東西棟建
物

東妻側の中央柱が
確訳されない

G・ H8 3(5。 15)× 2(3.85) 不揃セ 不揃い 19 82 N7°W 測柱式南北棟建
物

55号掘立 との新旧
関係は不明である

」・K9 2(3.90)× 2(3.90) 195(65) 1,95(6.5) 3.90 N5°E 測柱式建物 24号仁居 との新旧
関係は不明である
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第 6章 まとめ

今回の調査で縄文時代中期前半から後期初頭にわたる竪穴式住居跡23軒、土坑398基 と奈良 。平安時代の

竪穴式住居跡51軒、掘立柱建物跡57棟、柵列 1条、溝 2条、井戸 3基を検出した。ここでは主に奈良 。平安

時代の検出された遺構と遺物について検討を加えたい。

1.竪穴式住居跡

発堀調査で検出された51軒の竪穴式住居跡を調査した。竪穴式住居跡の時期は、住居跡の形態 。構造・出

土土器編年から8世紀前半から10世紀前半にわたる。ここでは 8世紀前半をI期、 8世紀後半をⅡ期、 9世

紀前半をⅢ期、 9世紀後半をⅣ期、10世紀前半をV期 として Iか らV'期に時期区分し、竪穴式住居跡を概観

することにする。時期別住居の軒数は表の通りである。

表81 住居跡時期別一覧表

平面形 (第93図 )

竪穴式住居跡の平面形態は、基本的に正方形・長方形がある。分類基準は、長・短辺の比が10:9以上を

方形、10:9未満は長方形とした。平面形態の確認できる竪穴住居跡は45軒で、方形を呈するもの29軒64%

長方形を呈するもの16軒36%で、正方形が過半数を占めている。

形態を時期区分で見るとI・ H期では正方形

が占め、Ⅲ oⅣ期には方形が増える一方で長方

形が出現し増加するが、V期 に入ると方形に比

べて長方形は1/3に減少する。竪穴住居跡の平

面形は、結論づけることはできないが総体で見

るかぎりは正方形基調である。

規模 (第94図 )

竪穴住居跡の規模を長軸、短軸の長さで示し

たのが第97図である。最大の規模を誇るものは

41号住居跡の7.15m× 6.55m(床面積46.83m2)

で、最小のものは34号住居跡の2.03m× 1.97m

(床面積4.99m2)でぁる。分布上の特徴として

は、一辺2.5mか ら4mの範囲に密集するグル

時 期 住 居 跡 合  計

I期 ユ

Ⅱ 期 5  37

Ⅲ 期 1   3   6   8   9  12  14  15  21  27  30  33  36  41  42  50

Ⅳ 期 4   7  11  13  16  19  20  23  24  25  28  29  31  38  44  45  46  47

V 期 2  10  18  22  32  40  43  48  49

不  詳 17  26  34  39  51 5

。遺物なし

(軒数)

第93図 住居跡形態時期別図



―プと、 1辺 4mか ら6mの少数にまと

まるグループと2つが見られる。

時期別の特徴としては、 H期の 5号住

居跡5.30m× 5.10m、 37号住居跡5,70m×

7.20mの 大型が 2軒、Ⅲ・Ⅳ期は一辺

4.5mか ら4.Omの範囲と一辺6.Omか ら

5.5mの 範囲の 2つの大型グループが見

られる。V期では、いずれも一辺3.Om

から3.5mに 集中する傾向があり、小規

模化が見られる。

主軸方向

竪穴式住居跡の主軸方向はカマドを通

るラインを主軸方向と定めて51軒中、47

軒について検討した。北を中心に西向き

のもの28軒 (60%)、 東向きのもの19軒

(40%)で西向きが多 く、NO° W～ N
-10°―Wが18軒、N10°一W～ N-20°―Wが

(長軸m)

8

O麟 8

査
　
・

第94図 住居跡規模時期別図

10軒、N-0°一E～ N-10°一Eが 12軒と合計40軒で全体の85%を N-20°一W～ N-10°一Eで占めており、時期別に

おいても同様のことが言える。東に大きく角度を持つものはV期の18号住居跡のN-118°一Eである。

カマド (表82)

竪穴式住居跡51軒のうちカマドの設置の有無が確認できない 5軒を除いて46軒で確認された。カマドを 1

基設置しているものが43軒 と最も多く、 2基設置しているものは 3基である。住居跡内のカマド設置場所は、

北壁が最も多く29基、東壁が16基、西が 1基で、南には設置されていない。時期別に見るとI・ Ⅱ期では北

壁中央部に3基、Ⅲ期になると北壁カマドが減少し、新たに東壁中央の割合が高くなる。Ⅳ期になるとふた

たび北壁中央に集中して設置されるようになり、V期 に入ると北壁がやや多いものの東壁との差はなくなり、

平均に設置されている。

表82 住居跡カマド位置一覧表

カマ ドの位置

時期

北   壁 東  壁 西  壁 合計

西 中央 東 計 中央 計 中央 計

I期 1 1 1

Ⅱ 期 2 2

Ⅲ 期 1 2

Ⅳ 期 1 1 1 ユ

V 期 1 2 5 1 2 1 l

合 計 3 l 5 1 1

明不

期
期
期
期

期

期

Ｉ
Ｉ
Ⅲ
Ⅳ

Ｖ

時

■

口

０

●

△

▲
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柱穴 (第95図 )

柱穴の有無を確認できるものは全体の51軒中47軒で、その内無柱が31軒 と65%を 占めている。柱穴がある

ものは 6本が 2例、 4本が可能性を含むもの 1例 を加えて12例、 2本 1例の計15例である。次に形態別に見

ると6本の柱穴を持ち正方形を呈しているものに41号住居跡、長方形は 4号住居跡がある。 6本柱は、対角

線上の柱穴の間にもう1対の柱穴があるもので、41号は更に出入りロピットを持つ。 4本柱穴は柱を対角線

上に持つもので 4本柱穴のみを有する正方形は5・ 30・ 49号住居跡、長方形は31号住居跡である。 4本柱穴に

加え出入り回ピットを持つもの正方形は6・ 23・ 50号住居跡、長方形は9・ 24号住居跡がある。 4本柱穴の 1姑

が壁溝に位置するものに正方形は16号住居跡、長方形は33号住居跡があり、16号住居跡は出入りロピットを

持つ。 2本柱穴はカマ ド側の 1対の柱穴がないもので長方形の21号住居跡共に 1軒である。無柱は全部で30

軒 あ り、 そ の 中 で カ マ ド 線 上 に 出 入 り ロ ピ ッ ト を 持 つ も の が 正 方 形 は

12・ 13・ 14・ 17・ 28・ 29。 32・ 35,40。 43・ 44・ 46号住居跡、長方形は1・ 2・ 3・ 19・ 20号住居跡の計17軒、ピットを持たな

いもの正方形は11,15・ 22・ 25・ 26・ 34,36・ 38・ 47・ 48号住居跡、長方形は7・ 8・ 36・ 45住居跡の計14軒である。

時期別では、Ⅲ・Ⅳ期で 4本柱穴と無柱に集中して見られ、Ⅳ期に入ると無柱が多くなり、そのままV期

に移行していく。また4本柱穴はV期では衰退していくが、無柱はⅡ期を除いて見られる。

柱

6本柱 4本柱 本柱 (壁溝 2本 ) 2本柱 入ロピット 無柱

形 態 正方形 長方形 正方形 長方形 正方形 長方形 正方形 長方形 正方形 長方形 正方形 長方形

I期 1

Ⅱ 期 1

皿 期 1 1511111 1 Ⅲll■ 111■ :
2 Ⅲ21 1

Ⅳ 期 1 11:| ユ ■2■

V 期 111: 1修■ 1

第95図 住居跡柱穴別変遷

2.掘立柱建物

概観

掘立柱建物は57棟 として復元を試みたが、第 5章・第 2節で示した通り、同位置での建て替えや藍穴住居

跡との重複が著しく、一部、平面形式の復元や新旧関係に不明瞭な点が見られる。しかし、多くの建物は、

妻側面の柱掘形が内側に向けて「ハの字」状に開いており、その構造的特長を踏まえながら平面形式を復元

し得た事は幸いであった。これら建物群は、後記するように8世紀前半から9世紀後半に亘り営まれたと考

えられ、建物配置・遺構構成・平面形式 (柱掘形)・ 方位等に関し、一般の集落遺跡には見られ難い一定の

企画性を有している。

調査区域内における建物群の分布状況は、中央地区から北東地区にかけて広く展開し、南・北地区と南東

地区は空白帝となっている。また、37・ 38。 41号建物の遺構検出状況から、調査区域外の西側には更なる掘

立柱建物が存在している可能性が高い。
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時期 (表83)

時期は、柱掘形の出土遺物と竪穴式住居跡との重複関係から主に判断し、その様な状況に無い建物につい

ては、時期判断が可能な建物との位置関係と主軸 (柱筋)方向から推定した。その結果、大きく4期に時期

区分が可能であり、 I期 を8世紀前半、Ⅱ期を8世紀後半、Ⅲ期を9世紀前半、Ⅳ期を9世紀後半に想定し

た。区分可能な棟数は I期が11棟、Ⅱ期が25棟、Ⅲ期が15棟、Ⅳ期が 1棟の合計52棟であり、 I期 に忽然と

出現した建物群はH期 にピークを迎え、Ⅲ期に至り衰退化傾向にあり、Ⅳ期にはほぼ消滅している。

表33 時期別掘立柱建物一覧表 (推定)

。柱掘形内から遺物が出土した建物

各期の建物配置 (第101図 )

I期

調査区中央西寄りに、側柱式建物10棟と総柱建物 1棟から構成される企画的な建物群が出現する。建物群

は 5間 ×3間の東西棟建物 (49号)を中心とした「L字配置」を示す小ブロック (5棟)と 、その東側に直

・並列配置を基本とした小ブロック (6棟)か ら構成されており、全体としては南側が開口する「コの字型

配置」を示す。 2つ の小ブロックは、距離は内寸で約7.5m(25尺)と 離れ、中には左右非姑象配置をとる

建物もあり、構築時期に多少の時間差があったと思われるが一院を形成しており、大きくは一つのブロック

として認識される。また、建物群の周辺は遺構の空白帯となっているが、唯一、ブロックから北東方向に約

30m進んだ位置に盟穴式住居跡が 1軒検出されている。この竪穴式住居跡と建物群との相互関連については

定かではないが、一つの可能性として、竪穴式住居跡は建物群に先行して構築され、建物群の構築に際して

機能したのではなかろうか。

Ⅲ期

棟数は25棟 と前代に比して飛躍的に増加し、建物群も大きく二つのブロックとして捉えられ、機能の拡大

が窺える。一つのブロックは I期 とほぼ同位置で建て替えられた一群で、建物配置は大きくは「口の字型配

置」を示し、17棟の側柱式建物から構成されている。中庭には塀を伴う4間×2間の東西棟建物 (52号)を

中心に据え、その南面に東西棟建物の42・ 31号、東側に直列配置をとる 3棟の南北棟建物を配置している。

また、このブロックの北列に、 1軒 (37号住)の大型竪穴式住居が組み込まれているが壁柱を伴っており、

壁立式建物と判断される。もう一つのブロックは調査区の北東地区に新たに出現した一群で、側柱式建物 7

棟と総柱建物 1棟から構成されている。建物配置は「L字配置」を示し、中庭の空閑地を避けた東側に総柱

建物の 2号、北側の短辺列中央の対面に 1号を配置している。また、当該期の竪穴式住居跡は、前記の37号

を含めて 2棟が出現している。

時 期 掘 立 柱 建 物 (号 ) 棟数脩」合)

I 期 11(21%)

Ⅱ 期 25(48%)

Ⅲ 期 15(29%)

Ⅳ 期 1(2%)
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Ⅲ期

棟数は15棟を数え、前代に比して減少している。前記した二つのブロックの建物配置が崩れているが、依

然として同位置での建て替えが行われ、一定のまとまりを示している。但し、前代「L字配置」を示したブ

ロックは 2棟のみとなる。藍穴式住居跡は16棟と飛躍的に棟数を増し、ブロックを避けた南側と北側に構築

されており、掘立柱建物との棟数比率は約50対 50と なっている。

Ⅳ期

棟数は 1棟のみとなり、掘立柱建物はほぼ消滅する。替わつて竪穴式住居が18棟 とピークを迎え、東向き

に弧を描くように建てられている。

平面形式 (第96図 表84)

平面形式は側柱式建物53棟、総柱建物 3棟、不明 1棟であり、側柱式建物では片庇 4棟 (4・ 6・ 26。 42

号)、 2面庇 1棟 (3号)が確認されている。側柱式建物では 2間 × 1間が 2棟 (4%)、 2間 ×2間が 3棟

(5%)、 3間 × 1間が 1棟 (2%)、 3間 ×2間が34棟 (64%)、 3間 × 3間が 2棟 (4%)、 4間 ×2間が

10棟 (19%)、 5間 ×3間が 1棟 (2%)で あり、 3間× 2間が大半を占め、次いで 4間 ×2間が多く他は

極少数である。床面積は最小で15。 12m2(27号 )、 最大で61.50m2(49号)であるが、全体の約46%に相当す

る25棟が25～ 35m2の範疇にあり、それ以外の建物でも概ね前述の数値に近似している。

総柱建物では 3間 ×3間が 1棟 (18号 )、 2間 ×2間 (2・ 7号)が 2棟であり、何れも正方形プランを

呈 し、 I期からⅢ期に亘 り各 1棟が構築されている。床面積は I期の18号が31.59m2、 Ⅱ期の 2号が

26.16m2、 Ⅲ期の 7号が12.96m2を測り、建物数が減少するⅢ期に至っては極端に縮小化している。また、

床を支える東柱の位置は、側柱と梁行方向の一直線上に揃える通例のものであるが、柱痕位置が今一歩判然

としていない。機能的には、文献資料の記述や田図等に描かれた倉の多くが正方形建物である [松村恵示

1983]こ とや、重量物の収蔵に適したと思われる総柱式であることから、穀倉であったと推察される。

主軸方向

主軸方向は、南北棟建物では正方位を示すもの 5棟、東へ 3°～10°振れるもの 8棟、西へ 2°～13°振れる

もの32棟があり、東西棟建物では東西軸に一致するもの 1棟、東へ80°～87°振れるもの 7棟、西へ79°～83°

振れるもの 3棟がある。すなわち、南北棟建物45棟、東西棟建物10棟、不明 2棟であり、南北棟建物と東西

棟建物との構成比は、各期において 5対 1前後であつた可能性が高い。また、各期建物の主軸方向は統一的

なものではなく、例えば棟数的にピークを向かえるⅡ期の南北棟建物は、主軸方向が正方位を示すもの 2棟、

東へ 3°～10°振れるもの 5棟、西へ 2°～13°振れるもの13棟で構成されている。この様な状況は I期・Ⅲ期

にも看取されており、各期に亘り南北軸あるいは東西軸に則して建てられているものの、軸線からは僅かな

振れを有している。この様な建物方位に決定された一つの要因は、南北方向に長く東西方向に短く形成され

た当台地の地形に規定された結果と思われる。

柱掘形

柱掘形は、各期を通して方形平面か長方形平面を基調とし、規模は長軸0.5m～ 1.Om、 短軸0.4～ 0.8m

測り、四隅柱は内側に「ハの字」状に開くものが多い。 I期からⅣ期までの掘形平面を概観すると、 I・

期では比較的整った平面プランを示すものの、Ⅲ期以降では総じてルーズな感がある。

特異な建物 (第97図 )

特異な建物として屋外棟持柱建物である独立棟持柱建物 1棟 (34号 )、 片面独立棟持柱建物 3棟 (1・

・25号 )、 近接棟持柱建物 1棟 (11・ 17・ 24号)と 、屋内棟持柱建物 1棟 (45号)を復元した。

を

Ⅱ

―-115-―



表84 側柱式掘立柱建物跡の
平面形式と棟数表

第96図 側柱式掘立柱建物の平面形式と棟数

これらの建物は、冒頭でも記したように同位置での建て替えや竪穴住居跡との重複関係が著しく、一部、

平面形式の認識に誤りがあるかもしれない。夕」えば妻側の柱筋上に中央柱が見つからず、偶然に他遺構の柱

穴が妻側面中央から相応した位置にある場合もあろうし、近接棟持柱としたものの中には柱材の曲がりゆえ

のものもあろう。しかし、片面独立棟持柱とした 1号建物に関しては、本遺構の周辺に他の遺構が検出され

ておらず、平面形式の信憑性は高いと考える。

(1)屋外棟持柱建物

屋タト棟持柱建物は、その平面形式上の特長である建物の妻側面から離れた位置に柱を建て、切妻屋根先端

の棟木を地面から直接支持するものであり、弥生時代の銅鐸や土器線刻画に表現される様に、主として高床

建築に特長的に見られるものとされている。しかし、棟持柱建物は高床建築に固有のものではなく、平屋建

物にも少数ながら存在することは明らかである (註 1)。 なお、ここで取り扱った独立棟持柱と近接棟持柱

の区分基準は、妻側面からの柱の出が柱 1本～ 2本分 (30cm前後)外れているものを近接棟持柱とし、そ

れ以上の出 (0.8～ 1,7m)を 有するものを独立棟持柱建物とした。

近接棟持柱建物は、妻側壁面に近接した位置に柱を建てることにより棟木を支持し、切妻屋根を固定した

ものであり、片面支持でも両面支持でもその機能を果たしたと考えられる。独立棟持柱建物は、近接棟持柱

と同構造的機能を果たすとされるものの、けらば軒をより張り出して切妻軒先の転びを大きくとって意匠上

の効果を上げたと考えられる (註 1)。 以下は、各建物の構造別の平面形式と位置である (第97図 )。

1)独立棟持柱建物 (34号 )

Ⅲ期に位置付けた 4間 ×2間の側柱式南北棟建物で、棟持柱の妻偵1面からの出は 2本 とも1.70mである。

位置は西側ブロックの南西付近に建てられる。

2)片面独立棟持柱建物 (1・ 9。 25号 )

1号.Ⅱ 期に位置付けた 3間 ×2間の側柱式南北棟建物で、棟持柱の出は南妻側面から約0.80mである。

ざござござざご

無庇 片庇 2面庇 合 計

2間 × 1間 1 ユ

2間 × 2間 3 3

3間 × 1間 2 2

3間 × 2間 1

3間 × 3間 2

4間 × 2間 10

5間 × 3間 ユ ユ

合 計 4 l
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位置は「L字型配置」を示すブロックの南側中央に、周辺建物とは隔絶した場所に建てられる。

9号.Ⅱ 期に位置付けた 3間 ×2間の側柱式東西棟建物で、棟持柱の出は東妻側面から約1.50mである。

位置は「L字型配置」を示すブロックの短辺列中央に建てられる。

25号.I期に位置付けた 3間 ×2間の側柱式南北棟建物で、棟持柱の出は北妻側面から約1.20mである。
位置は「コの字型配置」を示すブロックの東列の北から2棟 目に建てられる。

3)片面近接棟持柱建物 (11・ 17・ 24号 )

11号.H期に位置付けた 3間 ×2間の側柱式南北棟建物で、棟持柱の出は南妻側面から約0。 25mである。

位置は「口の字型配置」を示すブロックの南東隅に建てられる。

17号。Ⅲ期に位置付けた 3間 ×2間の狽J柱式南北棟建物で、棟持柱の出は南妻側面から約0。 30mである。

位置は西側ブロックの南東に建てられる。

24号.I期に位置付けた 3間 ×2間の側柱式南北棟建物で、棟持柱の出は北妻側面から約0.30mである。
位置は「コの字型配置」を示すブロックの西列の北から3棟 目に建てられており、25号 とは隣り合う。

(2)屋内棟持柱建物 (45号 )

屋内棟持柱建物は、屋内棟通りの中央付近に柱を建て、両妻側の中央柱と一体となって棟木を支持するも

屋外棟持柱建物
1 独立棟持柱建物 (34号 )

2 片面独立棟持柱建物 (1・ 9・ 25号 )

2 片面近接棟持柱建物 (11・ 17・ 24号 )

(25号 )

(17号 )

第97図 特異な建物 (1/200)
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のであり、前記の屋外棟持柱建物とは性格が異なるものであろう。

45号.Π 期に位置付けた 4間 ×2間の側柱式南北棟建物で、棟持柱の位置は棟通りの中央から北側に僅か

に寄つて建てられる。位置は「口の字型配置」を示すブロックの西列の北から2棟 目に建てられている。

(3)性格

前記した各建物が如何なる機能・性格をもつかは定かではなく、また、各建物に与えた形式名が適当か否

かは判然としない。しかし、 1号掘立柱建物に見られるよう、明らかに妻狽Jの中央柱が妻側面から意図的に

外れた位置に建てられおり、一般の建物には見られ難い構造であったことは確かであろう。仮に前記した建

物が、一般に認識されている屋外棟持柱 (独立棟持柱・近接棟持柱)と するならば、その構造上の特性から

他の建物との差別化を図つたことは明らかであり、集落内あるいはブロック内において象徴的建物であった

と半U四晴さ才tる。

3.出土遺物

扇ノ台遺跡の歴史時代の土器は、 8世紀前半から9世紀代にかけての須恵器、 8世紀初めと9世紀～10世紀

前半の土師器、 9世紀代の灰釉陶器が出土している。須恵器の器種には食膳具としての郭、高台付郭、蓋、

炊飯具としての甑、貯蔵用具としての秦が見らる。土師器は炊飯呉の甕類と食膳用の郭・椀類が出土してい

る。灰釉陶器は、全部で 6点出土しておりK14～ K90頃の椀、皿、長頚瓶類で 9世紀～10世紀前半代の遺物

と供伴している。須恵器の多くには雲母が混入しており、筑波郡新治村に所在する新治窯跡群産の須恵器が

大部分を占めていると考えられる。新治窯跡産須恵器については赤井氏による編年案があり、15～ 25年程の

時間幅ごとに代表する窯の名称を付けている。赤井編年を参考にして出土須恵器を中心に出土遺物のおおま

かな位置付けを行う。

I期

8世紀前半の遺物は全体に数が少なく、35号竪穴住居跡出土遺物以外では、掘立柱建物跡の柱掘り形内か

ら出土するものが僅かにある。35号竪穴住居から出土した土師器郭は、 7世紀末から8世紀前半代に見られ

る器形の土師器郭であり、甕は体部にヘラ磨きが入るが口唇部のつまみ上げがみられず他の常総形甕との比

較がむずかしいもののこの時期の前半頃のものと考えたい。48号掘立柱建物跡からはかえりが残存し雲母を

胎土中に含む須恵器蓋が出土しており、新治窯須恵器編年上のX2段階 (725年前後)の ものに近い。33号掘

立柱建物跡の須恵器蓋は東城寺寄居前A段階頃のものに類似しており、44掘立柱建物跡出土の盤は高台が低

くしっかりとしたつくりで高台径も大きい。これらは 8世紀第 2四半世紀後半から中葉頃のものと思われる。

Ⅱ期

8世紀後半の出土遺物では37号住居跡出土須恵器杯・高台付郭・蓋と11号掘立柱建物跡出土須恵器盤が新

治窯跡東城寺段階の 8世紀第 3四半世紀頃、 5号住居跡出土須恵器郭・蓋と1号溝出土の杯 2点が東城寺桑

木段階 (8世紀の第 4四半世紀)である。 1号溝から出土した肩部に4つの小円孔の開く香炉形の短頚重は、

「僧」の墨書土器とともにこの時期のものである。

Ⅲ期

9世紀前半の土器は出土数量が多い。須恵器杯類では 6号住居跡のものが小高村内段階資料に類似し,36

号住居跡出土甕も口縁端部の形状と全体形が同段階のものに近似し9世紀前葉頃のものと考えられる。41・

51号掘立柱建物跡出土須恵器蓋・郭は東城寺寄居前B段階のものに類似している。21号住居跡出土土師器杯、

皿も同段階の須恵器郭と共伴しており、 9世紀第 2四半世紀頃のものであろう。墨書土器は出土数が増加し、

土師器杯の底部外面に墨書されたものが目立つ。金属製品は、刀子、鉄製紡錘車、鎌が出土している。
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Ⅳ期

9世紀後半になると28。 31'33号住居跡出土須恵器郭のように杯の底径が最小化し、体部下端のヘラ削り

も幅広で粗雑になってくる。これらの須恵器は新治窯跡小野 1号窯段階から小野 1号窯段階に後続する段階

に属するものと思われる。内面黒色処理の土師器郭が増加し、墨書土器はそれらの体部外面に書かれたもの

が多い。金属製品では、鉄製の刀子・鎌・鏃・馬具等が見られ、皇朝十二銭の内の神功開賓が出土している。

鉄鎌はⅢ期のものに較べ装着角度がやや大きくなっているようである。

V期

一般的に、須恵器郭が消え甕のみの生産に移行する時期であり、須恵器郭類は確認されない。49号住居跡

出土土師器杯・高台付椀のように内面黒色処理が施されないものや、43。 22号住居跡出土土師器椀のように

足高傾向に特徴が見られる。49号住居跡からは高台の断面三日月化したK90期以降の灰釉陶器椀が出土して

いる。鉄鎌は 9世紀代のものが装着角度が大きかったが、43号住居跡のものは角度がなくほぼ直行方向に延

びている。鉄鎌のタイプの違いかもしれない。

4.集落内の変遷と性格

前項では竪穴式住居跡と掘立柱建物とを個別に扱い、各期における建物の構造について主に論じたが、本

項では前記の遺構に出土遺物を加えて勘案し、集落の変遷と性格について検討する。 I・ コ期における企画

的な遺構配置は、主屋と目される大型掘立柱建物を中心に据えた「L字配置」であり、その建物に直・並列

配置の小ブロックが組み込まれることにより、大きくは「コの字配置」「口の字配置」を示している。但し、

高度な配置計画に従って造営したとは言い難たく、各建物間の棟間距離や小ブロック間の距離に厳正なる基

準は認められない。また、中庭は空閑地とはせずに直・並列の建物が配置されており、一つの構造的特長を

不している。

変遷

I期

「L字配置」の小ブロックと、直 。並列を基本とする小ブロックから構成された「コの字配置」を示す一院

一　
一ヨ
一
一一多

474と2 30住8



が形成される。主屋は 5間 ×3間の東西棟建物 (49号)で、 3間 ×3間の総柱建物 (18号)は主屋から南東

に下がった位置に置いてる。竪穴式住居跡 (35号)は一軒のみであり、ブロックから南東方向に約30m離れ

た傾斜地付近に構築されている。掘立柱建物群を造営するに当たっての作業小屋であろうか。

この時期の出土遺物は、35号竪穴式住居跡の土師器と33・ 44。 48号掘立柱建物の須恵器蓋と盤である。須

恵器は新治窯編年の一丁田段階から東城寺寄居前段階のもので 8世紀第 2四半期を主体としており、この時

期の掘立柱建物の機能期間に使用された供膳具と考えられる。また、35号竪穴住居跡出土の土師器杯・奏は

8世紀初め頃の所産と考えられる。

Ⅱ期

施設は前代に比して飛躍的に拡大し、建物群も大きく二つのブロックとして捉えられる。一つのブロック

は I期 とほぼ同位置で建て替えられた一群で、ブロック南面に11・ 31号が建てられたことにより、遺構配置

は大略「コの字配置」から「口の字配置」へ移行している。中庭には主屋の 4間 × 2間 の東西棟建物 (52

号)を 中心に据え、その南面に東西棟建物の42・ 31号、東側に直列配置をとる 3棟の南北棟建物を配置して

いる。また、このブロックの北列には、外観上からは掘立柱建物と変わらない壁立式の大型竪穴式住居跡

(37号)が組み込まれており、掘立柱建物との役割分担があったものと推察される。もう一つのブロックは

北東地区に新たに出現した一群で、側柱式建物 7棟 と2間 ×2間の総柱建物 1棟 (2号)か ら構成されおり、

「L字配置」を示す。総柱建物はブロックの短辺列東端から南に下った位置に置き、 I期の総柱建物と近似

した配置形態を取つてる。この様な配置形態に類似した事例として、群馬県境町十三宝塚遺跡の方形域東南

側の建物群が挙げられるが、十三宝遺跡例は、寺院関係施設または郡衡に転用された館ないし厨家と推定さ

れている (註2)。 竪穴式住居跡は、37号の他に 1軒が調査区の南西隅に建てられており、軒数は 1軒から 2

軒に増えている。また、台地の南西隅には並走する 2条の溝が確認されおり、台地周縁を囲続し、集落を防

御したものと推察される。

この時期の出土遺物は37号竪穴式住居跡から出土した須恵器高台郭・蓋、11号掘立柱建物から出土した須

恵器盤に見られる様に、有台器種の定量生産が行われ、須恵器の供給量も増加していく時期である。新治窯

産須恵器は東城寺段階と東城寺桑木段階のもので、 8世紀後半を主体としている。掘立柱建物から出土する

遺物数が最も多い時期で、遺物の上からも掘立柱建物の隆盛期と捉えられる。

Ⅲ期

掘立柱建物の棟数は前代の25棟から15棟と減少し、代わって盟穴式住居跡が 2軒から16軒 と大きく増えて

いる。建物配置は崩れだすものの、依然として同位置での建て替えが行われて、 2棟～ 3棟が直・並列配置

を取ることによリー定のまとまりを示している。前代に「L字配置」を示した建物跡地には、新たに4間 ×

2間の側柱式建物 1棟 (5号 )、 2間 ×2間の総柱建物 1棟 (7号 )、 竪穴式住居跡 2軒 (30。 33号)か ら構

成される小ブロックが出現する。遺構配置は、竪穴式住居跡を含めると総柱建物を北東隅に置く「L字配

置」示しており、変化しながらも前代の基本配置を踏襲している。竪穴式住居跡は掘立ブロックの北側と南

側に位置し、本遺跡最大の住居跡 (41号)は前代の主屋 (52号)の東脇に建てられている。41号は51号の建

て替えであろうか。

出土する土器は、この時期に竪穴式住居だけからなる他の集落の出土物とあまり差のない器種構成である。

須恵器は小高村内段階から東城寺寄呂前B段階の 9世紀前半頃のもで、僅かながら掘立柱建物跡からも見ら

れる。鉄製品や墨書土器の出土がやや目立っている。
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Ⅳ期

簡易な掘立柱建物 1棟 と、竪穴式住居跡18棟が検出されている。竪穴式住居跡はピークを迎え、ほぼ中央

には主屋とおぼしき大型住居跡 (23。 24号)が立地している。北東側では前代の「L字配置」の崩れと見ら

れる3軒の竪穴式住居跡が認められ、北側では4軒の竪穴式住居跡がまとまって所在している。

須恵器は小野 1号窯跡とそれに続く段階のものが主体となり、土師器の内黒郭・皿とそれらに墨書した食

器が多くなる。金属製品に武器や馬具の一部、神功開宝が出土している点は注目される。

V期

掘立柱建物は消滅している。台地中央に主屋の残存と思われる大型住居跡が所在し、これを取り囲むよう

に中・小の竪穴式住居跡が方形状に所在している。北東部の住居跡は前代の影響を受けたためか、他の住居

跡よりもやや隔てた位置に構築されている。

遺物は須恵器杯が見られなくなり、土師器は足高傾向の椀が主体となっている。

以上が遺構・遺物から見た集落の変遷である。大略では I期 に官衡的様相を示す建物群が忽然と出現し、

H期 には機能の拡充と共に新たな機能を担い、Ⅲ期には前代の官衛的機能を担いつつも一般的な集落に転換

していく様相が窺える。Ⅳ期では一般集落然とした様相を呈するが、出土した遺物の一部 (武器や馬具の一

部・神功開宝)からは、今だに前代までの理念が感じられる。V期は本遺跡終焉の時期であり、集落は竪穴

式住居跡のみで構成される。

性格

花室川左岸に位置する本遺跡は、天保年間に編纂された中山信名著『新編常陸国誌』では「信太郡」に属

する「阿弥郷」に編入されていた地区である。しかし、久信田喜一氏は『茨城史林』16号に発表した「古代

常陸国信太郡郷について」の中で、中村・右籾・小岩田地区などに「中」と付く小字名が多く見られること

から「中村郷」に属するという考えを示した。その説を肯定するかのように、平成 6年に右籾地区で実施さ

れた念代遺跡 (註 3)か ら「中家」と記した墨書土器 (9世紀前半)が出土している。

当遺跡もまた現在の中という大字地名に所在し、かつ「中」と記された墨書土器 (Ⅲ・Ⅳ期)が出土して

おり、念代遺跡同様、中村郷の拠点集落の一つ、あるいは中心施設 (郷家)であつたと推察される。また、

「僧」と記した墨書土器 (Ⅱ 期)や梵字の「卍」を記した墨書土器 (Ⅲ・Ⅳ期)が出土しており、草堂の寺

や「春時祭田篠」にあるような神社の存在が予想される。本遺跡を郷家とし、前記の寺・神社が存在したと

するならば、郡行の郡寺に姑応するような郷の寺、あるいは寺院的要素を取り込んだ建築物が官衡機構の末

端である郷無にも存在したのかもしれない。本遺跡で寺 。神社の可能性がある建物は、寺では穀倉と考えた

正方形プランを呈する 2号掘立柱建物、神社では「特異な建物」として取り扱つた屋外棟持柱建物が挙 tデら

れる。

これまで郷家の蓋然性が高いとされる遺跡は数少なく、構造と機能の比較検討にはその数は十分ではない

と思われる。よって、今回得られた資料は、郷家像を検証する上で有効な考古資料の一つとなり得る。

参考・引用文献

註 1 宮本長二郎 1996 『日本原始古代の住居建築』中央公論美術出版

註 2 山中敏史  1994 『古代地方官街遺跡の研究』塙書房

註 3 矢ノ倉正男 1996 『主要地方道土浦竜ケ崎線道路改良工事地域内埋蔵文化財調査報告書』茨城県教育財団文

化財調査報告書第111集
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所1又遺跡名

フ リ ガ ナ

所 在 地

コ ー ド

EIヒ   糸革 東 経 調 査 期 間 調査面積

m2

調 査 原 因

市町村 遺跡番号

彗
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イ
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1996。 11。 15

1997.03.25

21,000m2 宅地造成工事

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 連退 物 特 記 事 項

扇ノ台遺跡 集落跡 縄文時代

(中期前

半から後

期初頭)

奈良 。平

安時代

住居跡   23軒

炉 跡   16基

土 坑  398基

掘立柱建物跡57棟

柵 列   1条

竪穴住居跡 51軒

井 戸   3基

溝     2条

土器 (阿玉台 中峠 加曽利E

I・ Ⅱ・称名寺 堀ノ内)

土製品 (土錘)

石器 (打製石斧 磨製石斧

石鏃 石皿)

土師器 (邦皿 甕)

須恵器 (邦 皿 椀 高杯

短顕重 香炉)

鉄製品 (刀子 鉄鏃 鎌

紡錘車)

古銭 (神功開賓)

馬蹄形集落跡

企画的な遺構配置

を示す集落跡



CONTENTS
Preface

lntroductory Notes

Explanatory Notes

Chapter I  Background of the Research and the Research Organization… …・…・…Ⅲ…・………・―・…・―・―・…Ⅲ…Ⅲ…・……  1

§l  BaCkgrOund of the Research・ …
Ⅲ……・………・・……Ⅲ…・・……Ⅲ……Ⅲ…・・…Ⅲ…・・い中●………●……………・・……・̈ ―・中●……●中●  1

§2  The Research Organization… ………………………………………………………………………………………………………………………
。 2

Chapter XI  Location of the Site and its Surroundings・ ・̈…・…Ⅲ…・…・―・…・…・…Ⅲ…・…Ⅲ…・―・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・…  3

Chapter III  Outline of the Trial Excavation。 中●中●…●―●中0… ●“●…Ⅲ…・…・…・…・…Ⅲ…Ⅲ…・―。い。…Ⅲ…・̈・…・―・…・…・…・―・…  9

Chapter I 「ヽ  NFethod and Progress of the Research・ …Ⅲ…・…・―・…・―・中●―●…Ⅲ…Ⅲ…・…・…・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・…Ⅲ…・̈・…Ⅲ…・―・ 11

§l Method of the Research・ …………………………
Ⅲ……………・………………Ⅲ……………………………………Ⅲ………… 11

§2  Progress of the Research・ …
Ⅲ…………Ⅲ………・・……Ⅲ…・・……・―・・……・……・中●―●●……・…・・……・…………・・…・・̈・・……Ⅲ…・ 11

§3  Basic Strata・ …………………………………………………………………………………………………………………………………………………
Ⅲ 13

Chapter V Excavated Structural Remains and Artifacts… …………………………………………………………………………………・ 17

§1  0utline Of the Structural Remains and Artifacts of the」 omon Period… ……・…………………・……・
中●中中●中●… 17

§2 Nara and Eeian Periods… ……………………………………………………………………………………………………………………………
。 37

Chapter VI Conclusion・ ……。・……Ⅲ……・…………Ⅲ……・…Ⅲ……Ⅲ………………………・……・……………・……・………………・……・……・……。111

SUMMARIES

l. This book is an excavation research report of Oginodai site which is located at l141-l and sOme other

nos,Oaza― Naka,Tsuchiura City,Ibaraki PreFecture

2. As the previous research accompanying preparation works of a company house of Daimatsu Planning&

WIanagement, Inc, this research was conducted by the Archaeorogical Sites Research Association of

Tsuchiura City, which was organi2ed in the Board of Education, in cooperation 、vith Sambu

Archaeorogical Research lnstitute

3. The research was conducted from November 15,1996 through �larch 25,1997

4. This site is of the following ingredients, that of a settlement of the former half of the middle to the

beginning of the late」 omon period and that of a settlement sho郡/ing an aspect of govenment offices of the

Nara and Helan perlods

5。  Excavated structural remains belonging to the JomOn period are: 23 pit dllrelling sites, 398 earthen pits

and 16 fireplaces in d、 velling pits Besides,found in the structural remains were pottery,clay objects and

stone― made objects As a result of examinations, the following was cleared up: The settlement was

operated from the Atamadai phase(HI and lv stages),prOSpered rapidly in the Kasori― E I and II stages,

and fell ofF swiftly in the Shomyoji phase Moreover,now that a great number of the structural remains

are had by storage pits,it is supposed that these strucutral remains were a settlement to store

6. Excavated structural remains belonging to the Nara and Heian periods arei 50 pit d、 velling sites,57 sites

of buildings with pillars enbedded directly in the ground, 2 remains of palisade lines, 2 ditches and 3

well remains.Found in the structural remains were Htti ware,sue ware,ash glazed ware,iron obiectS

and copper coins As a result of examinations,the following was cleared up:in the former half of the 8th

century, a settlement was built on purpose to play an official part, subsequently, it changed into an

ordinary one Finaly,it came to an end in the former falf of the 10th century

7. Discovered in the sites of buildings with pillars M/ere a fe、 v peculiar buildings showing a form of the main

building of a shrine

8. The artifacts, plans and photographs, etc  relating to this report are together in the custody of

Kamitakatsu Kai2uka Furusato Rekishi no Hiroba
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